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　　　　　プロローグ







　父が優しい人だったことを覚おぼえている。母が厳きびしい人だったことを覚えている。

　父が背の高い人だったことを覚えている。母の目が細かったことを覚えている。

　父の手が大きかったことを覚えている。母の胸むねが温あたたかかったことを覚えている。

　父が几き帳ちよう面めんな性格だったことを覚えている。母が大おお雑ざつ把ぱな性格だったことを覚えている。

　父が笑うと笑え窪くぼが出で来きていたのを覚えている。母が怒おこると声が高くなったのを覚えている。

　数え上げればきりがない。それは全ての記き憶おく。

　モノクロームの。




　父は日曜大工が趣しゆ味みだったことを覚えている。母は園芸が趣味だったことを覚えている。

　いつもの光こう景けいを覚えている。

　とんかんとんかん、リズミカルに金かな槌づちで釘くぎを叩たたいている父の背中が庭にあった。釘を打ち付ける場所を間ま違ちがえたのか、金槌の音が止まって、うーん、と父は首を傾かしげる。

　その向こうの家庭菜さい園えんで、母がぞんざいな手つきで植物に水を与えているのが見えた。大おお雑ざつ把ぱな性格の母は、あまり水の分量を気にしないのを知っていた。それでもちゃんと育てられる植物だけがそこに植えられていることも知っていた。それにしてもたまに度を越した水量を如じよ雨う露ろから零こぼしてしまい、あう、と母は口を開けて動きを止めていた。父の背中はそのとき愉ゆ快かいそうに揺ゆれていた。

　とんかんとんかん。うーん。じゃばじゃば。とんかん。じゃば。あう。

　そのうちに雨が降ふってきて、父は慌あわてた様よう子すでペンキを塗ぬった木材を片かた付づけ始はじめた。母はラッキーとばかりに如雨露を放ほうり出だし、猫ねこのように素す早ばやく家の中に避ひ難なんしてきた。

　母が笑っていた。父が笑っていた。自分も笑っていた。

　それでもやはり、世界には色がなかった。




　顔を覚おぼえている。匂においを覚えている。声を覚えている。

　嬉うれしかったことを覚えている。楽しかったことを覚えている。怖こわかったことを覚えている。

　悲しかったことを、覚えている。




　父はいない。母もいない。自分だけが、ただ、この暗い世界に立っている。

　事情はよくはわからなかった。

　理り由ゆうはよくはわからなかった。

　わからなかった。

　何もかもがわからなかった。

　ふと気付けば、全てが終わっていた。

　耳みみ障ざわりに続いていた、様々な音。自分と、自分ではない誰だれかの息切れ。走れという命令。心臓が跳はねる爆ばく発はつ。血。哀かなしい笑え顔がお。逃にげろという叫び。裏うら切ぎり。汚お点てんという言葉。

　それら全てが、今はもう失われている。

　どうして失われたのかはわからない。忘れてしまったのか。知ろうとしなかったのか。それとも──自みずから、捨ててしまったのか。

　覚えているのは、始まりだけだ。

　彼女。彼女が現れてから全てが始まり、そして終わった今は──彼女しか、ここにはいない。

　暗い世界で。暗いとしか思えない世界で。

　彼女だけが、白い服と帽子を身に付けた彼女だけが、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

　ああ、思い出せない。

　彼女はそのとき、どんな顔をしていたのだったか。




　穴あなの開あいた帽子を頭に乗せ。

　長かった茶色の髪を焦こげ付つかせ。

　綺き麗れいな純じゆん白ぱくだった服を、ボロ布のようにはためかせ。

　左腕うでを根元から失い。

　そこから冗じよう談だんのような血を垂たれ流ながし。

　腹も真っ赤にして、残った右手でそこを押さえながら。

　彼女は、近付いてくる。




　ああ。

　彼女は。

　彼女は──。
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　　　　　１




　嫌いやな夢を見た。

　高こう難むず倫りん太た郎ろうはベッドから起き上がり、重い頭に酸さん素そを供きよう給きゆうしながらぼんやりと自分の部へ屋やを眺ながめる。そこにはいつも通りの平へい穏おんな朝の光こう景けいだけがあった。

　ベッドの横で、薄うすい緑色のカーテンが朝日を遮さえぎっている。その隙すき間まから漏もれ来くる光線は、身を切るような朝の冷れい気きとは似につかわしくないほどに白く、目に眩まぶしい。スタンド付きの書き物机、クローゼット、もうそろそろ容よう積せきが足たりなくなる大きな本ほん棚だななどもその光線の恩おん恵けいに与あずかり、無む言ごんでこの部屋におぼろげな姿すがたを晒さらしていた。

　全体的に見て、家か具ぐは少ないほうだろう。あまりモノに執しゆう着ちやくしない同どう居きよ人にんの性格が移うつってしまったのかもしれない……モノはともかくお金にはもう少し執着して欲しいものだが。

　変化のない自分の部屋をぼんやりと見回しているうちに、夢の内容は頭の中から綺き麗れいさっぱり抜け落ちていった。ただ、嫌な夢を見た、という記き憶おくだけが頭に残る。内容を反はん芻すうすることも出で来きないぶん、余よ計けいに鬱うつになる。

「あー……」

　ベッドの上で何度か目をしばたたかせていると、ようやく必ひつ要よう充じゆう分ぶん量りようの酸素が体内で循じゆん環かんを始めた。基き本ほん的てきに寝起きは悪くない。少なくとも、強ごう引いんに叩たたき起おこさない限りは意い地じでも蓑みの虫むし状じよう態たいを続けようとする同居人に比べれば遥はるかにマシだ。

　怠たい惰だは敵てきだった。仕事はすぐに襲おそってくる──朝食作り。他に作ってくれる者はいないのだから、自分が作らない限り永遠に朝食は食べられない。

　はぁ、と一つ溜ため息いきをついて、倫太郎はベッドから身体を下ろした。冬の冷えた空気に、背せ筋すじがぶるりと震ふるえる。それから寝ね巻まきを着替え、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら部屋を出て洗面所へ。凍こおるような水で適てき当とうに顔を洗い、寝ね癖ぐせを直して活動準じゆん備び完了。

　そこで完全に目が覚さめた。

　いつもの日につ課か、朝食準備の前にカーテンと窓を開けて空気の入れ替えをしようと倫太郎がリビングに向かうと、そこでは既すでに穏おだやかな朝日が床ゆかを四角く切り取っていた。能のう天てん気きなテレビの天気予よ報ほうの声も聞こえる。ちなみに、暖だん房ぼうは命の危き険けんを感じるほどの寒かん波ぱが来ないとスイッチを入れてはいけないことになっている……財ざい政せい面めんの事情で。

（天あま宮みやさん、起きてたんだ）

　ルールとして決めているわけではないが、だいたい天宮も倫太郎と同じ時間に起きてくるのが常つねだった。正直なところ彼女まで急いで起きる必要はないのだが、料理の手伝いをしてくれるのは嬉うれしいし、少しずつだが料理を伝でん授じゆしてもいる。

　慣なれてきたのか、最近は彼女の破は壊かい的てき失敗も少なくなってきていた。いずれは食事も交こう代たい制せいに出で来きるのだろうか──夢のような話だ。

　ともあれ、このように彼女が先に起きた場合には、一足早く部へ屋やの掃そう除じや換かん気きなどを行ってくれるのだった。挨あい拶さつをしておこう。

「おはよう、天あま宮みやさ……え？」

「おう。おはよ」

　ソファーに腰こしを下ろし、ぼんやりとテレビを見ているのは、予よ想そうとは違う人間だった。いつもの白ずくめの服ふく装そうに、赤いネクタイ。手には当とう然ぜんのように火の点ついた煙草たばこがある。

「絵え馬まさん？　うそ、なんでこんなに早いの？」

「んー、なんか胸むな騒さわぎがするって言うか……目が冴さえててなー。必ひつ殺さつ奥おう義ぎ『へヴンリィ二度寝』も効きかんかったので観かん念ねんして起きたわけだが。おい、なんだその微び妙みようにショック受けてるような顔は」

「いや、あまりに予想外だったから。トマトだと思って食べたら唐とう辛がら子しだったくらいの衝しよう撃げきが……へー、絵馬さんでも普ふ通つうに起きられるんだ。へー」

「なんとなく、馬ば鹿かにされてるような気がするのは気のせいだろーか」

「気のせいだよ、たぶん」

　早く起きたはいいが手て持もち無ぶ沙さ汰たなのだろう、絵馬は無意味に手の中の懐かい中ちゆう時ど計けいを弄もてあそんでいた。少し前に商店街の福引きで当たったものだ。福引きの景けい品ひんに出ているくらいだから安物だとは思うが、銀色のシックな造りがハードボイルドっぽい、と絵馬には好こう評ひようだった。

「気に入ってるね、それ」

「ん？　ああ、まー造りもそうだが、聞いて驚おどろけ。なんと私、生まれてこのかた福引きとかクジとか一度も当たったことがないのだ。ふふ、つまりこれは私が初めてゲットした賞品だということだな」

「へぇ。なんか意い外がい。絵馬さんって運は強そうなのに」

「全部、悪運に吸い取られてるんだろうなー」

「それ、自分で誇ほこらしげに言うことかな……？　て言うか、僕的には絵馬さんがそんな福引きとか気にしてるのもちょっと意外なんだけど」

　倫りん太た郎ろうが言うと、絵馬はくわっと目を見開いてソファーから身を乗り出した。

「あんたはわかってなーい！」

「わ。な、なに？」

　大おお仰ぎように頭をぶんぶんと横に振りながら、彼女は続ける。

「ああ、理り解かい出来るかあの苦しみが!?　いつでもどこでも、ガラガラを回せば出てくるのは白白白白！　つまりハズレ！　これでティッシュ代が浮くぜぇと楽しく自じ己こ暗あん示じするのもいい加か減げん飽あきたっ！」

「たまにどっさり持って帰ってくると思ったら……そうだったの？　てっきり、僕は道みち端ばたでくれるヤツを何往おう復ふくもしてゲットしてきたのかと」

「んな恥はずかしい真似まねが出で来きるか！　いや、たまにはしてたがな」

「してたんじゃん」

「スクラッチ形式のクジも当たったためしがないし……削けずる場所を選せん択たくするヤツがあるだろ。削れるトコを全部削っても全部ハズレだったりするんだぞ。いきなり透とう視し能のう力りよくが発はつ現げんしないかとひたすら精せい神しん集中してたあの時間は一いつ体たい何だったんだ!?　まったく、あの絶ぜつ望ぼう感かんをあんたに教えてやりたい……『貴き様さまがいかに勘かんを研とぎ澄すましたところで、初めから当たる確かく率りつはゼロだ！　無む駄だ無駄ァ！』と悪あく魔まに嘲あざ笑わらわれているかのような、いやさ運命に弄もてあそばれているかのような」

「そんな大げさな」

「だ・か・ら、だ！」

　と、絵え馬まは懐かい中ちゆう時ど計けいをどこぞのご隠いん居きよが持っている印いん籠ろうのようにびしりと突き出した。それからにんまりと頰ほおを緩ゆるめ、嬉うれしそうに時計の表面を指の腹で撫なでる。

「これは運命に勝利した証あかしだと言ってもいいだろう……フフ、あれは記念すべき一いつ瞬しゆんだった。玉が青だったときには見み間ま違ちがいかと我が目を疑うたがったくらいだ。や、そうだ。記念に名前を付けるのもいいかもな……フム」

　わりと本気の目つきで時計を眺ながめている絵馬に、倫りん太た郎ろうは肩を落として溜ため息いきを吐ついた。

「もう少し、人ひと並なみの幸せに慣なれようよ……」

　まぁ、喜んでいる人間にそれ以上喜ぶなとも言えまい。

　倫太郎は自分の仕事に戻ることにした。

　カーテンは開けられているが、窓は閉められたままだった。倫太郎は絵馬の前を横切って窓に手をかける。換かん気きをこまめに行わなければならない原げん因いんであるその人は、やはり煙草たばこをすぱすぱ吸いながらテーブルに置いた時計に何事かを呟つぶやいていた。まさか本気で名前を付けようとしているのか。いつものことだが、どこまでが冗じよう談だんなのかわからない。

　窓を開けると、十二月の冷たい風が部へ屋やの中に吹きこんできて、倫太郎の前髪をふわりと浮かせた。平和な外がい界かいの朝とこの部屋が音もなく接せつ続ぞくされる。乾かん燥そうした大気の匂におい。控ひかえめな喧けん騒そう。下の道を行く自転車の主婦が、人目も憚はばからずに大きな欠伸あくびをしているのが見えた。冬とはいえ、空はやはり快かい晴せいだ──日中はそれなりに温度も上がるだろう。前に雪が降ふったのはいつだっただろうか、となんとなく思う。

　ほう、と息を吐いて振り返ったとき、リビング横のドアが開いてそこからメイド服の少女が姿すがたを現した。

「おはようございます」

「おはよう、天あま宮みやさん」

「うっす。おはよー」

　メイド服を一いち分ぶの隙すきもなく着こなした──後ろ髪は微び妙みように跳はねているが──天宮が、その声を聞いてぴしりと動きを止めた。倫りん太た郎ろうに軽く会え釈しやくをした姿し勢せいで固まる。

　彼女は軽く首を傾かしげて呟つぶやいた。

「……幻げん聴ちよう？」

「おおい、私には挨あい拶さつもなしかよぅ」

「いけません、やはりまだ私は寝ぼけているようです。ありえない声が聞こえます。ありえないものはあってはならないのです。おかしいですね、こんな時間に絵え馬ま様が起きておられるはずは──すみません、顔を洗ってきますので」

「わからなくもないけど。うん、とりあえず行ってらっしゃい」

　天あま宮みやはそのまま怪け訝げんそうに小首を傾げ、ふらふらとした寝起きの足取りで洗面所に向かった。

　苦にが笑わらいで彼女の後うしろ姿すがたを眺ながめている倫太郎の背はい後ごから、何か憮ぶ然ぜんとした声が聞こえた。

「あんたら……私のことを何だと思ってるんだ？」

　倫太郎は肩を竦すくめて、台所に向かった。

「これに懲こりたら、普ふ段だんの行いをもう一度振り返ってみたほうがいいと思うよ」




　事務所のドアがノックされたのは、食事が終わって三時間ほどが過ぎた頃ころのことだった。

「お客さんかな？」

「倫太郎、出てくれー」

　この事務所には敵てき意いある妖よう怪かいの侵しん入にゆうを防ふせぐ結けつ界かいが張られている。いきなり襲おそわれるようなことは理り論ろん上じようありえない。そもそもそんな奴やつはノックなどしないだろうが。

　倫太郎は慣なれた手つきでチェーンを外し、ドアを開けた。

「はーい……？」

　違い和わ感かん。目が合う。

　背の低い倫太郎は、新聞浄じよう水すい器きお祈りＮＨＫその他もろもろ、全て見上げる姿勢で応おう対たいするのが常つねだった。が、今日はドアを開けた瞬しゆん間かんに、自分よりもやや低い位い置ちにある大きな瞳ひとみに真ま正しよう面めんから覗のぞきこまれた。動きが止まる。

　女の子だ。倫太郎よりもかなり年下の子供である。暖あたたかそうな毛糸の帽子を被かぶっており、半ズボンに子供用のブーツという洒落しやれた服ふく装そう。そのまま見つめ合っていると、愛あい嬌きようのある顔はすぐに弾はじけるような笑え顔がおへと変わった。

　倫太郎は理由もわからず戦せん慄りつした。

　そう、敵意はない。が、それでも不意に襲われることは確かにありうるのだ。

「あー。ねこさんだーっ！」

　女の子は嬉うれしそうに叫ぶやいなや、倫太郎の胸むねにダイブしてきた。

「うわわわっ!?」

「えへへ、ねこさんー」

　力強く抱だきしめられ、ぐりぐりと頰ほおを押し付けられる。

（何で、何で？　誰だれこの子？　何で僕のことを？　それより何でこんな状じよう況きように？）

　倫りん太た郎ろうが軽いパニックに陥おちいっていると、騒さわぎを聞きつけた絵え馬ま達が玄げん関かんにやってきた。

「どうしたんだ、倫太郎……って」

「……可か愛わいい」

「ほほう。ついに倫太郎君も年下に目め覚ざめましたか。私の知らないうちにそんな女の子の心を奪うばっていたとは……なんと、なんという、女たらし！　この私というものがありながらっ」

「どうせそんな感じにボケると思ったよ！　いいから助けて！」

「助けてと言われても、見た目はすげぇ楽しそうなんだが。誰？」

「知らないよっ！」

「ねこさんー」

　そこで女の子の後ろにいた男性が、やれやれといった様よう子すで女の子に声をかけた。

「こら光ひか流る。知らない人にいきなり抱きついたりしちゃ駄だ目めだって言っただろ？　パパはこの人達にお話をしに来たんだから……ほら、抱きつくならパパにしなさい」

　そう言って、男は慣なれた様子で女の子を抱き上げた。それから倫太郎に微び笑しようを向ける。

　大きなリュックを背せ負おった、三十歳ほどの線の細い男性だった。着ている服も適てき当とうにカットされた黒髪も極きわめて普ふ通つう。フレームのない眼鏡をかけており、その下にある瞳ひとみはあくまでも優しい。目元はどことなく彼の首根っこに摑つかまっている女の子のものと似にており、先せん刻こくの言葉通り彼女の父親だろうと思えた。

「話ってことは、依い頼らい者しやかいな」

　咥くわえ煙草たばこで絵馬が言うと、彼は温おん和わな微笑を絶たやさないままに頷うなずいた。

「うん、そういうことになるかな。ええと、君が、逆さか貫ぬき絵馬……という人で合ってれば、の話だけど」

「ん、百パーセント合ってる。じゃあ話を聞くか、入りなよ」

「それじゃ、お邪じや魔まします……と、僕は御み厨くりや信のぶ孝たか。この子は娘で、光流といいます。よろしく」

　そして事務所の中に入りながら、男──信孝は倫太郎に向かって頭を下げた。

「あ、君、さっきはごめんね。この子さ、気に入った相手には誰彼構かまわず抱きつく癖くせがあるんだ。さっきもここのすぐ外で、男の人に『鳥さんだぁー』って抱きついてねぇ」

　それはきっとあの人に違いない。

　倫太郎は引ひき攣つった笑え顔がおを返した。彼女が自分達の正しよう体たいを見抜ける理由については、とりあえずおいておく──いろいろと事情があるのだろう。

「全然気にしてないですから、いいですよ。あ、僕は高こう難むず倫太郎です」

「倫太郎君、か。いい名前だ。何年生？」

「今年、十二に」

　何年生、という言葉の意味を意い図と的てきに曲きよつ解かいして答える。

「へえ、落ち着いてるからもっと年上かと思ったよ──ええと、ほら光ひか流る、お兄ちゃんに謝あやまりなさい」

　言われて、光流は照れたようにぺこりと頭を下げた。意い外がいに素直だ。

「おにいちゃん、ごめんなさい」

「いや、気にしてないから、本当にいいよ……で」

「天あま宮みや灰はい理りです。御み厨くりや様、こちらにどうぞ」

「ああ、ありがとう──うわ、なんだか感かん激げきだなぁ。本物のメイドさんか……男ならば誰だれもが夢見るロマンだね!?」

　そんなことを平気で言える辺あたり、この男はなかなかの大物ではないかと思う。

　信のぶ孝たかを招まねき入いれた天宮の動きは、何故なぜか微び妙みように遅おそかった。リビングに案内する前に、何とも言いい難がたいふんわりとした表情で光流の顔を見つめている。

　倫りん太た郎ろうは今までの生活で知ったことがあった。この天宮灰理という少女は、なかなかの可か愛わいいもの好きなのだ。前回の事件で手に入れた手作り人形は、今も彼女の簞たん笥すの上に飾かざられている。

　光流も小首を傾かしげて、その奇き妙みような格かつ好こうをした少女と視し線せんを合わせていた。が、やがて。

「動物さんじゃないからいいやー」

「こ、こら光流、そんな言い方は駄だ目めだぞぅ。メイドさんだぞ？　可愛いじゃないかっ」

　興きよう味みありませんとばかりにぷいと目を逸そらす光流を、慌あわてて信孝がフォローした。

「そ、そんな」

　彼女が抱だきしめてくれると思っていた、いやむしろ抱きしめたいと思っていたであろう天宮が、僅わずかにショックを受けたように呟つぶやいた。それからどことなく元気のない無表情に戻り、彼女はふらふらと歩き出す。

「どうぞ……お座すわりください……只ただ今いま、コーヒーをお持ちいたします……ので」

　微妙に肩を落とし、天宮は台所に消えた。

「悪いことしちゃったかな」

「き、気にしないでください。すぐに立ち直りますから」

　一同、リビングに向かう。一足先にソファーに座っていた絵え馬まは、信孝が背中から下ろしたリュックにちらと目を向けた。

「随ずい分ぶんでかいねぇ。何入れてんの？」

「うん？　そうだね、画が板ばんとか筆ふでとかいろいろ……あ、僕は一いち応おう、絵え描かきでね」

「ぱぱの絵はすごく上手うまいんだよー！」

　物もの珍めずらしげにリビングを歩き回っていた光流が、喜き色しよく満まん面めんで補ほ足そく説明した。

「ほう」

「それと哺ほ乳にゆう瓶びんとか離り乳にゆう食しよくだね。うちの妻、母ぼ乳にゆうの出が少し悪いから。持ってってやらないと」

「……」

　絵え馬まの目が細められた。嘆たん息そくするように煙草たばこの煙けむりを長く吐き出し、足を組みかえる。

「早さつ速そくだけど、仕事の話をしようか」

　倫りん太た郎ろうはその様よう子すを怪け訝げんに思った。何か、彼女の雰ふん囲い気きがいつもとは違う。何故なぜだろうか。いつもより、気け配はいが張はり詰つめていると言うか──。

　絵馬の正面に座すわっている信のぶ孝たかが頷うなずく。

「そうだね、そうしてくれるとありがたい」

「まず聞こう。光ひか流るちゃん……純じゆん粋すいな人間ではないな」

　絵馬が横目で光流を観察しながら聞くと、信孝はあっさりと首しゆ肯こうした。

「やっぱり、プロの人は違うね。そうだよ、光流の母親──と言うか僕の妻だけど、彼女は狐きつねの妖よう怪かいでね。名前は刹せつ奈な。青森の辺あたりに僕のアトリエがあって、その近くで出会った。彼女達一族の里がその辺りにあるらしくて。いや、そりゃ初めは驚おどろいたよ。この世に妖怪なんているとは知らなかったし。でも出会って恋して結婚までしちゃったら、さすがに慣なれて──」

「悪いけどね、旦だん那なさん。あんたらの馴なれ初そめを聞いてる暇ひまはないような気がするよ。ここに来たってことは、私の仕事は知ってるんだろ？」

「逃にがし屋や、だとか」

「そう。その話をしよう。誰だれを、何から逃がして欲しいのか。聞かせてくれ」

　うん、と信孝は背中をソファーの背もたれに預あずけた。息を吐く。眼鏡の奥の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ、不安げに揺ゆれた。

「これは僕も刹奈から聞いた話なんだけど。あいつの一族ってのは、格式の高い──古い霊れい狐この一族みたいで」

「青森って言えば……白しら神かみの辺りか？　直接の接せつ触しよくはないが、そういや確かに聞いたことはあるな。古くから霊狐達が住まう森があるって」

「そう、それで、刹奈はどうもその一族の、リーダーというか頭かしらというか──そんな人の娘らしいんだ。どうも、それが原げん因いんらしいんだけど」

「ふむ」

　絵馬は喋しやべる信孝を見てはいなかった。自分の爪つま先さきに、焦しよう点てんの合っていないような瞳を固こ定ていし続けている。

　そこへ天あま宮みやがコーヒーを持ってやってきた。信孝は天宮に礼を言い、自みずからを落ち着かせるようにカップに手を伸ばしたが、絵馬は動かなかった。短くなった煙草から煙を立たち昇のぼらせているだけだ。

　信孝が一口コーヒーを飲むと、その隣となりに光流がちょこんと座った。リビングの探たん索さくに飽あきたか、歩あるき疲つかれたのだろう。信孝は彼女に向かって、曖あい昧まいに笑いかける。

「光ひか流るさん。美味おいしいお菓か子しがあちらにありますけど、食べますか？」

「わ、食べるー！」

　その視し線せんの意味に気付いた天あま宮みやが機き転てんを利きかせ、光流を台所のほうに連つれていった。信のぶ孝たかがもう一度息を吐く。次に彼が口を開くより前に、絵え馬まが呟つぶやいた。

「人間などとの結婚は許ゆるさん。連れ合いも子供も捨てて、一族の里に戻ってこい。戻るつもりがなくとも、力ずくで──と、いうことかい？」

「あ……う、うん。だいたいそんな感じだ。よくわかるね」

「たまにある……話、なんでね」

　囁ささやくような、胸むねの奥から搾しぼり出だすような──その絵馬の声は小さく、そしてどことなく虚うつろだった。

　その声に、倫りん太た郎ろうはぴくりと肩を震ふるわせた。

　何か、身体のどこかが──痛いたいような。

　気のせいだ。気のせいだろう。

　絵馬の言う通り、それはたまにある話だ。妖よう怪かいと人間との色いろ恋こい沙ざ汰た。珍めずらしいが、皆かい無むというほどではない。

　思い出せば、あの不運な烏からす天てん狗ぐと初めて出会った事件もそうだったのだ。

　気にすることはない。が、胸の奥にわだかまる、このぼんやりとした感かん覚かくは何だろう。

（何か……僕もヘンだな。まだ寝ぼけてるのかも）

　倫太郎は自分自身を怪け訝げんに思いながらも、軽く頭を振って信孝の話に集中した。

「刹せつ奈なはちょくちょく里を出て、僕が住むところに来ていたんだ。結けつ構こう近かったみたいだから、頻ひん繁ぱんに往おう復ふくしてた。かなり苦労したけど、今まではそれで一族の人達にも隠かくし通とおせていたんだよ。子供も、今年の春には二人目──姫ひめ孝たかが生まれた。でも、一昨日になって、突然バレた」

「どうして」

「疑われているかもしれない、と最近彼女は言うようになっていたけどね。子供が生まれると、さすがに忙いそがしくなる……頻繁に里を出なくてはいけなくなるから。とにかく、一昨日、僕達の家の周まわりに狐きつねの姿すがたを見かけた。で、刹奈は言ったよ。とりあえず逃にげてくれ。自分は父のところに行って説せつ得とくしてくる、と」

　信孝は僅わずかに言葉を切ったが、すぐに続けた。

「彼女は僕達を裏うら口ぐちから逃がそうとしてくれたけど、姫孝が泣なき出だした。だったら仕方ない、姫孝は絶ぜつ対たいに自分が護まもるから、と刹奈は言って……僕と光流だけが、そこから逃げ出したんだ。僕と……光流、だけが」

　絵馬は煙草たばこの吸すい殻がらを何度も灰はい皿ざらに押し付けてから、ぼんやりとした仕し草ぐさで新しい煙草を取り出した。

「あまり自分を責せめるな。ある意味では、それが一番正しい選せん択たくだよ。泣きじゃくる赤ん坊を連つれて、狙ねらわれてる奴やつが誰だれかから逃にげられるはずがない……で？　そのまま？」

「刹せつ奈なはあれから、彼女のお父さんのところに行ったんだと思う。でも、逃げる前に約やく束そくした時間になっても、待ち合わせ場所に彼女は現れなかった。彼女は言っていたよ。もし──」

　信のぶ孝たかは真しん摯しな瞳ひとみで絵え馬まの顔を見つめた。絵馬は顔を上げず、ぼんやりとした目で、それでも鋭するどい目で、何もない空間の中の何かを凝ぎよう視ししていた。

「『もし自分が現れなかったときは、この身に何かが起こったということだ。日本で唯ゆい一いつの、妖よう怪かいがらみ専門の逃がし屋が関東にいると聞いた。彼女を頼たよれ』とね……こんなことがあると予よ想そうしてたのか、刹奈がくれた紙にここの住所は書いてあった。もう調べていたんだろう」

　そして信孝は、すっと身を浮かし──テーブルに額ひたいを打ち付けるほどの勢いきおいで、深々と頭を下げた。

「頼たのむ。刹奈と姫ひめ孝たかを助けてほしい。お金はあまりないけど、払はらえるだけ払うつもりだよ。だから、だから」

　そこで絵馬はようやく顔を上げた。持っていただけだった煙草たばこに火を点つけて煙けむりを吸いこみ、すっかり冷めてしまったコーヒーを喉のどに流し入れる。続いて、気持ち良さそうに背伸び。それはいつもの動作で、いつもの瞳だったが……倫りん太た郎ろうが抱いだくぼんやりとした違い和わ感かんは消え去らなかった。

「ふーむ、おっけー。受けよう」

「え？」

　あまりにもあっさりと、絵馬はその依い頼らいを承しよう諾だくした。信孝がはっと身体を固まらせ、頭を下げたままで声を大きくする。

「あ、ありがとう！　本当に、何と言っていいか」

「だいたい話はわかった。頭は上げて欲しいね。こっちは商売で、あんたはお客さんなんだから。その里の場所はわかってるのかい？」

　信孝は顔を上げ、絵馬の質問に答えた。

「だいたいの位置は刹奈から聞いたことがある。山の中でのアバウトな位い置ちだから、実じつ際さい行かないと方ほう角がくもわからないけど」

「なら、あんたにはついてきてもらわないといけないな。光ひか流るちゃんはどうするつもりだ？」

　言われて、信孝は台所のほうでまだ天あま宮みやと遊んでいる光流のほうを眺ながめた。それから静かに、しかし力強く、言葉を発する。

「危き険けんかもしれないけど、間ま違ちがっているかもしれないけど──連れて行きたい。一いつ緒しよにいたいし、いなくちゃいけないと思うんだ。一人にするなんてことは出で来きない」

「……どうしても？」

　絵馬の短い問いに、信孝の答えはさらに短い。音もない、頷うなずきだけ。

　絵馬は天井てんじようを見上げた。

　天井てんじようの遥はるか頭ず上じようにある、十二月の空が見えているかのように。その空に、自みずからの捜さがし求もとめる何かが浮かんでいるかのように。

　台所からの声が聞こえる。光ひか流るの笑い声が聞こえる。菓か子しを食べ終え、今は天あま宮みやが古ふる臭くさい遊びを彼女に教えているようだった。

　どこか、別の意味で──懐なつかしい、遊びを。

「うわぁ、綺き麗れいだねー」

「ビー玉というものです。最近はあまり見ないようですね。私の故こ郷きようでは、毎日のように──遊んで、いたのですが」

　僅わずかに、天宮の声のトーンが落ちる。が、それは光流の元気な声によってすぐに復ふつ活かつした。

「どうやって遊ぶの？」

「並べてですね、指で弾はじいてぶつけ合うのです。例たとえば、このように……」

　天宮の静かな声。光流の素直な笑い声。ガラスの触ふれ合あう音。

　その微笑ほほえましい光景に信のぶ孝たかが瞳ひとみを細めたとき、絵え馬まはソファーから立ち上がった。

「──わかった、仕方ないだろう。準じゆん備びしてくるから、少し待っててくれ」

　自分の部へ屋やに入る絵馬。

　なんとなくその姿すがたを目で追っていた倫りん太た郎ろうが、ちらりと視し線せんをずらす。

　信孝は顔を横に向け、自分の娘が楽しそうに遊んでいるのを、父親の表情で──優しく、とても優しく見守っていた。

（あれ……まただ）

　倫太郎は急に居い心地ごこちの悪さを感じた。漠ばく然ぜんとした不安を感じた。

　それを認にん識しきしたときには既すでに、ソファーから立ち上がっている。勝手に動くな身体よ。立ち上がったからには、どこかに行かなくてはならないではないか。

（何だろうね、これ？）

　倫太郎は自分自身に問いかけながら、唯ゆい一いつ存そん在ざいする目的地へと向かって仕方なく足を進めた。




　　　　　２




　背はい後ごでドアが閉まる音を聞いたとき、絵馬はベッドの下からダンボール箱をいくつか引ひっ張ぱり出しているところだった。その中に手を突っこみ、ガラガラと搔かき回まわす。目当てのものが見つかると、それを取り出してベッドの上に並べる。

　それは奇き妙みようにねじくれた短剣であったり、いつものコインとは輝かがやきの異ことなる銀ぎん貨かであったり、抽ちゆう象しよう画がのようにも見える奇き怪かいな文字が大きく描かかれた御お札ふだであったりした。

　絵馬は人型に切り取られた紙人形の皺しわをぐにぐにと伸ばしながら、振り向かないままに言葉を発した。

「どうした？」

　倫りん太た郎ろうは見たままに言ってきた。

「珍めずらしいね。そういう、『余よ計けいな道どう具ぐ』の準じゆん備びするなんて」

「ん？　ああ、なんとなくね……たまには使ってやらんと錆さびついちまうからな。ちょっとした気分転てん換かんみたいなもんだよ」

　言いながらも、絵え馬まはそれらの物品をジャケットの内ポケットにどんどん放ほうりこんでいった。

　それきり、倫太郎は言葉を発しない。

　聞きたいことがあるのだろうか、と絵馬は思う。

　逆ぎやくに、言いたいことを言い出せないのかもしれない。またあるいは、それらの欲よつ求きゆうに──自分でも気付いていないという可か能のう性せいもある。

　だとすると、自分から言うべきだと思った。

　自分の我わが儘ままかもしれないが、言うべきだと思った。

「ぬ、入らん。うりゃ……やば、ビリって言った。まぁいいか──そう言えばさ、倫太郎」

　雑ざつ多たな物品と地じ味みな格かく闘とうを繰くり広ひろげながら、絵馬はふと思いついたように呟つぶやく。

　そして足元の灰はい皿ざらに吸すい殻がらを押し付けながら、何なに気げない口く調ちようで、本当に軽く、

「ここで留る守す番ばんをしておく気はないか？」

　言った。




　絵馬は壁かべにかかっていた帽子を取り上げて被かぶった。それから床ゆかを軋きしませて、振り返る。

　倫太郎は彼女と視し線せんを合わせた。聞き返す。聞き返すことしか出で来きない。

「……どうして？」

「なんとなく」

　絵馬は僅わずかに笑っているようだった。いや、それは本当に笑いなのか。疲つかれたように、どこか儚はかなく、唇くちびるの端はしだけを歪ゆがめているその表情は。

「さっきから、『なんとなく』っていう理由が多いね」

「そうか？」

　絵馬は肩を竦すくめた。表情は変わらない。

　倫太郎の答えは決まっていた。理由はわからないが、『そう答えなければならない』と、胸きよう中ちゆうで誰だれかが強く叫び続けていた。

（誰かって誰さ？）

　まったく、今日はヘンだよ。

　自分に向けて文もん句くを言いながら、倫太郎は率そつ直ちよくに答えた。

「嫌いやだよ」

「──理由は？」

　理由。誤ご魔ま化かさずに答えるのならば、それは彼女と同じになる。

「なんとなく」

　その言葉に、絵え馬まは苦く笑しようする。倫りん太た郎ろうは何でもない口く調ちようで続けた。

「僕がここに一人で残っても、別にすることもないでしょ。行っても同じかもしれないけど、それは今までだってそうだったし」

「ふむ……どうしても、残る気はないってことかい？」

「そういう、こと、かな。たぶん」

　その言葉を最後に、何故なぜか無む言ごんで見つめ合う。

　そう言えば、と倫太郎は思った。

　こうやって真ま正しよう面めんから向き合うのは、実は意い外がいと珍めずらしいことなのかもしれない。それは奇き妙みように新しん鮮せんで、むしろ気き恥はずかしささえ覚おぼえる行こう為いだった。

　言葉を交わさず。

　目的もなく。

　意味もなく。

　ただ、二人は視し線せんを合わせる。

　絵馬は何も聞いてこない。だから倫太郎は答えない──聞かれたところで、自分にもわからないことは答えようがないのだが。仕事についていきたくはない、と思うことはあっても、ついていかなければならない、と感じたことは今までになかった。

　本当に、何故だろう。原げん因いん。原因は……。

　そこまで考えたところで、胸むねがまた疼うずいた。痛いたみを伴ともなう、鋭するどい疼きだ。

　倫太郎が微かすかに眉まゆを寄せるが、それはおそらく絵馬には気付かれなかっただろう。そのときには、彼女は長い溜ため息いきと共に自分の帽子を深く押さえつけていたからだ。切れ長の瞳ひとみはその下に隠かくれている。

　彼女は視線を隠したまま、のんびりとドアのほうに──つまりは倫太郎のほうに歩いてきた。少年の頭をぐりぐり撫なでながら、その横を通り過ぎる。

「早く準じゆん備びしろよ、倫太郎。すぐに出る」




　自分の部へ屋やに戻り、準備をする。と言っても、そんなに気合を入れて行うほどのことでもない。迷まよったときのための地図やコンパス、携けい帯たい食料、役に立つかもしれない小物、自分の軽い着替え。それらを雑然とリュックに詰つめこめば──あるいはもとから入っていたことを確認すれば──準備という名の儀ぎ式しきは完了する。

　そのとき、ドアが規き則そく正しいリズムでノックされた。

「失礼します」

　入ってきたのは天あま宮みやだった。ドアを閉め、先せん刻こく絵馬の部屋で倫太郎がそうしていたように、じっとその場で立たち尽つくす。

「……どうしたの？」

　問うと、彼女は一いつ旦たん瞼まぶたを閉じた。次にそれを開くと、どこか不安げに揺ゆれる瞳ひとみが倫りん太た郎ろうに向けられた。

「どうしようか、迷まよったのですが」

「うん」

「今回、絵え馬ま様の様よう子すは──どこか、おかしいように思われます。失礼ながら、倫太郎さんも」

「え、そう？」

　平へい静せいを装よそおって聞き返しながらも、倫太郎はこの少女の観かん察さつ眼がんに対して素直に驚おどろきの念ねんを抱いだいていた。

　自分でも、この違い和わ感かんが本当に存そん在ざいしている──何かの理由があって存在しているかどうかわからないというのに。

「理由を聞くことはしません。それは私が踏ふみこんではいけない領りよう域いきのような気がしますから。ただ、これから何が起こるかわかりませんので──私の独どく断だんで、これをお渡わたししておきます」

　と、天あま宮みやはメイド服のポケットを探さぐり、一本の鞘さや付つきのナイフを取り出した。見み覚おぼえのある文もん様ようが刻きざまれたそのナイフを、天宮は鞘の部分を摘つまむようにして保ほ持じしている。とある仙せん人にんから譲ゆずり受うけたそのナイフには風の精せい霊れいの力が封ふうじられており、柄つかを『持つ』と呪のろいが発はつ動どうし、掌てのひらが裂さけてしまうのだった。

「それ、島のときの？　あのゴタゴタでなくしたと思ってたのに」

「たまたま見つけたので、私が回収しておきました。すぐに返そうとしたのですが、絵馬様に……必ひつ要ようなときまで預あずかっていろと言われまして」

「──そう」

　彼女と同じく鞘を摘むようにして、ナイフを受け取る。

『持つ』ことなく扱あつかえば、切れ味鋭するどいこのナイフはそれなりに使える道具ではあったが……焼け石に水だとは、正直思わないでもなかった。自分は非力であり、いかに風ふう精せいの力を備そなえたナイフを使ったところで自分の戦せん闘とう力りよくは微び々びたるものだろう。

　それでも。

　何故なぜ、絵馬は天宮にこれを持っていろと指示したのか。自分に渡そうとはしなかったのか。

　倫太郎は胸きよう中ちゆうに余よ計けいな疑問が浮かんでくるのを感じていた。決して良い疑問ではない。それは考えただけで頭の後ろが陰いん鬱うつに重くなるような、これまで意い図と的てきに直ちよく視ししないようにしてきた疑問の一つだった。

　戦うな、ということだろうか。

　自分は戦わず、ただ後ろでオロオロしていればいいというのだろうか。

　自分の役目は、やはりそこにはないのだろうか。

「倫りん太た郎ろうさん？」

「ん？　あ、ちょっとぼーっとしてた。ありがとう。一いち応おう持っていくことにするね」

「はい」

「すぐ行くから、待ってて」

　天あま宮みやは部へ屋やを出ていった。心地ここち良よく、そして苛いら立だたしい静せい寂じやくが満ちた空間に、倫太郎は一人残される。

　無む言ごんで、ナイフを見つめた。

　ずきり。形のないどこかが痛いたむ。

（まただ）

　意味のわからない、存そん在ざいすら定さだかではない痛み。

　それを無言で抑おさえこむ。抑えこむしかない。

　倫太郎は全ての思し考こうを停てい止しさせ、リュックの一番上にそのナイフを放ほうりこんだ。




　　　　　３




「あーっ！　鳥さんだ、まだいたーっ」

　ビルを出るなり、光ひか流るはその前で待まち伏ぶせをしていた黒目黒髪の男に突とつ進しんしていった。

「うおっ！　またか、ガキっ」

「えへへ。鳥さんー」

「は、離はなれんか鬱うつ陶とうしい！　そもそも俺は鳥ではない！」

　そう、似にてはいるが鳥ではない──彼は烏からす天てん狗ぐだ。逆さか貫ぬき絵え馬まという女を宿しゆく敵てきと見なし、懲こりずに何度も戦いを挑いどんでくる猪ちよ突とつ猛もう進しん男。

　やはりさっきの想そう像ぞうは当たっていたらしい、と倫太郎は引ひき攣つった笑えみでその光こう景けいを眺ながめていた。

　さすがに子供に対して手て荒あらな真似まねは出で来きないのか、その烏天狗の男──隠かくる夜やは凄すさまじく嫌いやそうに身をよじってはいるものの、光流にはされるがままになっている。

「ああ、さっきの！　すみませんすみません。こら光流……」

「やー。鳥さん、好きー」

「ぐほっ。首が、喉のどが……貴き様さま、親ならば、早く──」

　それからしばらくして、ようやく光流は隠夜を解かい放ほうした。というか信のぶ孝たかが引き離した。

　隠夜は喉をさすりながら、鋭するどい目を絵馬に向ける。

「このムカつくガキ。まさかとは思うが、貴様の子では」

「んなわけがあるかっ！」

　眉まゆを寄せた絵馬が、その膝ひざを隠夜の鳩尾みぞおちに埋うめこんだ。音もなく崩くずれ落おちる隠夜の前で、寒さむ気けがするような笑え顔がおとともに右手を蠢うごめかせる。

「隠かくる夜やくーん。考えてからいろいろと口にしようなー。今日はちょっと機き嫌げんが悪いんで、手て加か減げんが出で来きんぞー」

　隠夜は答えない。不ふ穏おんな感じに痙けい攣れんしているので、わりとヤバイのではないかと思う。

「ぱぱー。鳥さんも一いつ緒しよに、ままを迎えに行くの？」

「え？　うーん、どうなんだろうね？」

　親子はそう会話し、ちらりと絵え馬まに視し線せんを向けた。絵馬はそれらを受け止め、僅わずかに顔を上げて何かを考える。

　ややあって、隠夜が三さん途ずの川から帰き還かんした。彼が咳せきこみながら身を起こしたとき、絵馬はぽつんと呟つぶやいた。

「──そうだな。こいつにもついてきてもらうか」

「なに？」

「私はこれから仕事なんだが。来るだろう？　隠夜」

「戯たわけたことを！　誰だれが貴き様さまなぞの仕事を手伝うか！　俺はこの前のことを忘れたわけではないぞ……またぞろ俺のことを便利な乗り物のように扱あつかうつもりだろうが！　ふざけるな！」

　当たり前のように反発する隠夜に、絵馬は煙草たばこの煙けむりを短く吐き出した。

「そ。この前はいろいろと使っちまったから、お詫わびと言うかなんと言うか。私のことが知りたいんだろう？　今回は普ふ段だん使わないような技わざとかも使うかもしれんからな。ついてくれば勉強になるかもしれんぞ、戦士様」

「むぅ……」

「嫌いやなら別にいいけどなー」

「あえて手の内を晒さらし、敵てきに塩を送ろうというのか……くくく、なるほど」

「来るかい？」

「後こう悔かいするなよ。俺に技を一つ見せるたび、貴様は一つ弱くなっていくのだ！　それと一いち応おう言っておくが絶ぜつ対たいに貴様の仕事は手伝わんぞ」

「ま……いいか。それでも」

　絵馬は頷うなずき、駐車場に停とめてある車に向かって歩き始めた。上手うまく操そう作さすれば勝手に巻まきこまれてくれるしな、という呟きがその口から漏もれるのを倫りん太た郎ろうは確認したが、隠夜は気付かないようだった。

（やっぱり）

　と、倫太郎は思う。

　いつもの絵馬ではない。ある意味行き当たりばったりで行動していた今までとは違い、やりすぎなほどの結けつ界かい材ざいを用意し、予定になかった戦力を強ごう引いんに確かく保ほする。

　何故なぜだろう。

　彼女は何故なぜ、こんなにも──『本気』になっているのだろう。

　曖あい昧まいな違い和わ感かんと疑問。

　答えを知っていながらもそれが頭に浮かばないときのような気分だ。焦しよう燥そう感かんと不安が入いり雑まじったその感かん覚かくに、倫りん太た郎ろうはただ首を傾かしげているだけだった。
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　青森と秋田の境に存そん在ざいする白しら神かみ山地。山地と言っても目を見張るほど背の高い山があるわけではない。広大なブナ林を擁ようする自然の森が、ただ静せい謐ひつなまま一面に広がっている場所だ。世界自然遺い産さんだという話だが、だからどうしたということもない。森であり山でしかない。が、それは確かに雄ゆう大だいで、幻げん想そう的てきで神しん秘ぴ的てきな──人ならざるモノの息い吹ぶきを感じさせる土地だった。しかも今は冬である。厚い雪に覆おおわれた厳きびしい山地は、人の侵しん入にゆうを頑かたくなに拒こばむ冷れい徹てつさを以もつてひどく堅けん固ごなその領りよう域いきを守り続けていた。

　絵え馬ま達は高こう速そくを飛ばしてきたが、青森側の山中にある信のぶ孝たかのアトリエ──木造のコテージに辿たどり着ついたときには、既すでに日はとっぷりと暮くれていた。

　向こうには赤ん坊がいる。すぐにでも行動したいのは確かだったが、夜の雪山は想そう像ぞうも出で来きないほど危き険けんだ。道案内をする信孝も、夜の山ではその大まかな方向すらも見失ってしまう可か能のう性せいがある。

　結けつ局きよく、その日は信孝のコテージで一夜を過ごすことになった。

「適てき当とうに座すわってね。今、暖だん房ぼうつけるから」

　中に一歩足を踏ふみ入いれただけで、乾かわいた木が発する独どく特とくの匂においが倫太郎の鼻び腔こうを満たす。どことなく眠ねむ気けを誘さそうような、素そ朴ぼくな香こう気きだ。床ゆかの木材はつるつるとして滑すべりやすかったが、その危あやうい感覚すらもどこか目新しく思えた。

　コテージの中はそれなりに広かった。二十畳じよう以上はあろうかという広々としたリビングに、清せい潔けつなキッチン。コテージの片側にまとめられるようにして三つの部へ屋やが並んでおり、その上には横長のロフトがある。建物内部に使われている色しき彩さいは少ない。ステンレス製のシンクを除のぞけば、木材の微び妙みような色の違いがあるだけだ。しかし建物自体ではなくその中に置かれている絵かい画がに目を向けると、そこには多くの色彩があった。

　リビングの壁かべに、何枚もの風ふう景けい画がが掛かけられている。季き節せつも場所も構こう図ずも様々だ。赤く色づいた山の遠えん景けいに、小川せせらぐ夏の森。雪が積もって、その重みにしなる木々。倫太郎には絵の良よし悪あしなどわからなかったが、それらの絵に共通して表れている優しい雰ふん囲い気きには素直に好こう感かんが持てた。かなりの確かく率りつで信孝の作品だろう。

　その気になって倫太郎がリビングを見回すと、やはりここは画家のアトリエなのだという事実が再さい確かく認にん出来た。隅すみには小さな椅い子すとイーゼルがまとめて置かれているし、二つあるソファーの後ろにも何枚かの絵が立てかけられている。キッチン近くにあるダイニングテーブルの下には用よう途と不ふ明めいな謎なぞの三角木もく片へんが落ちており、さすが画家、あんなのも使うんだ、と倫りん太た郎ろうは無意味に感心した。

　そうやって倫太郎がリビングを観察していると、背はい後ごから信のぶ孝たかが照れたように言ってきた。

「散ちらかってるでしょ？」

「あ、いえ。そんなことは全然。広くて気持ちいいです」

「実じつ際さいに生活出で来きるスペースはあんまりないんだよ、困こまったことに。ロフトと部へ屋やの二つはほとんど物置だね。絵を描かく道具とか、昔の作品とかが詰つまってるだけだから」

　このコテージの存そん在ざい意い義ぎを考えると、それは当然のことなのかもしれなかった。何にしろ、一同はここに快かい適てきなキャンプをするためにやってきたのではない。問題はなかった。

　コテージに常じよう備びしてあった非ひ常じよう食しよくで簡かん単たんな食事を済すませ、一同は思い思いに食後のひとときを過ごし始めた。「敵てきの施ほどこしは受けん」などと言って食事に参さん加かしなかった隠かくる夜やは、リビングの隅すみで勝手に寝ね転ころんでいる。天あま宮みやと光ひか流るは大だい分ぶ仲良くなったのか、暖あたたかいフローリングの床ゆかでまたもビー玉遊びに興きようじており、それ以外の三人はダイニングテーブルに座すわってインスタントのコーヒーを啜すすっていた。絵え馬まはそれに加え、当然のように携けい帯たい灰はい皿ざらを片手に煙けむりを吸っては吐くマシーンの役割を演じているのだが。

　離はなれた場所から聞こえる、涼すずやかで軽かろやかな音。

　ちん。からん。ちん……それは懐なつかしいＢＧＭであるのと同時に、哀かなしさを含ふくんだ既き視し感かんの残ざん滓しだった。

　倫太郎は、頰ほおをほんの僅わずかに緩ゆるめながら光流と遊んでいる天宮を眺ながめる。この記き憶おくを共有出来るのは、ここでは彼女だけだ。彼女は何を思っているのか。何を思い出しているのか。

　そうしていると、不ふ意いに信孝が絵馬に話しかけた。隣となりにいるのだから、聞く気がなくとも聞こえる。

「ねぇ」

「ん、なに？」

「こういうの、たまにある話だって言ってたけど……ほんとに、そうなのかい？」

　絵馬はコーヒーの入った紙コップをテーブルに置き、昼間と同じような虚うつろな瞳ひとみに戻って煙を吸った。

「……広い意味ではね」

「広い意味って？」

「妖よう怪かいと人間が恋仲になって、逃にがして欲しいと言う。そういう意味で」

「そうなのか、知らなかった。僕達の現状は、それとは違うのかな？」

「──厳げん密みつに言えば」

　厳密に言えば。

　その言葉に、ようやく……倫りん太た郎ろうは気付いた。気付いてしまった。

　何が違う？

　今までの事件と、今回は何が違う？

（ああ）

　わかっている。確かに、違う。これは初めてのことだ。

　絵馬にとってはそうではないが、自分にとっては初めてのことだ。

　違い和わ感かんの原げん因いんがわかる。どうして気付かなかったのか。

　答えは一つだ──気付きたくなかった。それだけ。

　絵え馬まは煙草たばこの先せん端たんで灰はいがじりじりとその体積を広げていくのを眺ながめながら、ぽつりとその差さ異いを口にした。

「既に子供がいる。人間と妖よう怪かいで形成された『家族』を逃にがす仕事は──これが二回目だ」

　倫太郎はそっと、自分の胸むねを押さえた。絵馬はこちらに顔を向けてはこなかった。

　どうしたことだろう。やはり、痛いたい。

　身体のどこかが痛い。身体ではないどこかが痛い。とにかくどこかが痛い。刺ささった棘とげが疼うずいている。忘れていた棘が蠢うごめいている。見えない棘が蠢いている。

　ああ。駄だ目めだ。

　気付いてはしまったが、駄目だ。思い出してはいけない。

　いけない──本当に？

　それは本当に、思い出してはいけないことなのか？　なかったことにしていいことなのか？

　そんなはずはなかった。

（だからだ）

（だから、絵馬さんは──）

「ふぅん。で、そのときは……」

　絵馬はそこで信のぶ孝たかの言葉を遮さえぎって立ち上がった。それを偶ぐう然ぜんと思えるほど、偶然という言葉で片かた付づけて思し考こう停てい止し出で来きるほど、倫太郎は平和で吞のん気きな精せい神しん構こう造ぞうをしているわけではなかった。

「悪いけどちょっとトイレな……う、凄すさまじく漏もれそうだっ。どこ？　緊きん急きゆう発進五秒前！」

「あ、あっちの突き当たりだよ」

　絵馬は小走りでトイレに向かう──芸の細かいことに。

　倫太郎は息を吐ついた。

　思考停止？　今までしていたくせに、何を言っているのか。

　信孝はコーヒーを口に運びながら、横のリビングでまだ天あま宮みやと遊んでいる光ひか流るのほうを眺ながめていた。自分の子供を穏おだやかに見守る、眼鏡の奥の瞳ひとみ。それは、優しく、強く、捨てられないものがある、父親の──瞳だ。

（痛い）

　倫りん太た郎ろうの目に、違うものが見えかかる。

　信のぶ孝たかではない、誰だれかが見えかかる。

　この光こう景けいではない、別の光景が見えかかる。

　駄だ目めだ。重ねるな。コレは、アレではない。

　倫太郎は頭かぶりを振って椅い子すから立ち上がった。理由はわからなかったが、とりあえずここでこのまま絵え馬まの帰りを待つのは得とく策さくではないと思えた。

　だが──いつまでも、避さけ続つづけているわけにはいかない。

　思い出すべきこと。忘れてはいけないこと。覚おぼえていること。覚えていないこと。

　それらを考えながら、倫太郎は天あま宮みやと光ひか流るの遊びに参さん加かすべく歩き出した。

　どこかおぼろげな、懐なつかしい記き憶おくの中に、歩き出した。




　長旅の疲つかれもあり、それほどの間まをおかずして一同は眠ねむることになった。

　ここにベッドのようなきちんとした寝しん具ぐはないということだったので、代わりに何枚かの寝ね袋ぶくろや毛もう布ふを借かりる。普ふ段だんの仕事では野の宿じゆくすることも珍めずらしくないので、文もん句くを言うどころかそれは非ひ常じようにありがたいことだった。

　一つだけ空あいている部へ屋やは女性陣じんが使うことになった。隠かくる夜やは先せん刻こくまでと同じく、着のみ着のままでリビングの隅すみで寝ている。倫太郎と信孝は、リビングに置いてある二つの長いソファーの上でそれぞれ毛布にくるまった。信孝はすぐに寝ね息いきを立て始めたが、倫太郎にはいつまで経たっても眠ねむ気けは訪おとずれない。

　それでも目を瞑つぶっていると、眠気の代わりに覚かく醒せい夢むのごとき幻げん想そうだけが脳のう裏りに浮かんできた。

　ああ。寝てはいないが、これは夢だ。

　昨日の夢の記憶が呼び起こされる。

　覚えていること──父親の姿。母親の姿すがた。平和な日にち常じよう。優しい記憶。失われてしまったもの。非日常の始まり。終わりの入り口。

　忘れていること。それ以外の全て。

「……」

　柔やわらかな毛布を滑すべらせ、起き上がる。ソファーから足を下ろすと、静せい寂じやくの中で小さく床ゆかが軋きしんだ。

　眠れないから起きただけで、何かしたいことがあったわけではない。そのままぼんやりと首を回す。周しゆう囲いの様よう子すが見えないということはなかった。倫太郎は夜よ目めが利きくほうだったが、それだけが理由ではない。リビングの横にある出窓から、そしてロフトの屋根のほうから、寒々とした銀の光がコテージの中に差しこんでいる。月が出ているのだ。

（月、かぁ……）

　この辺あたりでは夜空も綺き麗れいだろう。

　ロフトに上ってみようと倫りん太た郎ろうは歩き出す。三つ並んだ部へ屋やの横にある梯はし子ご形式の階段に手をかけたところで、ぎい、と世界に異い音おんが生まれた。階段の音ではない。絵え馬ま達が寝ている部屋のドアが開いた音だ。

（天あま宮みやさん？）

　メイド服のままの天宮が、幽ゆう鬼きのようにそこに立っている。彼女は機械的な動どう作さでドアを閉めると、ひどくゆっくりとこちらに顔を向けてきた。

　不ふ意いに発せられる奇き怪かいな言葉。

「……ましゅまろ」

「は？」

　倫太郎は彼女の様よう子すを冷れい静せいに観察し、そして絶ぜつ句くした。

　寝ている。何と言うか、確実に寝ている。いつもの理り知ち的てきな目はほとんど開いておらず、その身体もいつ倒たおれてもおかしくないというほどにゆらゆらと揺ゆれている。

「たぶん、ぜったい、そんな。むにゅっ……と、してます。たべれませんが」

　首をこっくんこっくんさせながら呟つぶやく天宮。

「たいへん、こまりました」

「あ、あの？」

　話繫つながってないし、困こまってるのは僕だよ!?

　胸きよう中ちゆうで絶ぜつ叫きようしながら倫太郎が口を開くと、天宮は糸に引っ張られる人形のように緩かん慢まんな動作でカクカクとおじきをした。それが慣なれた行こう為いであるせいか、相変わらず目は開かない。

　そしてさらに意味不ふ明めいな一言を。

「はさむくらいなら」

「し、しっかりして!?　寝ね惚ぼけてるでしょ。寝るなら寝る、トイレに行くなら行くで……とにかく、気を確かに！」

「……といれ。そでした」

　と、天宮は案あん外がい素直にこちらの言葉を聞き入れてくれた。またふらふらした足取りで踵きびすを返し、近くのドアノブに手を掛かけ──。

「そこは物置の部へ屋や！　あっちあっち！」

「おまかせください」

　倫太郎が背中を押すと、やっと天宮はトイレの方向に歩き出した。ややあって、ぱたん、とドアが閉まる音が聞こえる。

　はぁ、と倫太郎は息を吐ついた。

　あんなに寝惚けるような人だとは思わなかった。新事実発はつ覚かくだ。

　気を取り直して、階段に足をかける。上った先のロフトは横長の広い空間だった──が、その容積のほとんどは信のぶ孝たかが描かいたであろう絵で埋うめ尽つくされている。

　蛇じや腹ばらのように立ち並ぶ絵の中に小さな隙すき間まを発見し、倫りん太た郎ろうは辛かろうじてそこに潜もぐりこんだ。体育座ずわりで頭ず上じようを見上げる。

　天井てんじようのガラス窓から、優しい月の姿すがたと、それを取とり巻まく無数の星々が見えた。都会では決して見ることの出で来きない輝かがやき。排はい気きガスでくすむこともない。無ぶ粋すいな電でん灯とうに邪じや魔まされることもない。原始の時代からほとんど変わっていないであろう、遥はるかな過去から放はなたれた光の数々だ。

（……過去）

　月の光に額ひたいを照らされ、脈みやく絡らくもなく倫太郎は二つの名前を思い浮かべた。

　高こう難むず洋よう介すけ。

　高難円まどか。

　二つの名。決して忘れることの出来ない名前。それでも、意い識しき的てきに思い出すことのなかった名前。何故なぜ、思い出そうとしなかったのだろうか……。

　止まらないのは胸むねの痛いたみ。小さく鋭するどい、何かの蠢うごめき。

　倫太郎が胸を押さえたとき、背はい後ごで木板が鳴なく音がした。

　天あま宮みやだろうか、と倫太郎が振り向く前に、

「へぇ……綺き麗れいな夜空だねぇ」

　思いもよらない人物の声が聞こえた。驚おどろきはしたが、その人物の行動が予よ想そう出来ないのはいつものことだった。倫太郎は空を見つめたまま、声を発した。
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「起きてたんだ」

「目が覚さめたんだよ。天あま宮みやがどっか行ってたからな」

「……見たの？」

「見たって何だ？　トイレだろ。帰ってくるなり爆ばく睡すいしてたぞ」

「そ、そう」

　とすると、あの奇き態たいは見なかったのか。彼女の名めい誉よのために、あのことは心の奥にしまっておこう……いつも事務所ではどうなのか、気になるところではあったが。

「夜中に星空を眺ながめてるなんてな。そんなメルヘンチックな子だとは知らなかった」

　苦く笑しようを含ふくませた声で、絵え馬まはそう言った。倫りん太た郎ろうは答えない。

　ジッポの蓋ふたが開く金きん属ぞく音おんがして、独特の臭しゆう気きが漂ただよってくる。そして深しん呼こ吸きゆうのように空気を吸いこむ音の後、さらにぎしぎしと床ゆかが軋きしんだ。階段の前からこちらに近付いてくるのだ。

　背中に立つ気け配はい。星と月の視し線せんと、それらとは異ことなる、ただの視線を感じる。

「……胸むねが痛いたいのか？」

　言われて初めて、倫太郎は右手で胸を押さえていたままだったことに気がついた。

　痛い、のだろうか。

　正直に言えば、そうだろう。多た分ぶん。

　その痛みの原げん因いんを、感じるままに倫太郎は口にする。

「棘とげが」

「ん？」

「さっき、初めて気付いたんだけどさ。どうも、どこかに棘が刺ささってたみたいで。それに何かが触さわってるんだよ。だから痛い──うん。これが、理由だと思う」

「理由って？」

　それは、昼間から感じていた、形のない衝しよう動どうの理由。

　事務所に残されるわけにはいかなかった理由だ。

　その正しよう体たいがわかったわけではない。だがそれが存そん在ざいする理由がわかった。それが確かに存在しているという確かく信しんを得えた。

「『なんとなく』の答えだよ。棘に触ってるものを取とり除のぞくためにか、棘そのものを抜くためにかは僕にもわからないけど──これだけはわかるんだ。痛みを止めるためには、一いつ緒しよに行くしかない。信のぶ孝たかさん達を、助けてあげるしかない……ってさ」

「……ふむ」

「絵馬さんも、同じでしょう？」

「ノーコメントだ」

　冗じよう談だんめかした口く調ちようで、絵馬は言った。

　この人はいつもこうだ。本当に大事なことは、決して見せてはくれない。弱い部分をひたすら隠かくし通とおす。もっと弱い誰だれかのために。

　絵え馬まは踵きびすを返したようだった。軋きしみと小さな声の同一化。

「一つだけ、約やく束そくするよ。倫りん太た郎ろう」

「……なに？」

「その痛いたみを増ふやすようなことだけは、しない。絶ぜつ対たいにだ」

「……うん」

　知っていた。だから彼女は本気なのだ。

　階段に向かっていた絵馬は一いつ瞬しゆんだけ、足を止めた。

「ああ、本当に、星が綺き麗れいだなぁ……」

　顔は見えない。

　表情はわからない。

　幻げん想そうと重なる。

　彼女は──どんな表情を？

　床ゆかの軋みが復ふつ活かつし、そしてすぐに消えた。

「風邪かぜひかんようにな、倫太郎。早く寝ろよ」

　残ったのは静せい寂じやく。

　星空と幻げん想そうは消えない。
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　日が昇るのを待まち構かまえ、絵馬達は行動を開かい始しした。

　コテージの裏うら手てからおもむろに山の中に侵しん入にゆうし、信のぶ孝たかの先せん導どうする方向にどんどんと進んでいく。頭ず上じようは晴せい天てんであり、防ぼう寒かん具ぐは信孝から借かりていたが──ブナ林に降ふり積つもっているのは、紛まぎれもない白しら雪ゆきである。

「さ……寒い！　言わなかったか、私寒いのダメなんだよ！」

「うーん、確かにずっと関東にいる人にはきついかもしれないなー。でもほら、やっぱり雪山は綺き麗れいだよね。余よ裕ゆうがあったらスケッチしたいところではあるけど」

　もこもこと膨ふくれた自分の身体を抱かかえて叫ぶ絵馬に、朗ほがらかな笑え顔がおで信孝が答えた。言葉通り、御み厨くりや一家はさほど雪に苦労しているようには見えない。光ひか流るはどこか楽しそうに、雪を蹴け飛とばしながら歩いている。

　メイド服にダウンジャケットという、妙にちぐはぐなコーディネートで歩いていた天あま宮みやが、不ふ意いに呟つぶやいた。無表情ではあったが、目をしばしばさせている。

「……何か、眠ねむいです」

「寝るな！　寝たら死ぬぞ！」

　いつもと全く同じ服ふく装そう──黒いスラックスにシャツの隠かくる夜やが絵え馬ま達に嘲ちよう笑しようを浴あびせる。

「ふ、は、は。修しゆ行ぎようが足りんのだ。そんな無ぶ様ざまな着物がなければまともに歩くことも出で来きんとはな。これだから人間というのは……」

「わざわざ死し線せんを潜くぐろうとする根性は素直に褒ほめてやるが、すげー鼻水出てるぞ、隠夜」

　狐きつねの里に辿たどり着つく前に、予よ想そう外がいの難なん敵てきだ。やれやれ、と絵馬は一同の最さい後こう尾びを歩く倫りん太た郎ろうを振り返った。

「大だい丈じよう夫ぶか、倫太郎？」

「え？　うん、大丈夫……それよりも、急ごう」

　倫太郎は一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえみを返してきたが、すぐに視し線せんを逸そらした。足元の雪だけを見つめて、一心に歩みを進める。

　絵馬はその様よう子すに昨夜のことを思い出し、人知れず嘆たん息そくした。

（忘れていたもの。忘れていたと思っていたもの……そうだよな、そんなはずはなかったか。こいつにも、ちゃんと過去があったんだからな）

　過去。

　その言葉に、絵馬は思う。

　まだだ。まだ、『現在』があの『過去』と完全に重なっているわけではない。

　これからどうなるかはわからないが、今はまだ眼がん前ぜんには『不ふ確かく定ていな未来』が待ち受けている。

　──しかし。

　しかし、もしも、そうではなくなったら。

　現在が意味を失い、現在と過去が同じ光こう景けいを映し出すようになってしまったら。

（……そうなれば）

　自分はどうするのか。わかってはいたが、絵馬は思し考こうを止めた。今はただ、先に進むことが先決だ。

　白い光景。その中に、長い冬に耐たえながら、じっと春の息い吹ぶきを待ち続ける黒い木々達の姿すがたが見える。輝かがやく結けつ晶しように吞のみこまれながらも、決して自じ己こ主しゆ張ちようを止めない生命。全てを均きん一いつ化かしようとする滑なめらかな白の帽子を、彼等は黙だまって被かぶり続つづける。白と黒の斑まだらになった遠えん近きん感かんのない林は何故なぜシマウマがここを住処すみかにしないのかと疑ぎ問もんに思うほどであり、砂さ糖とうの丘は美味おいしそうに丸く盛もり上あがっている。

　それらを見ながら、林の中の道なき道を一時間ほども歩いただろうか。信のぶ孝たかがふと足を止める。

「えーっと。南に行って西に行って……この辺あたりだと思うんだけど。もう少し、真まっ直すぐ行ってみようか」

　そう言って再ふたたび進み始めた信孝を、絵馬が止めた。

「待った。真っ直ぐとか言っときながら、あんた、斜ななめに歩いてるぞ」

「え？」

「やっとか。軽い人ひと払ばらいの結けつ界かいが張ってあるみたいだな。ここからは私が先に行こう」

　隠かくれ里ざとの常つね、人間の侵しん入にゆうを拒きよ否ひする結界が張られている方向へ、絵え馬まはのしのしと歩を進めた。先頭を譲ゆずった信のぶ孝たか、無む言ごんの倫りん太た郎ろう、夢うつつの天あま宮みや、忘れた頃ころに再ふたたび攻こう撃げきをくらい、首根っこに光ひか流るを生やして憮ぶ然ぜんとした表情を見せている隠かくる夜やがその後に続いた。

　そのまま結界の中に入りこんで直進し、砂糖の丘に挟はさまれた細長い窪くぼ地ちのような場所を歩く。しばらくして地面が下りに転じた。さらに進んでいくと再ふたたび地面の傾けい斜しやがなくなり、次し第だいに雪が少なくなってくる。周しゆう囲いの木々が雪の上着を脱ぬぎ捨すて、黒い肌はだの露ろ出しゆつを始めていた。

「土と地ち柄がらなのか何かの術じゆつなのかは知らんが……この辺はわりと暖あたたかいな。やれやれ、助かった。こんな着ぐるみ状じよう態たいじゃあまともに動けなかったところだ」

　言いながら、絵馬はいつものスーツの上に着ていた防ぼう寒かん具ぐを脱ぎ捨てた。倫太郎達もそれに倣ならう。

「かさばるし、持って歩くわけにはいかんなー」

「ここに置いていこう。何、安物だから構かまわないよ」

　ありがたい信孝の言葉に従したがって、防寒具は脱ぎ捨てていくことにする。

　さらに適てき当とうに歩いていくと、完全に雪は視し界かいから姿すがたを消した。後に残るのは、ごくごく平へい均きん的てきな森の姿だ。

　ここには冬が訪おとずれていないかのように思える。背の高いブナの木が鮮あざやかな葉を揺ゆらし、足元では雑多な草が隙すきあらば人間の足を取ってやろうと身み構がまえていた。頭ず上じように見える空は狭せまかったが、意い外がいにもそれほど薄うす暗ぐらくはない。太陽光はブナの葉を通り抜け、充じゆう分ぶんに地面に降ふり注そそいでいるようだった。控ひかえめな風が緑りよく葉ように強しいる心地ここち良よい輪りん唱しようがどこかから聞こえる。

「逆さか貫ぬきさん。場所は大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「任まかせておけ。こういう場合の定番がある。敵てきのボスってのはだいたい中心にいるもんだ」

　結界のカーブから推すい測そくした中心の方向に向かって、絵馬は歩みを進めた。

　ピクニック気分ではしゃいでいる光ひか流るを背中におぶった隠夜が周囲を見み渡わたす。もはや抵てい抗こうする気力もなくなったのか、光流のことは完全に無む視ししているようである。

「ふむ。なかなかいい場所ではないか。我等の里を思い出す」

「そうかい」

「静せい穏おんな森に、柔やわらかな土。厳きびしくも暖かい風。生命の息い吹ぶき。素す晴ばらしいではないか。人間どもに汚けがされていない、これが真の山の光こう景けいだ」

　生なま返へん事じの絵馬には構かまわず、隠夜は続けた。

「懐なつかしいな。そう、これが正しい姿なのだ。自然なのだ。葉が踊おどり、土が種たねとともに眠ねむり、虫が自由に騒さわぎ、そして木々の隙すき間まからは狐きつねがこちらを眺ながめているという──ん？　狐？」

「……なんだとっ？」

　隠かくる夜やの言葉に一いつ瞬しゆん遅おくれ、絵え馬まも気付いた。少し先の木こ陰かげに身を隠かくすようにして、こちらを窺うかがっている一匹の狐きつねの姿すがたがある。尋じん常じような狐ではないのは明らかだった──全身の体たい毛もうが、塗ぬり潰つぶされたような闇やみ色いろだったのだ。

　見つかったことを悟さとったのか、狐は僅わずかの逡しゆん巡じゆんもなくその身を躍おどらせた。一いち目もく散さんに、どこかへ駆かけていく。

「よし、あいつを道案内に認にん定ていする。追うぞ、みんな！」

「了りよう解かいしました」

「うん、行こう」

「ええい、いい加か減げんに降おりろ！　重い！」

「あー！　鳥さん、失礼だよぅ。わたし、れでぃなのにー」

「その通りだ、万ばん死しに値あたいする。光ひか流るちゃん、とりあえずそこから降りないように。よかったね、そのおじさんがずっと光流ちゃんをおんぶしてくれるってさ」

「そんなことは言っていない！」

　黒い狐を追い、駆かける。速そく度どで勝てるはずはないが、方向さえわかればあとは一直線に進むだけだ。木々の隙すき間まを潜くぐり、根を飛び越え、葉を搔かき分わける。

　不ふ意いに、視し界かいが開けた。

　森の中に円形の空間が空あいている。短い草が敷しき詰つめられた、直径百メートルほどの草原だ。かろうじて足首をくすぐる草がこそばゆい。

　背の高い木は一本だけだった──広場の中心から、幹みきが太く枝えだ葉は豊かな巨きよ木ぼくがにょっきりと突き出ている。しかしそれ自体はどうでもいいものだ。

　木々の周しゆう囲いには、十匹程てい度どの狐がいた。何と言うか、無む秩ちつ序じよだ。大きさは様々。そして狐としての常じよう識しきを疑うたがうような、体毛の色も様々。先せん刻こくの黒がいれば赤がいる。青がいれば黄がいて、茶色がいる。

「カラフルだなぁ、おい」

　絵馬は独ひとりごちた。しかしもっともカラフルだと思えたのは、狐達ではなかった。その孤こ独どくな巨木の前に存そん在ざいする、奇き怪かいなモノ──直径十メートルほどの、虹にじ色いろの半球。そうとしか表現出で来きない。刻こく一いつ刻こくと色を変える、不ふ可か思し議ぎな半球が地面の上に覆おおいかぶさっている。

（……結けつ界かい？　あんなの、見たことがないが）

　絵馬が眉まゆを顰ひそめたとき、頭ず上じようで低い声が響ひびいた。

「愚おろか者ものめ。侵しん入にゆう者しやをここまで案内してきたようだな」

　次の瞬しゆん間かんには、一匹の巨きよ大だいな黒狐が巨きよ木ぼくの上から飛とび降おりている。

　その存そん在ざい感かんは、他の狐達とは明らかに異ことなっていた。それはスリムな体型の他の狐達に比べ、四し肢しに堂どう々どうたる肉と風ふう格かくを具そなえた──狐というよりは狼おおかみのような雰ふん囲い気きすら持っていた。片側の牙きばだけが不自然に大きく、常つねに剝むき出だしになっているのもその獰どう猛もうな印いん象しように一役買っているだろう。

　その狐きつねは鋭するどい目で闖ちん入にゆう者しや達を眺ながめ、短く言いい放はなった。

「何者」

　何かを言いかけた信のぶ孝たかを制し、絵え馬まが前に進み出る。

「私は逃にがし屋やだ。依い頼らいでここに来た。誰だれを逃がすのかと言えば……だいたい予よ想そうはつくんじゃないか？　あんたがここの長おさだろう？」

　さりげない仕し草ぐさで、絵馬はポケットに手を入れる。

　手て加か減げんするつもりはなかった。今回ばかりは、とりあえず様よう子す見み、というような選せん択たく肢しはない。あったとしても選ばないだろう──そう、今回だけは。

　狐の目が細まった。その視し線せんは絵馬を通り抜け、後ろにいる信孝に到とう達たつする。

「人間のオス。そうか……貴き様さまが、刹せつ奈なを誑たぶらかした人間か」

　さらに、視線は隠かくる夜やの背中にいる光ひか流るに向いた。光流は人じん外がいの視線の意味に気付くことなく、ただきょとんとした顔で首を傾かしげているだけだった。

「そして、あれが娘──混まざりものはあの赤子だけではなかったか。よくも隠かくし通とおせたものよ。前々から変わり者だとは思っていたが、まさか人間と契ちぎっていたとは」

「刹奈はもう、僕の妻なんだ。見ての通り、子供もいる。いろいろと大たい変へんなのはわかっている。でも、絶ぜつ対たいに幸せにするから──だから、頼たのむ。いや、頼みます。刹奈と姫ひめ孝たかを返してくれませんか」

　信孝がついに口を出すと、狐は瞳ひとみに込めた殺さつ気きによって彼を刺し殺さつしようとした。

「戯ざれ言ごとを抜ぬかすな、人間。刹奈は我が娘。ようやく生まれたこの森しん羅らの里の後こう継けい者しやだ。いずれは我の後を継つぎ、次の地ち凌りよう大たい皇こうとなるべき存そん在ざい。人間と共に暮くらすなど、ただ論ろん外がいだ。笑いも起きぬわ」

　一いつ瞬しゆんだけ、その視線はあの虹にじ色いろの半球へ移い動どうする。

　絵馬はそれで全てを悟さとる。ポケットの中の雑ざつ多たな術じゆつ具ぐをまさぐりながら、彼女は言った。

「刹奈って奴やつと赤ん坊……二人はあの変な結けつ界かいの中だな。素直に返すつもりはあるか？」

「否いな」

　単語だけが返ってきた。絵馬は瞳を細める。

「ならば、強ごう引いんにでも破らせてもらおう。私は結界師だ。出で来きないと思うな」

　緊きん張ちようが高まっていく。

　次の一瞬には戦いが始まるだろう。単たん純じゆんだ。あの奇き怪かいな結界を破り、二人を助け出し、逃げる。それだけだ。さあ、命じてみろ狐。宣せん言げんしてみろ狐。『殺す』か『殺せ』かは知らないが、その言葉を口にした瞬しゆん間かん、後こう悔かいが始まる。後悔を与えてやる。

（さあ──）

　だが。狐の回答は予想外のものだった。

「その必ひつ要ようはない」




　狐きつねがその首を虹にじ色いろの半球に向け、ぼそぼそとした声で呟つぶやく。

「地ち凌りよう大たい皇こう命ず、輪りん廻ね着ちやく続ぞく。絶ぜつ対たいは絶対に非あらず、乖かい離りは乖離に非ず。疾とく、解とけよ」

　すると──その言葉通り、虹色の結けつ界かいは一いつ瞬しゆんにして消え去った。

　結界があった場所には、赤ん坊を抱かかえた一人の若い女があぐらをかいて座すわりこんでいる。が、周しゆう囲いの結界が消えたことに気付くとすぐに立ち上がった。

「なん……だ？」

「刹せつ奈な！　姫ひめ孝たか！　無ぶ事じか!?」

「信のぶ孝たかに、光ひか流る……そうか、来てくれたのだな」

　彼女は背中の辺あたりで一つにまとめた長い黒髪を揺ゆらし、整ととのった美び貌ぼうに笑えみを浮かべて信孝を見やった。

　切れ長の目に細い眉まゆ。冷たい美人系の顔立ちだったが、笑うと一気にその冷たさが薄うすれる。年は二十歳はたちかそこらだろう。背が高く、すらりとした肉体をＴシャツにジーンズという活動的な服で包んでいる。そのきびきびとした立たち居い振ふる舞まいには隙すきがなく、凜りんとした──例たとえば武士のような印いん象しようを受けた。

　武士。その言葉は印象だけではない。彼女は、長さ一メートルほどの日本刀を、赤ん坊とともに腕うでに抱かかえこんでいた。
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（物ぶつ騒そうなモン持ってるな。いや、とにかく。何で、こんなにあっさりと──？）

　その女性──刹せつ奈なに駆かけ寄よる信のぶ孝たかと光ひか流るを眺ながめてから、絵え馬まはあの黒い狐きつねにちらりと目を向けた。瞬しゆん間かん、心臓が跳はねる。

　狐は、薄うすく笑っていた。その意味は一つだ。

　嘲ちよう笑しよう。

（何か──やばい！）

　絵馬が一同に警けい告こくを発するよりも早く、狐は口を開いた。

「張り直すために開いただけのことだ。逃にがすつもりはない。しばらく中に入っていろ──いずれまた問う。刹奈よ。決めなくては、お前達は永えい劫ごうに陣じんの中だ」

　そして先せん刻こくよりも僅わずかに力強く、さらに低く重い呟つぶやきを発する。

　するとその黒い体たい毛もうの上に、網あみの目のような細い銀色の光が生まれた。それは古代の神しん秘ぴを感じさせる文もん様ようのように、黒の狐の肉体を装そう飾しよくしていた。

「子ねより来こよ其そは無む絶ぜつ・宙そら断たちて成なる輪りん環かん」

　瞬しゆん間かん──森の彼方が揺れた。それは世界が揺ゆれたのと同義だった。遥はるか北の彼方かなたから、空が砕くだけたかと思われるような轟ごう音おんをたて、あの虹色の光そのものが弧こを描えがいて飛ひ来らいしてくる。

「なんだと──!!」

　それに反はん応のう出で来きたのは奇き跡せきと言ってもよかった。最も手て馴なれた、最も高速で取り出せる位い置ちにあったいつものコインを空中にばらまき、全力で結けつ界かい壁へきを形成する──。

　が、質量を持った虹にじ色いろの光は押さえられない。この威い力りよくは異い常じようだ。

　じりじり、じりじりと、空中に浮かんでいるコインの位い置ちがずれてくる。

「くそったれ……」

　絵馬は毒どくづくと、その結界壁に掌てのひらを押し当てた。全力で力を注そそぎこみながら、叫ぶ。

「早く、逃げろっ！」

「無む駄だ」

　狐の言葉は続く。

「卯うより来よ其は威い葬そう・縁裂えにしさきて成る輪環」

　別方向から、またあの虹色の光が。轟音は繰くり返かえされる。絵馬は目を見開く。

　天あま宮みやが倫りん太た郎ろうを、隠かくる夜やが光流を、刹奈が姫ひめ孝たかと信孝を抱だいて飛びのいた。彼等が今までいた場所に炸さく裂れつしたその光は消え去ることなく、もぞもぞと蠢うごめきながら膨ふくらんでいく。それは光でありながらも、見た限りでは水銀のような粘ねん性せいを持っているかのように思えた。

　間かん髪はつ入いれず、狐はさらに言葉を続けた。

「午うまより来よ其は祁け撫なで・忌いみ満ちて成る輪環」

　今度は南から。当然ながら、次の宣せん言げんも早い。

「酉とりより来よ其そは鋳い読よみ・虚うつろ呼よびて成なる輪りん環かん」

　そして西。

　最後に、狐きつねは歌うような節ふしで呟つぶやいた。

「──輪りん廻ねは乖かい離りし矛む盾じゆんを封ふうず。閉じて在あれ、絶ぜつ対たいの陣じん意い」

　飛んできたそれぞれの光は、ある一点に到とう達たつするとじわりじわりと膨ふくらみながらその体積を増ぞう加かさせていった。『重みのない光こう輝き』と『粘ねん性せいを持った液えき体たい』の中間に位い置ちしていた虹にじ色いろが、次し第だいに実体を獲かく得とくしていく。薄うすく、広く。そして別方向から飛んできた光と接せつ触しよくすると、不ふ可か思し議ぎな虹色達は音もなくそれぞれの身体同士を結合させた。東の光が壁かべとなり、南の壁と同化する。南の壁は西の壁と同化する。それらの壁は弧こを描えがいて縦たてにも伸び、ドーム状に空をも覆おおい隠かくす。

　天あま宮みや達に残された脱だつ出しゆつ方法は、絵え馬まが必ひつ死しになって食い止めている北側の光──その横ギリギリをすり抜ぬけるしかない。

「早く──もう長くはもたん！」

　振り向いて、絵馬は絶ぜつ句くした。信のぶ孝たかの絶ぜつ叫きようが耳を打つ。

「姫ひめ孝たかっ！」

　なんということだ。ああ、なんということだ。

　いつのまに、母の手から抜け出していたのか──姫孝という名の赤ん坊は、全くの逆ぎやく方向。虹色の光がドーム状の半球を形成しようとしているまさにその只ただ中なかに向かって、ヨチヨチと這はい進んでいた。

　信孝は僅わずかの逡しゆん巡じゆんも見せず、姫孝に向かって走った。

「おい、待てっ！」

「信孝！」

　刹せつ奈なもその後を追おうとしたが、天宮は倫りん太た郎ろうを彼女に向けて強く押し出した。

「天宮さんっ!?」

「先に出ていてください！　私が行きます！」

　青と白のメイド服を翻ひるがえし、彼女は姫孝と信孝の背中を追いかける。

　そして、唐とう突とつに。

　絵馬の結けつ界かいに、限げん界かいが訪おとずれた。

（くそっ……がぁぁあっ！）

　絵馬の背せ筋すじを冷れい汗かんが伝つたった。世界意い志しを屈くつ服ぷくさせていた『自分の意志』が、不ふ条じよう理りなまでの威い力りよくを持つ虹の光を受け止めることに耐たえかね、霧む散さんしていくのを感じる。

　コインが空中から剝はがれる。結界壁が輝かがやきを失う。

　身体は勝手に動いていた。横に身を投げ出し、転ころがる。血が流れるほどに唇くちびるを嚙かみ締しめながら、それでも大地を蹴けり、跳とぶ。

　絵え馬まのすぐ脇わきを、虹にじ色いろの奔ほん流りゆうが通り過ぎていき──。

　それは既すでに半ば以上形成されていた半球に接せつ触しよくし、周しゆう囲いの壁かべと一いつ瞬しゆんで同化した。一箇所だけ空あいていた脱だつ出しゆつ口こうを、完全に塞ふさぐ。虹色の半球、結けつ界かいは完成した。

　その中に、天あま宮みや達三人を吞のみこんだまま。

「ふざけるなよ、ああ、ふざけるなコラっ！」

　絵馬はその虹色のドームに向けてコインを投げ、結界に穴を開けようとしたが、まったく手て応ごたえはなかった。信じられない強きよう度どだ。

　刹せつ奈なが鋭するどく叫さけぶのが聞こえた。

「あれは我が一族の秘ひ儀ぎ──力ずくでは絶ぜつ対たいに破れん！　ひとまず退ひくべきだ、逃にがし屋や！」

「……っ」

　その言葉は正しかった。

　結界に入らなかった刹奈の姿すがたを見るやいなや、あの黒い狐きつねは周しゆう囲いにいた他の狐達に向けて頭を振った。彼等が一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

　指令が出る。脳のうから肉体に、ではない。逆ぎやくだ。脳は納なつ得とくしていないが、肉体が必ひつ死しに叫んでいる。自分の心しん情じようなど無む視しして叫んでいる。

　逃げろ。

　逃げろ。

　逃げろ。

　赤い体たい毛もうの狐が火か炎えんを吐いてくる。結界でそれを払う。殴なぐり倒たおす。

「ええい、俺は無関係だぞ!?」

　背はい後ごで隠かくる夜やが叫び、その棍こんが何かを打うち据すえる音がする。

　刹奈の声は混乱の中でもよく通った。

「今は戦うな──こちらだ、来い！」

　絵馬は拳こぶしを強く強く握にぎりしめながら、刹奈と同じ方向に向けて走った。狐達を結界であしらいながらも、思し考こうは奇き妙みようにぼんやりとしている。

　勝手に動く身体。勝手に動く思考。

　くそったれ。胸むねが苦しい。ムカムカする。吐き気がする。わかっていたのに。最低だ。痛いたい。頭が重い。身体が重い。気分が重い。

　思ってしまった。

（また……同じことなのか？）

　家族が引き裂かれ、そして誰かが残される。

　逃げ出しはしたが、残される。

　額ひたいに汗あせが吹き出る。背中に悪お寒かんが忍しのび寄よる。鼓こ動どうが無ぶ様ざまに跳はね回まわる。

（そんなことが、あってたまるか……！）

　心臓の上にある胸むねをぎゅっと握にぎりしめながら、絵え馬まは走った。

　光ひか流るを抱かかえた刹せつ奈な、そして本ほん性しようを現した隠かくる夜やが、その先を滑すべるように進んでおり──。

　倫りん太た郎ろうは、苦しそうな絵馬の姿すがたを、ひどく不安げな顔で見つめていた。
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「輪りん廻ね乖かい離りの絶ぜつ対たい陣じん……ね」

「そういう名がついているようだ。代々、一族の長──『地ち凌りよう大たい皇こう』の名を持つ者にしか扱あつかえない秘ひ術じゆつ」

　絵え馬ま達は森の中を歩いていた。

　狐きつね達の追っ手は何とか引ひき離はなすことが出で来きたので、今は隠おん密みつ行動で目的地に向かっている。刹せつ奈なと絵馬が周しゆう囲いを警けい戒かいしながら先を歩き、その後ろに光ひか流るの手を引いた倫りん太た郎ろう、最さい後こう尾びには本性を顕あらわしたままの隠かくる夜やという隊たい形けいだ。

　進行方向の左手側は地面が高く盛もり上あがっており、視し界かいが遮さえぎられている。右手側は瘦やせた木木が遥はるか彼方かなたまで延えん々えんと立ち並んでいた。そちらをずっと眺ながめていると、遠えん近きん感かんがおかしくなりそうなほどである。足元に道はないが、木々の隙すき間まには丈たけの低い草が疎まばらに生えているだけだ。時とき折おり意い地じ悪わるく地面から飛び出している木の根にさえ気をつければ、移動に困こん難なんはない。

　大人しくしていた光流が、ふと顔を上げて言った。

「まま……ぱぱとひめたか、どうしちゃったの？」

　刹奈は一いつ瞬しゆんだけ足を止め、穏おだやかに微笑ほほえみながら自分の娘に振り返った。

「光流は何も心配しないでいい。それよりほら、ちゃんとお兄ちゃんの手を握にぎっていなさい。転ころんでしまうよ」

「そうだよ、光流ちゃん。大だい丈じよう夫ぶだよ、僕が保ほ証しようする。パパ達にはすぐに会えるからね。とりあえず、今はちゃんと歩こう？」

　倫太郎が優しく言うと、光流はにっこり笑って頷うなずいた。

　絵馬が囁ささやく。

「いい子だね」

「自じ慢まんの娘だ……そちらこそ、いい少年だ」

「私の子じゃないがね。光流ちゃんはともかく、赤ちゃんのほうは本当に大丈夫なのか？」

「信のぶ孝たかが一いつ緒しよなのが不幸中の幸さいわいだな……ミルクなどを持ってきていると話していたのだろう？」

「ああ」

「ならば特に切せつ羽ぱ詰つまった問題はないと思う。とは言え、急いで助けなくてはならんのは変わりないが」

「そうだな」

「ついでに聞くが、あの烏からす天てん狗ぐがよくわからん。何故なぜこんなところにいるのだ？」

「気にするな」

「そうしよう」

　あっさり首しゆ肯こうすると、刹せつ奈なは再ふたたび前を向いた。話をあの結けつ界かいに戻もどす。

「私は今の地ち凌りよう大たい皇こうの娘ではあるが、あの陣じん──結界についてわかっていることは多くない。地凌大皇のみが発動、そして解かい除じよ出で来きること。この森しん羅らの里の中であれば場所と範はん囲いは問わないということ。一度に一つしか作れないということ。内部からは理り論ろん上じよう絶ぜつ対たいに破れないが、外部からは『ある方法』を用いれば確実に破れるということ。その作成には、一族の護まもり手てである四し皇おうが関かかわっているということ」

「四皇？」

「この土地の四方を護まもる、一族の代表のような存そん在ざいだ。金きん奏そう皇おう、水すい皇おう、森しん皇おう、火か界かい皇おう……そして中心に地凌大皇。ああ、我が一族も、さらに五種に分かれているのだ。見ただろう？　それぞれ毛色が違うから一いち目もく瞭りよう然ぜんだったとは思うが」

「ああ」

「金きん狐こ、水すい狐こ、木もつ狐こ、炎えん狐こ。四皇はそれぞれの中から選ばれる。種の全てを支し配はいしているわけではないが、凡おおよそはその種しゆの中での『王』だと言ってもいい。そして四皇は、土どつ狐この中から選ばれる地凌大皇に仕つかえている。地凌大皇は土狐の王であると同時に、他の四皇を支配する、一族全体の王ということだ」

「選ばれるって言ったが、どうやって？」

「単純だ。力と血ち筋すじ。あの絶対陣の形成には四皇が不ふ可か欠けつであり、ただの一人も欠けてはいけないらしい。だから我等はとある『呪のろい』を受うけ継ついで生きている──四皇、そして地凌大皇が死亡した場合、自動的に、力が強い前皇の血けつ縁えん者しやが次の皇の役目を受け継ぐのだ。血の近さと力の強さ、どちらが優先されているのかは知らんが」

「ふむ……それはつまり、たとえその四皇とやらをぶっ殺したところで、あの結界は解除出来ないということだなぁ」

「そういうことだ」

　刹奈の歩みに迷まよいはない。進みやすく、音をたてない進路を瞬しゆん時じに判はん断だんし、木々の下を潜くぐり抜ぬけていく。いかなる異い常じようをも見み逃のがすまいと森を睥へい睨げいする瞳ひとみは、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうさながらだ。

「解除するためには、さっき言った『ある方法』とやらを知らねばならん。だが私は知らん。だから今から、それを知っているであろう四皇のところに行く……さっき言ったがな」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　四皇とやらはあんたのオヤジさんに仕えてるんだろ？」

「彼等も一いち枚まい岩いわではない。それぞれ性格も考え方も違う。今から向かうのは、昔から懇こん意いにしてもらっていた四皇の一人だ。変わり者だが、珍めずらしく人間を敵てき視ししてはいない。無む碍げにはされないと思う」

「だといいがね」

　話が一いち段だん落らくついたのを見み計はからって、絵え馬まは煙草たばこに火を点つけた。刹奈が横目で軽く睨にらんでくる。

「臭においが漂ただようぞ──追われているという自じ覚かくがあるのか」

「ん？　この辺あたりは人間に友好的な一族なんだろう？」

「そこまでは言っていない。敵てき視しはされていない、というだけのことだ。しかも末まつ端たんの者の考えまでは知らん」

「リーダーがちゃんとしてれば大だい丈じよう夫ぶだろー」

「豪ごう胆たんな女だ」

　刹せつ奈なが呆あきれたように嘆たん息そくした。今度は絵え馬まがその横顔を眺ながめる。

「一つ聞くが……今回のいざこざの原げん因いんな。やっぱり、あんたがその地ち凌りよう大たい皇こうの娘だ、という理由は大きいかい」

「大きいだろうな。もともと我等の一族は人間には非友好的だ。それに加え、私は地凌大皇の唯ゆい一いつの子し孫そん。母はもう他た界かいしたし、父は高こう齢れい……それに厳げん格かくな男だ。もう子は作らぬだろう。地凌大皇の役目を継つぐのは私しかおらんのさ。まったく、父も何か誤ご解かいしていると思うが」

「よくわからんが、大たい変へんだな」

「軽く言ってくれる。とにかく、今はもう話し合いの余よ地ちはないようだ。とりあえず姫ひめ孝たか達を助けなければなるまい」

　さらに歩を進める。と、背はい後ごの隠かくる夜やがぶっきらぼうに言うのが聞こえた。

「おい。狐きつねの匂においがするぞ」

「……確かに」

　それからしばらくすると、大きな岩の上に寝そべっている一匹の金きん狐この姿すがたが視し界かいに映った。体色は黄色で、一いつ見けん普ふ通つうの狐と見分けがつかない。

　彼はこちらの姿を確認すると、前足をついて岩の上に身を起こした。

「地凌大皇の娘か──」

　その狐はそれから何かを続けようとしたが、すぐに口を閉じた。起き上がるのを止めて再ふたたび寝そべり、不満げな瞳ひとみで彼女を眺ながめている。

「止めんのか？」

「金きん奏そう皇おうより命が出ている。とりあえずは非ひ干かん渉しようだ。だが、せいぜい気をつけろ……金奏皇の領りよう地ちにいる者でも、他種族出身の奴やつが命令を聞くとは限らん。ここは基本的に誰だれでも受け入れる。自由を尊たつとぶ金奏皇に共感しただけの、はぐれ者が多い土地だからな」

「忠ちゆう告こくは素直に受け取っておこう」

　それきり狐は瞼まぶたを閉じた。一同は彼の横をすり抜けて、さらに歩を進める。

　それからすぐ、前方の木々の中に派は手でな屋や敷しきが姿を現した。

　そう、それは家か屋おくだった。狐達の里に人間の屋敷があるだけでも不自然だったが、その外がい観かんも普ふ通つうではなかった。派手すぎる。基本的に、木で作られた古めかしい伝でん統とう的てきな日本家屋であることは間ま違ちがいないのだが──あらゆるところに金色が輝かがやいている。

　背の低い外がい壁へきに刻きざまれた装そう飾しよくが金。瓦かわらが金。柱はしらが金。玄げん関かんの前の庭石が金。金きん箔ぱくを貼はっているだけなのか、それとも恐おそろしいことに純じゆん金きんなのかは判はん別べつが出で来きなかった。

「悪あく趣しゆ味みだなオイ。なんだこれ」

「本人の前では口にしないほうがいいな。金きん奏そう皇おうは人間びいきで、おまけに派は手で好きなのだ。金そのものもだが、美しく加工された鋼はがねなどにも目がない」

　屋や敷しきの前にも数匹の狐きつねがいたが、やはりこちらを遠とお巻まきに眺ながめるだけだ。口は開かない。

　刹せつ奈なは勝手知ったる他人の家、という様よう子すで敷しき地ちの中に入っていく。玄関は通り過ぎ、眩まぶしい玉たま砂利じやりを蹴けりながら屋敷の裏うら手てへと回ると、そこには縁えん側がわがあった。さすがにそこに張はられている床ゆか板いたは金ではなく、落ち着いた木の板にすぎなかったが──そこに見えた人ひと影かげは決して落ち着いてなどいなかった。

　金きん髪ぱつを長く伸ばした、妙みよう齢れいの美女である。着き崩くずした派は手でな着物の裾すそからは白い太ふと股ももが妖よう艶えんに伸びており、胸むねの合わせ目からも規き格かく外がいの双そう丘きゆうが零こぼれかけている。子供には目の毒どくだ。

　彼女は廊ろう下かの奥にある柱に背中を預あずけている……が、柱に接せつ触しよくしているのは後こう頭とう部ぶだけで、その姿は『柱にもたれかかっている』というよりは『柱からずり落ちている』という表現のほうが相応ふさわしいのかもしれなかった。瞼まぶたは半開きでどこか茫ぼう洋ようとしており、眠ねむりと覚かく醒せいの狭はざ間まで漫まん然ぜんとたゆたっている。総じて、ひどくだらしない印いん象しようを受ける女性であった。彼女の服ふく装そうや相そう貌ぼうは元々かなりの高こう貴きさを漂ただよわせるものだろうとも思えたが、それで全て台だい無なしだ。
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　その女性はこちらに気付くと、ずりずりと背中を擦こすらせて上半身を起こし、右手の鳳ほう凰おう扇せん子すを動かしながら左手の杯さかずきを傾かたむけた。そして眼がん前ぜんの女に視し線せんを向け、にんまりと頰ほおを歪ゆがめる。気けだるげな声がその口から漏もれた。

「やっちゃったなぁ、嬢じようちゃん」

「もうそろそろ、その呼び名は止めていただきたい。金きん奏そう皇おう」

「今さら変えるのは無む理りやー。こっちはあんたが生まれたときから知っとるんやで」

　嫣えん然ぜんと笑う。よっ、という掛かけ声ごえとともに、金奏皇は縁えん側がわにあぐらをかいた。その拍ひよう子し、まずいことに白いものがぷるるんと零こぼれる。

「おっとっと。こら大さーびすという奴やつやー」

　無む造ぞう作さにそれをぎゅうぎゅうと着物の中に仕し舞まいこむ。ちらりと絵え馬まが後ろを見ると、倫りん太た郎ろうと隠かくる夜やはそれぞれ超ちよう高こう速そくで明後日の方向に首を回していた。

「ま、話すことはいろいろあると思うけどなー。面めん倒どうくさいのは嫌きらいやし、結論だけ言うで。『まぁ好きにしたら？』てな。うちはこの件に関しては、地ち凌りよう大たい皇こうの命令を聞くつもりはない」

　刹せつ奈なは目を閉じて俯うつむき、手にした刀ごと自分の右手を胸むねに押し付けた。

「……感かん謝しやする。金奏皇」

「でもなぁ。うちはともかく、うちの命令を聞かん──と言うか他の四し皇おうに仕つかえてる金きん狐ことか、そもそも他の四皇の一族とかは地凌大皇の命令を完全に聞いとる、いいや聞きまくっとる思うで。森しん皇おうのじーさんはどうか知らんけど、少なくともあんたの味み方かたやない。ま、気ぃつけや、としかうちは言えんのやけども」

「直接的な助けは必ひつ要ようない。見み逃のがしてくれるだけで充じゆう分ぶんだ。それと」

　刹奈はここで初めて目を鋭するどくした。

「一つだけ聞きたいことがある。輪りん廻ね乖かい離りの絶ぜつ対たい陣じん──あれに、私の夫と息子が捕とらえられた」

「おお、そら大たい変へんや」

「解かい除じよする方法が知りたい。四皇たる貴女ならば、知っているのではないか」

「うーん。なんと言えばええんかな……」

　腕うで組ぐみをする金奏皇の前に、絵馬が進み出た。

「ん？」

「ああ、この人間は逃にがし屋や、という者だ。私が助じよ力りよくを頼たのんだ」

「結けつ界かい師しでもあるよ。結界のことは私がなんとかせんといかんだろう。教えてくれ」

「結界師……」

　金奏皇は白スーツに隻せき腕わんの女の姿すがたを上から下まで眺ながめた。頷うなずいてから、唇くちびるの端はしだけを歪ゆがめた曖あい昧まいな表情で呟つぶやく。

「『闇や楽ぐらの宮みや』の……術師かいな？」

「……さて、知らないな」

　似にたような表情を意い図と的てきに作り、絵え馬まが答える。そして軽い口く調ちようで続けた。

「どうも、結けつ構こうなお年でいらっしゃるようで」

「ふふ、正直に言えば、源げん平ぺいの合かつ戦せんの頃ころから生きとる。あの頃には奴やつ等らもそのへんにゴロゴロしとったもんやけど……」

　扇せん子すでぱたぱた自分の顔を扇あおぎ、

「いや、あんたはちっと違うみたいやな。悪いな、忘れてええで」

「忘れるも何も、何の話だか。とにかく結けつ界かいの話をしよう。教えてくれ」

「ええとも。輪りん廻ね乖かい離りの絶ぜつ対たい陣じん、な。簡かん単たんに言えば、あれは四し皇おうの『存そん在ざい』が核かくになって形成される概がい念ねん結界や。四皇は地ち凌りよう大たい皇こうのために、そして地凌大皇が扱あつかう結界のために存在しとる。四皇の存在自体が、あんたらの言う結界材になっとるってことやな」

「聞いたことない方式だ」

「人間にはさすがに無む理りやろう。うちらも、今ではその仕し組くみはよくわかっとらんで。そういうものだ、てな知識が残っとるだけや……で、絶対陣はその性質がきちんと設せつ定ていされとる。潔いさぎよい設定やで。中からは絶対に破れない。ま、外からも並なみの手しゆ段だんでは無む理りなほどの強度を持っとるんやけども」

「強きよう固こすぎるな。そんなことが可か能のうなのか？　『絶対』という意味を持つ結界を作るなんて」

「そう。本来ならとても無理やろうな。だからその代わり、外からの『正しい破り方』というやつが初めから設定されとるんや。地凌大皇の呪じゆ言ごんによる解かい除じよ以外に、絶対確実、誰だれにでも結界を破れるような方法がな」

　ほう、と絵馬は身を乗り出した。

「それは」

「それは、やな──」

　金きん奏そう皇おうも身を乗り出した。刹せつ奈なも身を乗り出した。話を聞いていた倫りん太た郎ろうも、そして意味はわかっていないのだろうが、光ひか流るも真似まねをして身を乗り出した。

「知らん」

「……」

　半はん眼がんになった一同に向けて、金奏皇は慌あわてて扇子を振った。

「ちゃうでー、誤ご解かいすんな。それも、『そういう仕組み』になっとるんやて。詳くわしく言うと、絶対陣は結界を形成する概念を示す『陰いんの詩』と、それを解かい放ほうするために必ひつ要ようなものを示す『陽ようの詩』で出で来きとる。それを、四皇の四人はそれぞれ分割して受うけ継ついどるんや。四皇になったとき、頭の中に文が浮かぶようになってな。四皇は基本的に自分の居い場ば所しよ──守しゆ護ご方ほう位いから動いたらアカンことになっとるし、他の四皇からわざわざ詩の内容を聞くこともない。それぞれ自分の詩だけしか知らんから、鍵かぎを作る部品は持っとっても、鍵自体は持ってないってことや。わかったか？」

「なんとなく」

「やから陰いんの詩と陽ようの詩を全部集めたら、どんな概がい念ねんで結けつ界かいが張られているかとか、絶ぜつ対たい陣じんの解かい除じよ方法とかもわかるかもしれん。うちが教えられるんは鍵かぎの四分の一だけや。しっかり覚おぼえときや……陰の詩が、

『死は不ふ可か視しの失うしないを生み

　失は無む為いの業ごうを欲する

　業は消えざる罪つみを刻きざみ』

　……と、以上や」

「なんか中ちゆう途と半はん端ぱだぞ!?」

「うちに言われたって知るかい。陽の詩は、

『谺こだまは真まことの祟たたりであり

　旭あさひは孤こ高こうに輝かがやく』

　や。視し覚かく的てきに浮かぶんで一いち応おう言うけど、あさひは一文字のヤツな」

「まったく、わけがわからん……」

　金きん奏そう皇おうは扇せん子すを振りながら杯さかずきを呷あおった。

「ま、一つだけやったらそんなもんやろ。あんまり焦あせらんほうがええかもよ。いや、しかし──そういうわけにもいかんか」

「そうだな。ちっと焦る状じよう況きようかな」

「同意する」

　目を細めた金奏皇が杯を縁えん側がわに置き、絵え馬まが帽子を押し上げ、刹せつ奈なが刀の柄つかに手をかける。

　気け配はいがする。多数の獣けものの気配だ。

　金奏皇がすっと手を伸ばし、どこかつまらないような表情で外がい壁へきの一点を指差した。

「あのへんの壁かべ、乗り越えて真まっ直すぐ行くんやな。ちょっとマシやで」

「重ね重ね、感かん謝しやする。この礼はいつか」

「いんや、うちこそあんまり気の利きいた助じよ言げんも出で来きんで、悪いなー」

「充じゆう分ぶんだ。また会おう」

　そして一同は走り出した。金の庭石に足を掛かけ、順番に塀へいを乗り越えていく。

　倫りん太た郎ろうの身体を塀の上に押し上げながら、絵馬は考えていた。

（謎なぞ解ときが必ひつ要ようか）

　まだだ。まだ、終わってはいない。

　助けられる手しゆ段だんがある。

　同じではない。同じではない──。

（それに、約やく束そくした。痛いたみを絶対に増ふやさないと）

　塀の向こうに消える倫太郎の背中に、絵馬は強く誓ちかう。

（そう、絶ぜつ対たいに）

（絶対に、逃にがしてやる……）

　最後に塀へいの上に飛び乗り、ちらりと金きん奏そう皇おうを振り返る。彼女は軽く首を傾かしげながら、どこか蟲こ惑わく的てきな微び笑しようで小さく言った。

「年上の人じん外がいからの忠ちゆう告こくや。つまらん過去は捨てることやな」

「それが出で来きたら苦労してないさ」

　同じように小さく答え、絵え馬まは塀の向こうに飛とび降おりた。




「やーれやれ。あの人間のことはともかく、ホンマにつまらん。つまらん、なぁ……」

　自分で言った単語を繰くり返かえし、金奏皇は杯さかずきを傾かたむける。

　そうしているうちに、地ち凌りよう大たい皇こうの部ぶ下かである土どつ狐こを中心とした『討とう伐ばつ隊たい』らしき一団が庭先に侵しん入にゆうしてきた。その一団のリーダーらしき一匹が聞いてくる。

「金奏皇。奴やつ等らは」

「さぁー？」

「何かの助じよ力りよくをしたのか」

「さぁー？」

「……その態たい度どは地凌大皇に報ほう告こくさせてもらうが」

「好きにしたらん？　うちは何も知らんもんねー」

「く──時間の無む駄だだ。追うぞ」

　彼等は優秀だった。一いつ瞬しゆんでここに見切りをつけ、次々と塀を飛び越えていく。

　問題はあるまい。立場的には地凌大皇のほうが位くらいは上だが、自分は森しん皇おうと共に最さい古この狐きつねの一匹である。意にそぐわぬ行動を取ったからと言って、そうそう処しよ罰ばつなどはされまい──そもそも、この金奏皇が問題児なのは奴やつも充じゆう分ぶんに知っているはずだろうし。

「しっかし、そうやな。つまらん原げん因いんが誰だれにあるんかと言えば……ま、決まっとるか」

　明めい々めい白はく々はくな解に辿たどり着つき、金奏皇は一人で唇くちびるを歪ゆがめた。

　それを打だ開かいする方法にも、気付く。

「つまらん、と言うだけで動かんのは子供の証あかしかな。ええ大人として、何かせなあかんかー」

　金奏皇は空からになった杯を縁えん側がわに放ほうり出だし、ぱしん、と扇おうぎを折おり畳たたんだ。

　着物の裾すそを擦こすらせて立ち上がり、空を見上げる。

　独どく白はくはひどく楽しそうな響ひびきを含ふくんでいた。

「久しぶりに、動いてみよっかねん。やっぱ人生、面おも白しろぅないとな」




　　　　　２




　外側の虹にじ色いろとは全く対たい照しよう的てきに、伏ふせられた椀わんの内側は飽あきるほどに単たん純じゆんだった。

　膨ふくらんだ天井てんじよう──そして最高点からカーブを描えがいて落ちてくる外がい壁へきは全て灰はい一色。いつのまにか地面にもその灰色は伝でん染せんしていた。上下左右、世界全てを断だん絶ぜつするこの灰色の壁かべには継つぎ目め一つ見当たらなかったが、どういうわけか光と空気は供きよう給きゆうされているらしい。半球の内部は夜明け前程てい度どの微び妙みような明るさを保ったままであり、今のところ息苦しさも感じなかった。

　天あま宮みやは世界を囲かこむ灰色の壁に歩み寄り、そっと手を伸ばした。

　温あたたかくも冷たくもない。硬かたくも柔やわらかくもない。弾だん力りよくがあるようでいて、簡かん単たんに穴あなが空あきそうでもある。不自然な感かん触しよく。確かにここに存そん在ざいしているのに、その理由が見当たらないような──物質というものの理り屈くつを全て無む視しした、純じゆん化かした『存在』だけの壁であるかのような、そんな感触。

　天宮は自らの過あやまちで手に入れた力──古代の鬼き王おうの霊れい気きで活かつ性せい化かした血の力を呼び起こし、右手の爪つめを長く伸ばした。間かん髪はつ入いれず、灰色の壁に叩たたきつける。

　結けつ果かは予よ想そう通りだった。

　爪は灰色の壁を切きり裂さかず、割らず、傷きずつけず、音すらもたてない。ただ、そこで止まる。

　ふ、と彼女は一つ大きな息を吐いた。

「やっぱり、駄だ目めかい？」

　すやすやと眠ねむる姫ひめ孝たかを抱だき、地面に座すわりこんでいる信のぶ孝たかが聞いてきた。

　天宮は頷うなずき、彼の傍そばに移い動どうする。そのまま油ゆ断だんなく天井や壁を見回していると、信孝は苦く笑しようしながら提てい案あんしてきた。

「座ったらどうだい。そんなに気を張っても仕方がないよ」

　眼鏡の奥の目を細め、彼は人の良さそうな笑えみを浮かべる。

　天宮は怪け訝げんに思う。小首を傾かしげて、聞いた。

「不安では、ないのですか？」

「いや……ないと言えば噓うそになるけど。刹せつ奈なのことを信じているからね。それは君だって同じだろう？　さっきちょっと思ったけど、何だかあの二人──似にてるじゃあないか」

　天宮は二人の姿すがたを脳のう裏りに浮かべた。隻せき腕わんの白スーツ。黒髪の剣士。外がい見けんだけを比ひ較かくすれば、二人は明らかに似ていないと思われたが──。

「そうですね。似ているかもしれません」

「お、やっぱり、わかってくれるね」

「はい。目の光というか……全身から感じられる、純じゆん粋すいな『意い志しの強さ』というようなものが」

「言いい換かえれば『わがままだ』ってことだけどさ」

　天あま宮みやは頰ほおの力を僅わずかに緩ゆるめ、ぺたんと信のぶ孝たかの隣となりに腰こしを下ろした。なんとなくこの場で最も珍めずらしい存そん在ざい……赤ん坊、というものをしげしげと眺ながめる。

「かわいーでしょ？」

「え？　ええ……すみません、じろじろ見てしまって」

「いいよいいよ。どんどん見て欲しいね」

　丸っこい顔。ひどく小さい手。薄うすい髪はふわふわとして柔やわらかそうである。安心しきった寝ね顔がおで、彼は小さな胸むねを規き則そく的てきに上下させていた。

「可か愛わいい……」

「あまり見たことがなかったのかな？」

「そう……ですね。私の故こ郷きようでは結婚などする人はほとんどいませんでしたし、必ひつ然ぜん的てきに子供も」

　故郷の姿すがたを思い出す。

　清せい廉れんな風。四し季きによって衣ころもを替える広大な山々。ひどく静せい謐ひつな田園風ふう景けい。長閑のどかで平和はあったが、その裏うら側がわで──あの村は確かに、滅ほろびかけていたのだ。

　変化のない箱はこ庭にわ。衰すい退たいするだけの世界。自じ虐ぎやく的てきな閉へい塞そくだけを続けた、間ま違ちがった世界。

　だがその世界は、今はもう存在しない。滅び『かけていた』世界は、もう存在しない。

　ある意味では、この自分が、とどめをさした。

　この自分が、完全に、滅ぼしてしまったのだ──。

　天宮の胸きよう中ちゆうに気付くことなく、信孝はほのぼのとした調ちよう子しで言った。

「いやぁ、それはいけないねぇ。やっぱり恋はしなきゃあ。恋を忘れたら、人生がつまらなくなっちゃうよ」

　変な人だ。ただ助けを待つしかないこんな状じよう況きようで、どうしてこうものんびりと余よ裕ゆうを持っていられるのだろう。

　だからかもしれない、と思う。よくあることではないが、絶ぜつ対たいに起こりえないというほどのことでもない──人間と妖よう怪かいの婚こん姻いんという、素人しろうと目めに見ても困こん難なんに満ちているであろう道を選べたのは。

　何もせずに時間の経けい過かを待つという行こう為いには慣なれていた。

　が、興きよう味みがあったのも事実。天宮は口を開く。

「刹せつ奈な様との……馴なれ初そめを聞いてもよろしいでしょうか」

「え？　はは、恥はずかしいな。でも別にいいよ。七年くらい前かな……当時の僕はまぁ、駆かけ出だしの画家でね。絵を描かくのだけは好きで、毎日絵を描いて暮くらしていたよ。その頃ころは風景画に凝こってたから、昨日のコテージを借りて──一年の半分くらいはあそこで寝ね泊とまりしてた」

　信孝は一人で頷うなずいて、続けた。

「あの日のことは今でも覚おぼえているよ。森を描こう、人の気け配はいがまったくない森を描こうと思って……ちょっとだけ山に深く入ってスケッチをしてた。それから日が暮くれそうになって、そろそろ帰ろうかなと思ったとき──見つけたんだ」

「何をですか？」

「綺き麗れいな、凄すごく綺麗な……狐きつねさ」

　信のぶ孝たかは天あま宮みやに向けてウインクをしてみせた。

「木の陰かげからこっちを見てたんだけど、その目もまた綺麗でね。ビビっと来たよ。狐はすぐに逃にげようとしたけど、僕は夢む中ちゆうで……でも怖こわがらせちゃいけないと思って、笑って言った。素す直なおに言った。『君は綺麗だね。少しだけ描かきたいんだけど、逃げないでいてくれるかな？』って」

「狐に？」

「そー、狐に。勿もち論ろん、あれが……人の言葉がわかる、ただの狐じゃないってことは知らなかったよ。ただ毛の色が違う珍めずらしい狐だなって思っただけで。でも驚おどろいた。狐はさ、逃げないでいてくれたんだ。遠かったけど、じっと僕のほうを見つめたまま立っていてくれた。夢中でスケッチしたね」

　信孝は傍そばに置かれているリュックにちらりと目を向けた。絵を描く道具などが入っていると言っていた……昔のことを思い出しているのだろう。

「それから、毎日同じ場所に行った。毎日、同じ狐が僕のことを見ていた。少しずつ、ほんの少しずつ、狐が近くに来てくれるようになった。最終的には、それこそ触さわれるくらいの距きよ離りにまで。スケッチだけじゃなくて、それを元にいろんな絵を描いたな。水すい彩さい画がも油絵も。そのたびに、あいつは物珍しげに完成した絵を見てたっけ。で、あるとき、僕は我が慢まんできなくなって、触ってもいいかな、と言った……結けつ局きよく、黙だまって触らせてくれたんだけど、その次が驚いたね。『僕の言葉が本当にわかってるみたいだな』、て思わず言っちゃったら──返事があったんだ。『当然だ。わかっている』って」

「……」

「驚いたけど嬉うれしかったね。それからいろいろな話をしたよ。絵を描きながら。刹せつ奈なはさ、変化のない自分達に対して──人間の変化性っていうのかな。そういうのに興きよう味みがあったみたいでね。ま、これは僕の考えだけど……絵を描くっていうのはいろんな『変化』を『無変化』に保ほ存ぞんしておく芸術だと思ってるから。変化するものだからこそ、その無変化をいとおしいと感じるんだと思うよ。だからつまり、刹奈はその逆ぎやくだったんだ。それがお互たがいに惹ひかれ合あった原げん因いんなのかもしれな……」

　天宮は瞬まばたきを止め、僅わずかに頭を横に傾かたむけた。難むずかしい。

　そんな彼女の姿すがたを見て、信孝はごめんごめん、と肩を震ふるわせた。

「で、まぁ、ある日『やっぱり人間の姿のほうが話しやすいか』、みたいな流れになって、刹奈が人間の姿になって……あ、アレだよ？　別にあいつが狙ねらってあの姿になったんじゃなくて、なんと言うかデフォルトの変化があの姿すがたらしくて。いや、だから、その……なんて言うか。最初は服を着てなかったから。狐きつねのときとは別の意味で、その……綺き麗れいでね？　あはは、この辺で勘かん弁べんしてくれるかな。これから先は僕もちょっと恥はずかしい」

　照れ笑いする信のぶ孝たかに、天あま宮みやは聞いた。一つだけ。

「怖こわくは……なかったのですか？」

「え？」

「人じん外がいに。人外の存そん在ざいに。人ならざる力を持ち、人ならざる命を持ち、人ならざる世界に生きる異い形ぎようのモノが、この世にいることに」

　信孝は一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみを揺ゆらしたが、すぐに肩を竦すくめて答えた。

「全然」

「何故なぜ？」

「何故って言われても。僕に言わせれば、人間とか人間じゃないなんてどうでもいいのさ。画家って奴やつは常つねに違う世界を見たがってる人間だから。他の人はとにかく、僕の理由は単たん純じゆんだよ……刹せつ奈なは綺麗だったから、怖くはなかった。勿もち論ろん──」

　優しく、続ける。

「君もね」

　天宮が怪け訝げんな表情で顔を上げた。

「君も刹奈に負けず劣おとらず綺麗だ。さっきの爪つめも格かつ好こうよかった。機会があれば描かいてみたいね……ああ、もっとも、君が嫌いやじゃなければだけど。これは僕のおせっかいかもしれないけど、君はどうも何か引け目を感じすぎているようだね……気にすることはないさ。幸せになれない人間なんていない」

　自分の顔が赤くなるのがわかる。

　天宮は意い図と的てきに顔の筋きん肉にくを押さえつけて立ち上がった。

「刹奈様と私を同列に並べてよろしいのですか。浮うわ気きに取られかねませんよ」

「はは、参まいったなぁ。刹奈にはヒミツで頼たのむね」

　天宮はもう一度、灰はい色いろの壁かべに向かって歩き出した。一いつ瞬しゆんだけ、ちらりと背はい後ごを振り返る。

「姫ひめ孝たかもヒミツにしといてくれまちゅか～。ままはね、怒おこるとすごーく怖いからね～」

　夢見る赤ちゃんに向かって話しかけている、信孝の横顔。

　とても楽しそうに。幸せそうに。

　それは自分の子がここにいるからだろうか。

　外にいる自分の家族を信じているからだろうか。

（家族）

　素す晴ばらしいではないか、と思った。人だとか人ではないとかは関係なく。

　ただ、愛情で結びついている繫つながり。強きよう固こな繫がり。

　終わりかかっているという事実がある。

　が、それは、まだ終わってはいないという意味に他ならなかった。

「幸せになれない人間はいない、という言葉は──貴方達にこそ向けられるべきです」

　数多あまたの罪つみと間ま違ちがいを犯おかした、自分はともかく。

　彼等には罪がない。

　生まれたばかりの彼には罪がない。

　あるのはただ、未来。

　許ゆるされた、未来。

「貴方達は、理り不ふ尽じんな理由に負けてはいけない。単たん純じゆんな理由を貫つらぬき通とおさなくてはならない」

　無む駄だかもしれないが、出で来きるだけのことはしようと思った。

　この世に存そん在ざいすると知った、ありとあらゆる『無意味ではないもの』を──。

　護まもるために。

　天あま宮みやは再ふたたび爪つめを生み出しながら、顔を前に戻して言った。

　昔を思い出したせいだろうか。それとも、他の何かのせいだろうか。

　身体の中のどこかで、スイッチが入ったのを感じる。忘れかけていた強さを取り戻すスイッチ。忘れかけていた力を取り戻すスイッチ。

　それで何が出来るのかはわからない。

　が──何をするためにそのスイッチが押されたのかはわかっていた。

「私も、逃にがし屋や。貴方達をここから逃がすために、理不尽な閉へい塞そくから逃がすために、全力を尽つくすと約やく束そくしましょう」
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『死は不ふ可か視しの失うしないを生み

　失は無む為いの業ごうを欲する

　業は消えざる罪を刻きざみ』

『谺こだまは真まことの祟たたりであり

　旭あさひは孤こ高こうに輝かがやく』

　絵え馬まはその詩を頭の中で反はん芻すうしながら、ひたすら足を動かしていた。

「くそ、わからん！　何のことだ？」

　油ゆ断だん出来る状じよう態たいではなかったが、今のところ切せつ羽ぱ詰つまった──つまりは完全に包ほう囲いされているような気け配はいはない。絵馬は森を先せん導どうする刹せつ奈なの背中を追いかけながら走り続ける。

　森の奥に入った証あかしなのか、木々の間に生える雑ざつ草そうの丈たけは次し第だいに高くなってきていた。その下に隠かくれている苔こけむした岩が天然の罠わなとなり、こちらの足を滑すべらせようとする……それに引っかかるほど間ま抜ぬけではないが。ふと気付けば、どこからかちょろちょろと水の流れる音が聞こえた。近くに小川でもあるのかもしれない。その水分のせいで苔こけが生育しているのだろう。草に隠かくれている石の他に、草を押おし退のけて鎮ちん座ざする、どこか神しん秘ぴ的てきな風ふ情ぜいの巨きよ岩がんも木々の向こうに見えた。先せん刻こくのように狐きつねがその上で寝ていてもおかしくはなかったが、現在は幸いにもその姿すがたはなかった。

　絵え馬まは走りながら、顔を横に向けて言った。

「倫りん太た郎ろう……何か思いついたか？」

「わかんないよ。まだ材料が少なすぎる……」

　隣となりを走る倫太郎は、やはり陰いん鬱うつな顔で答えた。それは詩の謎なぞが解とけないことだけが理由ではないはずだ。

（私と同じで……違う理由。棘とげ、か）

　何かを言うべきなのか。何かを確認すべきなのか。

　わからない。

　すべきだとも思えるし、すべきではないとも思える。

　どちらなのだろう。それは単たん純じゆんに自分が迷まよっているということなのかもしれなかったし、あるいはもっと単純に──恐おそれているだけのことなのかもしれなかった。

　何を恐れているのか、ということは考えてもわからなかったが。

　そんな絵馬の胸きよう中ちゆうに気付くことなく、光ひか流るを背中におぶっている隠かくる夜やが言った。八つ当たりのように、眼がん前ぜんに垂たれる木の枝えだを片手で弾はじき飛とばしている。

「おい、逆さか貫ぬき絵馬……忘れているのかもしれんから言っておくが、俺はただの見物人としてここに来たのだぞ」

　絵馬は投げやりに答えた。

「ああ、そうだったな」

「だが、何か完全に巻まきこまれているような気がするのは気のせいか!?　見物人だ、と言って済すませられる状じよう況きようではないような気がするのだがな！」

「気のせいだろう。捕つかまったら気合入れて説明してみろ。そんときはスマイルを忘れるな」

　間かん髪はつ入いれず──無む論ろん、話を逸そらすためだ──絵馬は前方の刹せつ奈なに向かって聞いた。

「で、今はどこに向かってるんだ？」

「何にしろ、残りの四し皇おうに会わねば話になるまい。さっきも言ったが、四皇は四方を守しゆ護ごしている。金きん奏そう皇おうは西、水すい皇おうは北、森しん皇おうは東、火か界かい皇おうは南。まずは森皇のところに向かう。老ろう体たいは中ちゆう立りつのはずだ、まだ他の奴やつ等らよりも詩を教えてくれる確率は高い……」

　軽けい快かいに木こ立だちの間をすりぬけ、足元を塞ふさぐ雑ざつ草そうを剣の鞘さやで打ち払いながら進んでいた刹奈がふと足を止めた。同時に、絵馬の足も止まっている。

「……しかし好こう都つ合ごうだ。順番は違うが、向こうから来てくれたようだな」

　刹せつ奈なは軽い前ぜん傾けい姿し勢せいで、左手で刀を腰に保ほ持じし、右手をその柄つかにかけている。

　その姿勢を見ればわかった──確実に、眼がん前ぜんに現れた存そん在ざいは友好的なものではない。

　四匹の狐きつねだった。それら全てが空色の体たい毛もうを身に纏まとっている。三匹は特とく徴ちようがなく、似にたような体型だったが、最さい後こう尾びにいる一匹だけは他の狐よりも僅わずかに巨きよ大だいな身体を持っていた。全身のフォルムはすらりとしており、滑なめらかな流りゆう線せん型けいの──言わば水すい滴てきのような印いん象しようを受ける狐である。

　刀に手をかけたまま、刹奈が吐き捨てるように言った。

「奇き遇ぐうだな、水すい皇おう。いずれ会いにいこうと思っていたところだ」

「そうかい、俺は最高に幸せだ。てっきり忘れられてるものだとばかり思ってたんでね」

「忘れたいとは思っていたがな」

「つれないな。わざわざ迎えに来てやったってのに。ま、最初に頼たよるのは金きん奏そう皇おうのババァのところだとわかっていたからな──会えてよかったぜ」

「何の用だ」

「決まってるだろう？　地ち凌りよう大たい皇こうの命令だ。お前を連つれてこいってな……が、それは建たて前まえよ。俺の目的はわかってるだろ？」

　と、青の狐──水皇は牙きばを剝むき出だし、嫌いやらしく笑った。

「まだ諦あきらめていないのか」

「当たり前よ！　何度目かは忘れたが──何度でも言うぞ。刹奈、俺のモノになれ。俺と交まじわり、俺の子を生め。水皇と地凌大皇の娘が交われば、さぞ力ある子が生まれるだろう！」

　刹奈の肩が上下した。あからさまに、嘆たん息そくしたのだ。

「私の答えは決まっている。水皇──貴き様さまにこの身を預あずけるつもりはない。諦めろ」

「な」

「いい加か減げん、夢を見るのは止めたらどうだ。見ていて哀あわれだぞ」

「な──何故なぜだ！　俺は水皇だぞ！　お前、聞けば、人間などというクズと交わろうとしているそうではないか！　何を考えている!?　どう考えても、俺が、俺のほうが──」

　水皇は頭を振り乱し、絶ぜつ叫きようした。周しゆう囲いの水すい狐こが、その剣けん幕まくにびくりと足を震ふるわせる。

　刹奈はちらりと絵え馬まに視し線せんを送った。

（やれやれ。狐の世界にもストーカーみたいな奴やつがいるんだな）

　絵馬は刹奈にだけわかる程てい度どに小さく頷うなずき、さりげなく身体の重心を落とす。

　それから、刹奈は激げつ昂こうする水皇に向けて静かに告つげた。

「間ま違ちがいを一つずつ訂てい正せいしていこう。まず一つ。私は子に力など求めていない。子はただ子であればいい。力を求めるために子を欲するなど、まさに本ほん末まつ転てん倒とうだ。二つ。『交わろうとしている』のではない。もう手て遅おくれだ。私の身体はもう、私だけのものではない──夫と、我が子のものだ」

　刹せつ奈なはちらりと光ひか流るを振り返る。隠かくる夜やの背中にいる光流はその視し線せんを受け、にぱっと笑って大きく手を振った。水すい皇おうは少女の存そん在ざいに気付いて絶ぜつ句くする。

「ま、まさか──既すでに、子が──」

「三つ。貴き様さまは確かに水皇だが、それがどうした。歪ゆがんだ矜きよう持じを持ち、権力にのみ価か値ちを見み出いだし、かろうじて運で水皇の座ざを手に入れただけの、四し皇おうの内で最も力の弱い男。それがわかっているから、無ぶ様ざまに力を求め続ける男。それがお前だ。私を娶めとることも、単なる力の誇こ示じの一いつ環かんにすぎないのだろう？」

「な、な──」

　手て加か減げんのない攻こう撃げきに、水皇は口を開けたままで固まっている。

　刹奈は平へい坦たんな声で続けた。

「力がなければ、別のもので価値を見出せばよいものを。それが出で来きんから、お前は──つまらん男だというのだ」

　水皇の身体の震ふるえが止まった。その代わり、彼の喉のどだけが引ひき攣つったように動き、擦かすれた声を絞り出している。

「つ……つまらん、だと……言いやがったな……お前、また、俺を！　つまらん男だと、言いやがったな！」

　水皇の青い体たい毛もうの上に、うっすらと光の線が浮かび始める。地ち凌りよう大たい皇こうが陣じんを張ったときに出ていたのと同じ、銀色の文もん様ようだ。四皇が力を使うときに浮かび上がるものなのだろうが──。

　瞬しゆん間かん、刹奈と絵え馬まは動いていた。

「相手の挑ちよう発はつに乗り、いとも容易たやすく冷れい静せいさを失う。それが貴様の弱さの証あかしだ……間ま合あいの把は握あくも出来んか、水皇！」

　刀の柄つかに手をかけたまま、低い前ぜん傾けい姿し勢せいで刹奈が土の上を滑すべった。

　黒い髪が跳はねる残ざん像ぞうだけが、一いつ瞬しゆん前に彼女がいた場所に残っている。刹奈は一いち陣じんの風と化して狐きつね達の前にまで到とう達たつすると、強く大地を蹴けり、水皇の前に立たち塞ふさがっていた狐達を完全に飛び越した。

　中ちゆう途と半はん端ぱな光を身に纏まとったまま呆ぼう然ぜんとしている水皇の前に一回転して着地すると、僅わずかの逡しゆん巡じゆんもなく彼女の刀が鞘さや走ばしった。

　それは、ただの閃せん光こう。横向きに煌きらめく稲いな妻ずま。水皇はその銀光に胸むねを薙ながれ、一瞬で遥はるか後方に吹き飛んだ。刹奈は足を止めず、抜き身の刀を提さげたままさらに間合いを詰つめる。

　残った狐が刹奈を止めようと振り返ったとき、既に絵馬の仕事は終わっていた。

「そのとーりだな。ま、あれだ。さすが姫様、いろいろと格かくが違うってことかね」

　三角形の結けつ界かい。水すい狐こ三匹を一気に閉とじこめる。雑魚ざこに対してはこれだけでいい。

　それから絵馬は刹奈の動きをトレースするように前方に走り、一本の木の根元でぐったりしている水皇の周しゆう囲いにも小さな圧あつ力りよく結界を張った。

　その結けつ界かいの完成と同時、足で水すい皇おうを踏ふみつけ、抜き身の刀をその喉のど元もとに突つきつけていた刹せつ奈ながすっと身を退ひいた。絵え馬まをちらりと眺ながめ、満足げに言う。

「なかなかの手て際ぎわだ」

「そっちもな。けっこうな業わざ物ものみたいだが」

　刀に目をやる。一メートルほどの日本刀……その刀とう身しんは惚ほれ惚ぼれするほどに美しい。微わずかな曲線と曇くもりのない銀光は、凜りんとした刹奈の雰ふん囲い気きをそのまま体たい現げんしているかのようだった。また、普ふ通つうの日本刀とは異ことなり、刀身の前半分からは峰みねの部分にも刃がついている──つまり両もろ刃はになっている。珍めずらしい造りだ。

「霊れい剣けん《小こ烏がらす》……金きん奏そう皇おうより借り受けているものだ。彼女は美しい金物を集めるのが趣しゆ味みでな。若い頃ころに壇だんノ浦うらで手に入れたものらしい」

「ふーん。まぁいいや。とにかく、殺してないよな？」

「無む論ろんだ。峰みね打うちにしている──根元しか峰がないので間ま合あいに苦労したが」

　言葉とは裏うら腹はらに、彼女は汗あせ一つかいていない。その剣けん技ぎが達たつ人じんの域いきにまで達しているであろうことは、剣の心こころ得えがない絵馬にも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。味み方かたとしては心強い。

　圧あつ力りよく結界に捕とらえられている水皇が、身体を痙けい攣れんさせながら刹奈を睨にらんだ。喋しやべれる程てい度どに結界の威い力りよくは調整している。

「お、お前……」

「積もる話はあるが、私の聞きたいことは一つだ。水皇」

「ふ……ふざけるな！　どうせ絶ぜつ対たい陣じんの詩だろうが……喋るものか！　いや、そうだ、お前が俺のモノになると誓ちかえば、教えてやらんことも──」

　刹奈と絵馬は同時に息を吐いた。それから絵馬が嫌けん悪お感かんを隠かくさずに吐き捨てた。

「一いち応おう言っておこう。私は今、かなり機き嫌げんが悪い」

　指を鳴ならして結界の圧力を強める。全身を地面に押し付けられ、水皇は苦しげに呻うめいた。

「どのくらい機嫌が悪いかと言うと、事情がなければここですぐにあんたを殺しているくらいだ。とにかく、無む駄だな時間を使うつもりはないぞ」

「同感だ。なりふりは構かまっていられない」

　と、刹奈は頷うなずいた。それから首を回し、背はい後ごの光ひか流る達を見やる。

「倫りん太た郎ろう君、といったか。悪いが少し光流の目を塞ふさいでくれないか」

「え？　あ、はい……」

「わー、なに？　目め隠かくし？　かくれんぼ？」

　倫太郎が光流の目を両手で塞ぐと、光流が能のう天てん気きな言葉を発した。それに微かすかに苦く笑しようしてから、刹奈は水皇に向き直る。

「では、始めよう」

　決意も気き負おいもなく。ただ、それしか道がないのだと言うように──あっさりと、刹奈は右手に持った刀を振った。

　水すい皇おうの右前足。その指が数本、飛ぶ。

「ぐ、あぁぁぁぁぁああ！」

「話すか？」

　水皇は指を押さえることも出で来きず、呻うめき声ごえを布ふ団とんにして寝ね転ころんでいるだけだ。

　刹せつ奈なは冷ややかな目で彼の様よう子すを見つめた。水皇に変化がないのを確認すると、さらに刀をもう一振り。残った指が肉体との結合を永遠に失った。

「あ、ぐ、ひはぁ！」

「まだか。次は左に行くか。それとも耳でも切ってみるか……」

「せ、刹奈……」

「わかっていないようだから言っておこう──舐なめるな。今の私の目的はただ一つだ。それは少なくとも、お前の身の安全だとか私の体たい面めんだとかと引ひき換かえに出来るようなものではない。お前が話さないのならば、これはいつまでも続く。死ぬまで続く。もしお前が死ねば、新たな水皇に話を聞くだけだ。そこまで我が慢まん出来るのならばやってみろ」

　ゆっくりと、刹奈は刀を振り上げた。木々の隙すき間まから入りこむ陽よう光こうがその両もろ刃はを照らし、刃の役目を愚ぐ者しやに思い起こさせる。

「あ……ああ！　待て、言う、教える！　だから止めろ！」

「ならば早く言え」

「い、陰いんの詩が、

『祟たたりは無形の谺こだまに変ずる

　谺は深しん遠えんなる旭あさひを導みちびき

　旭は謎なぞめく真まことを見せる』

　……そして陽ようの詩が、

『艶えんを受じゆ諾だくするものはなく

　あるいは艶こそが罪つみである』

　……どうだ、言ったぞ！」

「よし」

　刹奈がちらりと絵え馬まに目め配くばせする。絵馬は頷うなずき、圧あつ力りよくをさらに上げて水皇を気き絶ぜつさせた。ついでに、背はい後ごの三匹も同じようにする。

　刹奈は刀を鞘さやに収おさめた。

「偶ぐう然ぜんだったが、手て間まが省はぶけた。残るは二つか」

「でもな……ちっとまずいことになってる」

「ああ」

　周しゆう囲いの森から感じる獣けもの達の気け配はいが多くなっていた。ざわざわ、ざわざわと──不ふ吉きつな葉ずれの音が、確かにこちらの方向に近付いてくる。

（さぁ、どうするんだ、逆さか貫ぬき絵え馬ま）

　自身に問いかけながら、絵馬は倫りん太た郎ろうの顔を眺ながめた。

　彼も、こちらを見ていた。唇くちびるを引き結んで、今までに見たこともないような真しん剣けんな顔をして、この無力な結けつ界かい師しの顔を睨にらんでいた。

　口元が緩ゆるむ。

　わかっていた。

　ベストの選せん択たくは一つしかない。その結けつ果かがどうなるかは、神のみぞ知るだ。

　厳きびしいだろう。が、やらなくてはならない。それが最も、全てがうまくいく確率が高い。

　絵馬は刹せつ奈なに向けて軽い口く調ちようで言った。

「皆でぞろぞろ行動しても意味はない。私が囮おとりになろう。派は手でに暴あばれるから、あんたはその隙すきにさっさと詩を集めてくれ」

「……すまん。助かる」

「気にするな。こっちのほうが性しように合ってる」

　頭を下げる刹奈に向けてぱたぱたと手を振る。倫太郎が言ってきた。

「僕は？」

　その瞳ひとみ。思い出す。

　棘とげが刺ささっている、と言った少年。その痛いたみを思い出したと言った少年。

　ならば、当然。その棘が刺さることを阻そ止し出で来きなかったのは誰だれかということも──思い出しているのだろう。

「あんたは刹奈と一いつ緒しよに行くんだ」

「えっ!?　で、でも！」

　不満げに倫太郎は目を見開いた。が、こちらも退ひくわけにはいかない。語ご調ちようを強くして言う。

「こればかりは聞けない。悪いが命令させてもらう。刹奈についていけ」

　倫太郎は一いつ瞬しゆんだけ息を吞のみ、そして俯うつむいて、呟つぶやいた。

「……足手まといだから？」

「そうだ。事務所で言っただろ？　正直なところ──」

　絵馬は帽子を深く被かぶり直なおす。この期ごに及およんで、噓うそはつけないと思った。

「ここにも、あんたを連れてきたくはなかった」

　倫太郎は震ふるえていた。横に垂たらされた腕うで、その先の拳こぶしは強く握にぎられていたが、絵馬はそれを見なかったことにした。

「光ひか流るちゃんを護まもれ。刹奈から離はなれるな。それから」

　それから？

　それから、何だと言うのだ。

　そんなことは、ありえない。想そう像ぞうするにも不ふ愉ゆ快かいで、しかも最高に漠ばく然ぜんとした命令だ。だから言う必ひつ要ようはない。




　──死ぬな、とは。




「んじゃ行ってくるなー」

　軽く言って、絵え馬まは気け配はいが多く集まっている方向に向かって歩き出した。が、足音は一つではない。振り向く。

「隠かくる夜や？」

「こちらのほうが楽しそうだ。それに言っただろうが。俺は貴き様さまの技わざを探さぐるためにここに来たのだ。貴様から離はなれてどうする」

　明後日の方向に顔を向けながら、隠夜は苛いら立だたしげに言葉を発した。

「ほほーう。一いち応おう言っとくが、危き険けんだぞ」

「巻まきこまれてしまったものは仕方がない。戦えばよいのだろう。狐きつねなどに遅おくれを取るつもりはないな」

「その無む茶ちやな自信は相変わらず見み事ごとだ」

　思い出したように刹せつ奈なの声がかかる。

「ああ、待て。今から森しん皇おう、そして最後は火か界かい皇おう──南の森に行く。そこで合ごう流りゆう出で来きればいいが、間まに合わなかったときのために待ち合わせ場所を決めておこう」

「おう」

　絵馬は刹奈に待ち合わせの場所を聞く。ついでに、目め安やすとしてだいたいの集合時間も話し合って決めた。正確な時間を決められなかったのは、自分以外に時計を持っている者がいなかったからに他ならない。

　ともあれ、計画が決まれば後は実じつ際さいに動くだけだ。

「じゃあな。しっかりやんな」

「そちらもな」

「……」

「鳥さん、ばいばーい！」

　一同の顔を順々に眺ながめ、一つ息を吐いてから、絵馬は戦場へと足を向けた。

　刹奈達から離はなれていく。ついでなので、わざと大きな音をたてて草を蹴け散ちらしながら歩いた。

　そんな折おり、不ふ意いに背はい後ごの烏からす天てん狗ぐが呟つぶやいた。

「妙みようだな」

「何が？」

「貴様だ。いつもとは違う。いつもはもっと、むかつくほどに──余よ裕ゆうを持っているだろうが」

「今は違うかね」

「ああ。なんと言うか……死し地ちに向かおうとしているように見える」

「馬ば鹿かは馬鹿なりに鋭するどい──が、微び妙みように間ま違ちがってるなぁ」

　絵え馬まは肩を竦すくめ、当分は吸えなくなるだろう煙草たばこを取り出した。

　煙けむりを肺いっぱいに吸いこみながら、続ける。

「死地に『戻る』のさ」
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　倫りん太た郎ろうはまだ、俯うつむいたままでいた。

　頭の上から、静かな声が聞こえる。

「行こう。彼女は君のことを思って、ああ言ったんだ」

「わかってる。そんなの、わかってるよ……」

　それでも、納なつ得とくは出で来きないのだ。絶ぜつ対たいに。

　戦いが出来ないのは知っている。前からだ。それでも、基本的にどんな仕事にもついていった。戦い以外のことで彼女のフォローをした。だが何故なぜか、今回はそれすらも許ゆるされないような雰ふん囲い気きがあった。彼女は、自分をこの事件に関かかわらせたくないと思っているように感じる。

　自分がいない状じよう態たいで。

　一人だけで。

　昔と同じようなことを？

（それに、何の意味があるのさ）

　いや、彼女はその意味に気付いていないのかもしれない。単にこの身を案じてくれているだけかもしれない。が、結けつ果か的てきにそうなってしまうのならば同じことだ。

　過か程ていを繰くり返かえし、結果を繰り返さないようにする。それはつまり、やり直すということだ。

　気持ちはわかる。だが。

　それは、それ自体は、決してやり直せないものなのだ。

　だから自分がここにいるというのに。

「……おにいちゃん？」

　心配そうに、光ひか流るが倫りん太た郎ろうの顔を覗のぞきこんできた。

　同じような年とし頃ごろ。同じような状じよう況きよう。終わり、かけている。

（でも、結果を同じにしちゃ……いけない。絶ぜつ対たいに）

　倫太郎は無む理り矢や理りに笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。さ、光流ちゃん、行こうか」

「ぱぱのところ？」

　刹せつ奈なが刀を脇わきに挟はさみ、手を伸ばしてそっと二人の頭を撫なでた。

「ん、その前にもう少し寄り道させてくれるかな、光流。私とお兄ちゃんと三人で、ちょっと散歩しよう」

「お散歩すきー。いいよー」

　二人の頭を……撫でた。

　倫太郎は目を閉じる。絵え馬まではない──母親という存そん在ざいが、自分の頭を撫でている。

　ああ。駄だ目めだ。感じるな。思い出すな。比ひ較かくするな。意味を考えるな。

　脈みやく絡らくもなく、疑問が頭に浮かんだ。

　そう、自分達は、そもそも、何だったのだろう。

　自分達は、どういう関係だったのだろう。

　それはいつのまにか、考えることを放ほう棄きしてしまっていた命めい題だいだった。

　自分は、逆さか貫ぬき絵馬という女にとっての何なのか。




　過去の失敗そのものなのか。




　自分にとって、逆貫絵馬という女は何なのか。




　両親の存在を、永遠にこの胸むねに残すための──痛いたみを伴ともなった、楔くさびなのか。




　それだけではない。断だんじて、それだけではない。

　しかし、では他に何があるのかと問とわれたならば──。

　返す言葉は決まっていた。




　知るもんか。
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　ふと気付くと、自分の身を縛しばっていた結けつ界かいは消えていた。右手が激はげしく痛いたむ。視し線せんをそこに向け、初めて水すい皇おうは記き憶おくを取り戻した。

　無ぶ様ざまに弄もてあそばれた。

　無様に嘲あざけられた。

　無様に──見み限かぎられた。

（つまらん男だ）

　冷ややかな瞳ひとみと声を脳のう裏りに思い浮かべる。

　すると怒いかりよりも何よりもまず、笑いの衝しよう動どうが巻まき起おこってきた。

「は。は、は、は……」

　痛い。痛い。畜ちく生しよう。水皇としての力、液体を制せい御ぎよする力をもって止し血けつを行う。止まった。見ろ、こんなものはなんでもない。俺は水皇だ。

「けは、ははは」

「す、水皇……」

　同じタイミングで結界が消えたのか、立ち上がった部ぶ下か達が遠巻きにこちらを眺ながめていた。

　ちょいちょい、と前足で手て招まねきする。寄ってきた。が、その目がむかついた。

「何を見ている！　ああ、何を！　この俺が無様だとでも思っているのか!?　情なさけなくて惨みじめで弱っちくて可か哀わい想そうな奴やつだとでも思っているのかっ!?」

　一匹を、力ちから任まかせに殴なぐりつける。振しん動どうが右手の傷きずに響ひびいたが、どうでもいい。

　認みとめられるか。認めてなどやるものか。

　あの女は、俺のモノだ。俺のモノでなくてはならないのだ。

「く、は……逃にがさん。俺は、絶ぜつ対たいに、諦あきらめんぞ──刹せつ奈な。何としても、そう、何としても。何と、して、く、ふフ。はは、はははは、ひははははははははは！」

　おかしい。可笑おかしい。おかしい。可笑しい。可笑しい。可笑しい。

　笑いが止まらない。なんとしても。そう、なんとしてもだ──。

　手を思いついた。

　刹奈の言うことは正しい。

　他人の痛いたみなど知ったことか。

　体たい面めんなど知ったことか。

　水すい皇おうは顔を上げた。

「おい」

　びくりとする部ぶ下か達に向かって、言う。

「あいつを呼んでこい。奴やつだ、森しん皇おうの……こんなときのために手なずけておいたんだ。働いてもらう。ほら、早く、行け！　愚ぐ図ずどもめ！」

　笑いが止まらなかった。気付かせてくれたのだ、刹せつ奈なには感かん謝しやしよう。

　待っていろ、ああ、待っていろ。すぐにお前を手に入れてやる。

「そうしたら、くく、楽しいぞ。まずは同じ目に遭あわせてやる。夫婦だからな、同じでないと……ふふはは、そうだ、切った右手を食べてやる。刹奈の指か、まったく涎よだれが止まらんぜ。それから犯おかして犯して犯して犯して犯しまくってやる。ガキを何匹でも孕はらませてやる。ガキがメスだったらガキも犯してやる。刹奈め、これだけ俺を待たせるんだ、それくらいしてやるぞ。だから犯して犯して犯して、ひひひ、た、楽しい、楽しすぎる──はは、はははヒィヒヒヒヒヒ！」

　部下達が逃にげるようにその場を立ち去った後も、水皇はそのまま──。

　狂くるったように、ただ狂ったように、笑い続けていた。







[image: 第三章　いのちと機械。]
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　刹せつ奈な達と別れた地点から僅わずかに森の中心方向に寄った場所に、広めの公園ほどの開けた空間が存そん在ざいしていた。地ち凌りよう大たい皇こうがいた広場のように円形ではなく、歪いびつな四角形をしている。規き模ぼもあの広場と比べれば多少狭せまく、中心にも大木はない。つまりは単たん純じゆんに自然のいたずらで出で来きた、特とく徴ちようも役目もないただの空あき地ちだ。

　そこに、絵え馬まと隠かくる夜やは並んで立っている。

　風は程ほどよい冷たさで肌はだと髪と足元の草を撫なでており、遠くの木々達の噂うわさ話ばなしがここまで届いてきていた。ひどく健康的な緑の香りは鼻び腔こうを優しく満たし、イキモノよ自然に還かえれと本ほん能のうに囁ささやきかけてくる。その本能を受じゆ諾だくした飛蝗ばつた達はぴょんぴょんと葉の上を旅しており、蝶ちよう々ちよは蜜みつを求めて迷まよい子ごのように空を彷徨さまよっていた。

　それは誰だれしもが郷きよう愁しゆうを覚えるような、平へい穏おんな自然の姿すがたではあった──数十という数で眼がん前ぜんに存そん在ざいする、無ぶ遠えん慮りよな邪じや魔ま者もの達を除のぞけばだが。

　色鮮あざやかな五色の狐きつね達。むせかえるような獣じゆう臭しゆう。草食動物ならば一いつ瞬しゆんで逃にげ出だすであろう、獰どう猛もうな唸うなり声ごえの重じゆう奏そう。

　睨にらみ合あいに飽あきたのか、一匹の赤い狐──炎えん狐こが真ま正しよう面めんから突とつ進しんしてきた。

　隠夜を手で制し、絵馬は一歩だけ前に出る。

　一いつ瞬しゆんの音。

　狙ねらいを外はずした火か炎えん弾だんが地面を焦こがすのと、それを生み出した狐自身が地面に倒たおれたのは同時だった。

　たった一発の結けつ界かい攻こう撃げきで血ち塗まみれになったその炎狐を、絵馬は相手方に向かってごろんと蹴けり飛とばした。

「始める前に──あんたらに言っておくことがある」

　絵馬は自然体で直ちよく立りつしたまま、眼がん前ぜんの狐達に向けて静かな声を発した。

「これは、くだらない。逃げたい奴やつを逃げさせない。体たい面めんのために逃げさせない。保ほ身しんのために逃げさせない。は、全部が全部、くだらないね。後こう継けい者しやだとかなんとか、家族を引ひき裂さいてまですることじゃない。そう、わかっているか？　これは単に家族をバラバラにしようとしているだけのこと。それ以上でもそれ以下でもない。あんたらはそれをわかっているか？　わかっていて、私と戦おうとしているのか？」

　絵馬は薄うすい笑えみを浮かべている。が、そこから次し第だいに立たち昇のぼってくる真実の殺さつ気きを認みとめ、霊れい狐こ達はさらにその四し肢しに力を込めた。

「今のを見たか。事情があってね。今回ばかりは手て加か減げんしない。油ゆ断だんも過か失しつも何もなく、今回ばかりは確実に全てをやり遂とげる。今まで使わなかった技わざも使おう。今までとは違う私を見せよう。私はただ、本気だ。仙せん術じゆつ結けつ界かいも魔ま術じゆつ結界も陰おん陽みよう結界も真しん言ごん結界も精せい霊れい結界も神しん聖せい結界も碑ひ文もん結界も、全てを使ってあんたらと戦う。面めん倒どうなんで積極的にトドメを刺さしに行くことはしないが、手て加か減げんしないという言葉の意味を理り解かいしろ。運が悪ければ死ぬ。あんたらは今、今まで生きてきた中で最も『死』に近い位置にいるんだ。逃にげるなら今のうちだぞ──」

　だが、狐きつね達の軍団は逃げなかった。徐じよ々じよに間ま合あいを詰つめ、敵てき意いの圧あつ力りよくを高めてくる。

「逃げないのかい。だったら仕方ないな」

　絵え馬まはジャケットの内ポケットに手を入れた。

　銀貨を握にぎり、ナイフを呪じゆ符ふを聖せい板ばんを指に挟はさみ、絵馬は宣せん言げんした。

　その笑えみを、さらに獰どう猛もうなものへと変えながら。

「始めよう。『終わり』を賭かけた──楽しい楽しい運うん試だめしだ」
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　幾いく多たもの木々が複雑に絡からみ合あって形成された、塔とうや砦とりで、あるいは巨きよ大だいな高たか床ゆか式しき倉そう庫このように見える『何か』……それが森しん皇おうの居きよ城じようだった。

　全体的な形状は灯とう籠ろうに似にている。地面に近い側がわが最も細く、その上に大きな立方体のような塊かたまりが載のっているような形だ。立方体とは言え、それは決して美しい数学的図形ではなく、どこか歪いびつである。そこからはさらに膨ふくらんだ球のような部分が飛び出していたり、橋のように並んだ枝が横に伸びていたりしている。

　灯籠の屋根としてはドームのような枝葉が被かぶさっており、そこからまた木々が不自然な発展を見せていた。例たとえば、垂たれた蔓つるがその下にある正方形の木々の集合に繫つながっている。枝が新たな四角い塊を作っている。四角い塊同士が枝で接続されている。どれほど精せい緻ちな設せつ計けい図ずを持っていようとも、このひどく不自然な自然の建造物を人間が作り出すことは不ふ可か能のうだろう。

　この城を形成している木々は、全て地面から自然に生はえていた。幹みきの細いもの太いもの。葉が多いもの少ないもの。それが自然に長く伸び、自然に枝分かれし、曲がり、ねじくれ、絡み合い、結果として不自然な塊を形成している。

　そこには枝を切り落としたり、強ごう引いんに幹を曲げたりした痕こん跡せきは見られない。僅わずかの過か不ふ足そくもなく、木々達は絶ぜつ妙みようのバランスでその建物の一部分と化している。やはりそれは生えた木々を後こう天てん的てきに曲げて集めて作ったのではなく、木々のほうが勝手にその城の形を作るように成長したのではないかと思えた。

　見上げる。城の高さは周しゆう囲いの木々に比べても遥はるかに抜きん出ていた。木の種類自体が違うのかもしれない。そして、よくよく見れば──城の足元では、今までの森とは全く違うメルヘンな光こう景けいが展てん開かいされていた。

「わー。きれいな、お花ー」

　倫りん太た郎ろうに手を引かれている光ひか流るが、目をきらきらさせて言った。

　確かに綺き麗れいだが、その代わりに節せつ操そうがない。スミレ畑だとかタンポポ畑だとかの『何畑』というのを決定するのがとても不ふ可か能のうなほど、その城の足元には種々の花々が好き勝手に咲き乱れていた。赤い青い黄色い花。統とう一いつ感かんが全くない。適てき当とうに植うえるのにも程ほどがあるだろう──。

　適当な花畑。適当な家庭菜さい園えん。

（──っ）

　棘とげが蠢うごめいた。反はん射しや的てきに胸むねを押おさえるのと同時、刹せつ奈なの声が聞こえた。

「森しん皇おうは年に似に合あわず、美しいもの、綺麗なものを愛めでる狐きつねでな。このような素そ朴ぼくな花などが好きらしい。華か美びな金きん奏そう皇おうとは馬が合わんらしいが」

「へえ。その、いい人なの？」

　倫太郎が聞くと、刹奈は戸と惑まどったように空を見上げた。

「いい人というか……基本的に森皇は『何もしない』。完全なる中ちゆう立りつだ。そこに在ある、それだけを黙だまって続ける存そん在ざい──あるいはそれは、敵てき対たいよりも性質たちの悪いことなのかもしれないが」

「でもここに来るまで、狐の姿すがたは見なかったね」

「そうだな。森皇が何かをしたのかもしれんが、過か度どの期き待たいは禁きん物もつだ」

「ままー、お花摘つんでもいいー？」

　そう言う光流に笑いかけてから、刹奈は彼女の手を取った。

「時間があればね。でも今はまず、あの変な木に登る。落ちないように気をつけなさい。私とお兄ちゃんの手をしっかり握にぎってるんだよ」

「あれに？　わ、面おも白しろそうー！」

　光流を真ん中に挟はさみ、刹奈と倫太郎がそれぞれ彼女の手を握にぎった隊形で、木の城に登る。

　外から見えた立方体は、この城のメイン部分ということらしい。その内部でも木々は複雑に絡からみ合あっていたが、ある程てい度どは移動するための通路のような場所が存そん在ざいしていた。

　なだらかに上じよう昇しようする太い幹みきの架かけ橋はし、螺ら旋せん階段のようにテンポよく枝を突き出している垂すい直ちよくの柱。多量の枝が平行に張られ、居い心地ごこちが良さそうな部へ屋やになっている箇か所しよもあった。

　総じて言えば、進むことにそれほど危き険けんは感じない。手がかりになる枝や蔓つるはそこら中にある。倫太郎は太い幹を渡わたっている途と中ちゆうで下を見てみたが、やはり蜘蛛くもの巣すのように張られた枝のせいで地面は覗のぞけなかった。これならばたとえ足を滑すべらせたところで直じかに地面に落らつ下かするようなことはないだろう。

　以前に来たことがあるのか、刹奈に迷まようようなそぶりはない。光流はきゃっきゃと無む邪じや気きに笑いながら、まるでアスレチックでも楽しむかのように倫太郎の手を引っ張っていた。

　薄うす々うすは予よ想そうしていたが、木の城の中にも狐達の姿はなかった。一同の足が止まったのは、城の頂ちよう点てん付近、行き止まりになった太い幹に辿たどり着ついたときである。

　幹とは言っても、今までの通路と同じく、それは何本もの枝が絡み合ったものだった。幅はばは三メートル程てい度ど。空に近いため風は強かったが、幹みきの横には縦じゆう横おうに伸びた蔓つるや小枝で柵さくのようなものが作られていた。煽あおられて落らつ下か、などという事じ態たいにはなるまい。それでも一いち応おう、倫りん太た郎ろうは光ひか流ると繫つながった手の力を僅わずかに強くした。

　ともあれ、そこでようやく一匹の狐きつねの姿すがたを確認する。

　どこか皺しわの多い顔をしているその土色の狐は、その毛皮で木の皮に擬ぎ態たいするようにして、のんべんだらりと幹に寝そべっていた。その周しゆう囲いの幹の上では、城の足元にあった花畑と同じように、数十本の綺き麗れいな花が節せつ操そうなくその花か弁べんを晒さらしている。大地ではなく木の幹から生はえる花が、こうも不自然に見えるとは思わなかった。

「あ、またきつねさんだ。抱だきついてもいいかな、おにいちゃん？」

「だ、駄だ目めだよ。ちょっと我が慢まんしてね」

　刹せつ奈なは周しゆう囲いを軽く見回して言った。

「森しん皇おう……ご老ろう体たい。貴方だけか？」

「ほっほっほ。どうせここに来ると思っていたのでな。下の者達には、このジジイは放ほうって好きにしろと言っておいたわい。どこかで寝ておるか、地ち凌りよう大たい皇こうの指示通り侵しん入にゆう者しや達を殺しに行っておるか……」

「何故なぜ？」

　刹奈が問うと、森皇は寝そべったまま、にやりと彼女に笑えみを返した。

「無む駄だな犠ぎ牲せいは少ないほうがよかろう？　誰だれが立たち塞ふさがろうと、今のぬしは全力でそれを排はい除じよにかかるはず。本気のぬしはそう簡かん単たんには止められん。知っておるよ」

「賢けん明めいな判はん断だんだろうが、薄はく情じようとは思わざるを得えない。ご老体の息子はともかく、一匹も主あるじを護まもろうとする者がいないとはな」

「はは、あいつは儂わしのことを嫌きらっておるからの……無駄に年を取るものではないな。他の木もつ狐こにも、護られる理由となるほど何かをしてきたわけではないし。当然じゃよ」

「一いつ貫かんして中ちゆう庸ようを続ける……わかってはいたが、やはり貴方はそういう存そん在ざいなのだな」

「その通り」

　と、森皇は面おも白しろそうに肩を震ふるわせた。

「儂は何もしない。中ちゆう立りつよ。地凌大皇、そしてその娘。どちらに加か担たんしようと、なーんも得とくはないのでな。儂はただ、ここで日がな一日寝ていられればよい」

「聞きたいことがあるのだが……」

「中立だと言ったじゃろう？　知らんよ」

　視し線せんを逸そらす森皇。

　刹奈はしばらく瞼まぶたを閉じていた。が、すぐに彼女は視し界かいを取り戻し、強い意い志しを込めた瞳ひとみを森皇に向ける。

「ご老体は今、得がない、と言った。ならば得があればよいということか？　取引に応じるか？　取引ならば立場は変わるまい。中ちゆう立りつのまま、すべきことをするだけだ」

「ほう？　儂わしが何かを教える代わりに、ぬしが儂に何かをしてくれるというのかね？　何を？」

「それはこれから考える」

　刹せつ奈なは幹みきの上で揺ゆれる不自然な花と、頭ず上じようで生おい茂しげる枝し葉ようの天てん蓋がいを交こう互ごに眺ながめた後、ふと倫りん太た郎ろうを振り返った。

「倫太郎君。多少、考えるのに時間がかかりそうだ。少し外に下りていてくれんか。光ひか流るの相手をしてくれるとありがたい」

「え？」

　倫太郎の不安な心情が伝わったのだろう、刹奈は微かすかに唇くちびるを曲げた。

「なに、荒あら事ごとにはならんよ。心配はいらん」

「う、うん……」

「光流、お兄ちゃんに迷めい惑わくをかけないようにな」

「わかったー！」




　それからしばらく、森しん皇おうの眼がん前ぜんに空くう白はくの時が流れ。

　その静せい寂じやくと安あん寧ねいに森皇がうつらうつらと首を振り始めた頃ころになって、刹奈は不ふ意いに呟つぶやいた。

「義ぎ理りか？」

「うん？」

　言葉は聞こえたが、その意い図とはわからなかった。森皇は眠ねむ気けを振り払って頭を上げる。

　刹奈は今までと全く同じ、刀を脇わきに抱かかえて腕うで組ぐみした姿し勢せいで頭ず上じようの枝葉を見上げていた。視し線せんをそこに固こ定ていしたまま、彼女は続ける。

「いろいろと考えてはみたが、ご老ろう体たいが望むもの──取引の材料となるようなものが、どうしても見つからなかった。私はご老体のことを知っている。金きん奏そう皇おうほどではないが、水すい皇おうや火か界かい皇おうなどと比べれば知っている。私の知っている森皇は、何も望まず、ただそこに在あることだけを良しとする存そん在ざい。それはつまり、ご老体は何にも拘こう泥でいしないということだ」

「ふむ」

　と、森皇は曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

「なのに今、私に概がい念ねん詩しを教えることを拒きよ否ひしている。望んでいるかどうかも、あるかどうかもわからない代だい償しようを考えさせようとしている──」

「ああ、一つだけ訂てい正せいしておこう。何も望まぬわけではないよ。儂とて、されて嬉うれしいこと、手に入れて嬉しいものはある。何も望まぬなど廃はい人じんの証あかしよ」

「だが、積極的に求めているわけではない。それは同時に、『積極的に守ろうとするものがない』ことを意味しているように思える。だから聞いた。それでも私に概念詩を教えようとしないのは、地ち凌りよう大たい皇こうへの義理立てからか、と」

「ほほ。ま、それもある」

　森しん皇おうは肩を震ふるわせて笑う。刹せつ奈なの視し線せんがすっと降おりてきた。その瞳ひとみの圧あつ力りよくを苦く笑しようで受け流しながら、老おいた狐きつねは言った。

「儂わしが望むのは平へい穏おん。何にしろ、波なみ風かぜ立たぬが良いことよ」

「私もそう思う。が、もはや既すでに波風は立ってしまっている。一度鎮しずめずにはどうにもなるまい──そのためにはどんなことでもする。血も流すし、必ひつ要ようとあらば流させる。それだけだ」

「言っていることはわかるがの。なんと言うか、まだ乗り切れんのよ……ぬしの覚かく悟ごが、まだ見えぬのでな。あるのはわかるが、この森皇が関かん与よしてもよいものかどうか。決意させるほどには見えておらん」

「覚悟、か」

　刹奈は小さく独ひとりごちた。しばらく考えた後、彼女は納なつ得とくしたように首を縦たてに振る。

　そして彼女は、森皇の瞳を真ま正しよう面めんから見み据すえ、真しん剣けんな顔で言った。

「ご老ろう体たい。一つ聞こう。私を──」

　それは、森皇を驚きよう愕がくさせるに充じゆう分ぶんな言葉。

「──美しいと思うか？」

　森皇は心臓が跳はねたことを悟さとられないように、そっと顔を上げて刹奈を観察した。

　彼女は立っている。ただ、立っている。すらりとした体たい軀くに僅わずかの揺ゆらぎもなく、黒一色の髪は風に撫なでられて無む秩ちつ序じよに流れている。瞳は鋭するどく。静かで。それも、揺れない。

　全ては曇くもりのない氷のように美しい。氷に包まれた、永遠を手に入れた花のように美しい。

　そう思っていたのは事実ではあった。顔には出していなかったと思う……が、聞かれたのならば正直に答えるより他はない。

「今のぬしは人の姿すがたをしておるが、ほほ、そうよの。本質的には何も変わってはおらん。ぬしはぬしよ──確かに、美しくはある」

「そして、ご老体は美しいものを愛めでる」

「いかにも。もしや、その身を差し出すとでも言うつもりかの？」

　首を横に振り、刹奈は彼の言げんを否ひ定ていする。

「それは出で来きん。この身を預あずけるのは信のぶ孝たかだけだ。それに、もはやご老体はそのような肉欲とは無む縁えんと考えるが」

　森皇は笑った。

「その通り。では、何故なぜそのようなことを聞くのかね？」

「別のものを渡わたそう。ご老体は笑うかもしれん。笑わないかもしれん。が、これならば私の覚悟が示せるのではないかと思える。ご老体にも、少なからず得とくがあるのではないかと思える。さらに言えば肉欲とも情欲とも関係がない。花と同じと思ってもらって結けつ構こう」

　言いながら、刹奈は手に持った刀を滑すべらせ、ゆっくりと鞘さやから白はく刃じんを引き抜いた。

　その行こう為いに、森しん皇おうは彼女の言わんとしていることを悟さとる。もう一度、笑った。

「命か。覚かく悟ごを見せる、とは言うが……その格かく言げんを使っているのは人間達じゃろう？」

「この行こう為いの結けつ果かを判はん断だんするのは信のぶ孝たか──人間だ。問題はあるまい」

　刹せつ奈なの言葉に、森皇は胸きよう中ちゆうで苦く笑しようした。

　なるほど。

　確かにそれならば、覚悟の証あかしとなるのかもしれない。下手へたな言葉を並べられるよりは、冗じよう談だんじみた儀ぎ式しきで直接に示されたほうがまだわかりやすい。彼女が真に人間の夫を愛しているのならば、真にその行為を覚悟の証と感じているのならば、それは確かに──。

「信孝を信じてはいるが……私にとっても、これは死し活かつ問題なのだよ。どう思われるか、まったくわからんのでね」

　刹奈はひどく真しん剣けんな顔で、森皇にとってはどこか愉ゆ快かいに思える顔で呟つぶやき。

　そして自らに向けて、その刃を振るった。




　自然木で作られた城──その一本の柱の根元に、倫りん太た郎ろうはしゃがみこんでいた。すぐ向こうでは、光ひか流るが花畑に向かってのダイブを繰くり返かえしている。

　花畑。見み栄ばえよりも何よりも、手て間まのかからないことを重じゆう視しして作られた畑。それでもそれなりに綺き麗れいだった畑。今にして考えれば、あれは、単に誰だれかに『自分はそんなに不ぶ器き用ようでも面めん倒どくさがりでもない』ということを示したかっただけだと思う。そんな子供っぽいところのあるひとだった。花の一つが鮮あざやかな色を示すたび、野菜の一つが実をつけるたび、彼女は、──は、自じ慢まんげにそれを見せてきて、笑って──。

「……っ」

　まただ。違う。間ま違ちがうな。ここは、あそこではない。

　頭を振ってから、顔を上げる。

　ちぐはぐな花畑の中で、光流は気に入った花をぶちぶちと千切って集めていた。森皇に後で怒おこられなければいいが。

　ああ、かつての自分は、今のこの子と同じだった。幸せを信じていた。周まわりで何が起こっているのかも気付かず、ただ状じよう況きように流されているうちに、全てを失ってしまった。

　しかし言いい訳わけでも何でもなく、あのときはそれ以外の道はなかったように思う。

　自分は、ほんの──子供だった。

　今は違うというのか。今は成長しているというのか。無力だったあの頃ころと、何が違うというのか。

　倫太郎はなんとなく、横に置いていたリュックからあのナイフを取り出した。柄つかは持てないので、勿もち論ろん鞘さやを摑つかんで。地面に打ち付けるようにして刃を抜き出す。

　鋭するどい刃が光を反はん射しやする。綺麗だとかよく切れそうだとか思うより前に、本ほん能のう的てきに感じてしまう──怖こわい、と。

（確かに……こんなのは、力なんかじゃない）

　持っていてもどうにもならない。ならば持たせないほうがいい。理には叶かなっている。誤ご解かいはときに無む知ちよりも性質たちが悪い。だからと言って納なつ得とく出で来きるかと問われれば、決して出来ないのではあったが。

　倫りん太た郎ろうは刃から光ひか流るに視し線せんを戻し、もう一度状じよう況きようを冷れい静せいに見つめ直そうとした。

　状況を単たん純じゆん化かすれば、確かに、あの子は自分だ。途と中ちゆうにいた自分。そして何も知らないまま、終わってしまった自分。何も出来なかった、何もしなかった自分だ。

　過去の自分を、現在の自分が眺ながめているようなものだ。ならば、どうすればいい？　例たとえばあのとき絵え馬まの横にこの自分がいたとして、高こう難むず倫太郎という子供に対して何が出来たか？

（わかるわけ……ないよ）

　状況を詳くわしく説明する？　ならば自分はただ混こん乱らんし泣き叫び、さらに大人達の足を引っ張っていただろう。物理的に護まもる？　その力があれば苦労はしない。

　倫太郎は息を吐く。力がないのならば、それ以外の何かで役に立つしかない。幸いにして、今はその余よ地ちはある。

　脳のう裏りに、今まで手に入れた詩を思い浮かべる。まず、結けつ界かいを構成する概がい念ねんである陰いんの詩二つ。

『死は不ふ可か視しの失うしないを生み

　失は無む為いの業ごうを欲する

　業は消えざる罪つみを刻きざみ』

『祟たたりは無形の谺こだまに変ずる

　谺は深しん遠えんなる旭あさひを導みちびき

　旭は謎なぞめく真まことを見せる』

　そして陽ようの詩。

『谺は真の祟であり

　旭は孤こ高こうに輝かがやく』

『艶えんを受じゆ諾だくするものはなく

　あるいは艶こそが罪である』

　相変わらず、意味がわからない──。

　そもそも、知るべきは何かという疑問を確定させよう。

　倫太郎は金きん奏そう皇おうの言葉を思い出す。

　四し皇おうはそれぞれ二つの詩を持っている。結界を形成する概念の『陰の詩』と、その逆ぎやく──結界を解かい除じよする方法を示す『陽の詩』。

　最も簡かん単たんに考えれば、必ひつ要ようなのは『結界を解除する方法』である。が、それがすぐにわかるとは思えない。今まで手に入れた詩の断だん片ぺんからでも、陰の詩と同じく陽の詩も暗あん号ごう化かされているのは間ま違ちがいないと思えた。

　結けつ局きよくのところ、やはりこの二つの詩はセットになっているのだろう。二つで一組。

　結けつ界かいを解かい除じよする方法は当然ながらその結界を形成する『概がい念ねん』に関かん与よするもののはずである。つまり陽ようの詩にもその概念は関係しているはずなのだ。陽の詩単たん独どくで考えても答えは出ないだろう。陰いんの詩に含ふくまれる結界形成概念を理り解かいすることが、陽の詩の解読にも繫つながる──そう思える。

　その推すい測そくを後あと押おしするものもあった。水すい皇おうから聞いた、二つ目の詩だ。

　谺こだま。祟たたり。旭あさひ。罪つみ。これらの言葉は、陰の詩にも陽の詩にも存そん在ざいしている。やはり二つの詩は無関係ではない。

　これらの一文字の言葉が鍵かぎなのだろうか？

　この言葉が、何か別の意味を隠かくし持もっているのだろうか？

　それらを全て理解すれば、結界を形成する概念がわかるのだろうか？

（何だ？　言葉の意味？　共通点？　並び？　それとも他に、何か法ほう則そくが？）

　死ねば失うしなわれる。失われれば業ごうが生まれる……詩の文は当然の真しん理りのようでもあり、単なるこじつけのようでもある。

　はたして、これらが示している概念とは何か？

　思し考こうはそれ以上先には進まない。が、まだだ。まだ焦あせることはない。

　倫太郎は自分の胸むねが焦しよう燥そうではちきれそうになっていることを自じ覚かくしながら、理り性せいと意い志しを総動員して思考の制せい御ぎよを行った。焦あせった状じよう態たいでいい考えが浮かぶはずはない。それに、確かに二つ目の詩を手に入れたことでヒントは増ふえたのだ。ならば三つ目、四つ目と手に入れていくうちに、さらに答えは出しやすくなるだろう。

　──おそらく。

「おにいちゃん？　どうしたの？」

　ふと気がつけば、眼がん前ぜんに光ひか流るが立っていた。両手一いつ杯ぱいに綺き麗れいな花を抱かかえ、楽しそうに、笑っている。

　重なる。自分の姿すがた。そして一本の綺麗な花が咲いただけで幸せそうだった──母親の、姿。

　倫太郎は光流に向かって笑え顔がおを返しながら、胸きよう中ちゆうで思っていた。

　どこかに見えない棘とげが刺ささっている。痛いたい。だけどそれがあるから、棘が刺さった事実を思い出すことが出で来きる。抜けない棘が刺さるのはとても痛い、悲しいことだという当然の事実を理解して──他の誰だれかの胸に棘が刺さらないようにすることが、出来る。

「光流ちゃん。ママ達のこと、好き？」

　一いつ瞬しゆんきょとんとした光流だったが、すぐにぶんぶんと首を縦たてに振った。

「うん！　ぱぱもままも、ひめたかも、みんな好き！　あ、おにいちゃんのことも好きだよ！」

「はは、ありがとう……みんなと、ずっと一いつ緒しよにいたいよね？」

「うん」

「ずっと一いつ緒しよにいられるよね？」

「うん！」

　ああ、同じだ、やはり、同じだ。信じている。ただ、純じゆん粋すいに、幸せを信じている。

　そして彼女とは対たい照しよう的てきに、それが失うしなわれることの恐きよう怖ふを、痛いたみを、自分は知っている。経験したが故ゆえに、知っている。

　だからだ。だから、絶ぜつ対たいに、失わせてはいけない。

　彼女の無む知ちを、無知のままにしておくために。

　幸せな無知を、痛みを伴ともなう記き憶おくに変えてしまわないために。

　家族全てを、一人も欠かかさず、逃にがしてあげよう──。

　倫りん太た郎ろうはそっと手を伸ばした。頭を撫なでられた光ひか流るが、くすぐったそうに首を縮ちぢめる。

（簡かん単たんなことだよ。僕だって──逃がし屋なんだ。だから絶対に謎なぞを解とく。絶対に──この子を、僕にはしない）




　足音が聞こえた。

「話はついた。すまないな、光流の相手をさせてしまって」

「いいですよ、全然──」

　と振り返って、倫太郎は絶ぜつ句くした。刹せつ奈なの姿すがたに。

　光流も目をまん丸にして、自分の母親の顔を見つめている。

「まま……？」

「ん？　綺き麗れいな花だな、摘つんだのか。花はな冠かんむりの作り方でも教えておけばよかったな……今度教えてあげるよ、光流。いや、私も信のぶ孝たかに教わったのだがね」

　軽く言っていた刹奈がようやく二人の視し線せんに気付いた様よう子すで、ああ、と自分の後こう頭とう部ぶを撫なでた。腰の辺あたりまであった黒髪は、今は──肩に届くか届かないかのところまで短くなっている。

「刹奈さん、髪が……」

「これか。老ろう体たいにくれてやった。なに、伸びすぎて邪じや魔まだと思っていたところだ。丁ちよう度どいい」

　頭の軽さを確かめるように、刹奈は首を振る。

「ままの髪、綺麗だったのに……いいの？」

「おかしいかい？」

「ううん、全然！　かっこいい！　でも、ちょっと……もったいないかなって」

　刹奈は光流に向けて、優しく笑った。

「勿もつ体たい無ないものなどない。何を失っても構かまわないのだよ。私が一番大事にしているものさえ守れればね」

「大事にしているもの？」

「光ひか流る達のことさ」

　自分の娘をぎゅっと抱だきしめながら、刹せつ奈なは倫りん太た郎ろうを手て招まねきした。囁ささやくようにして言う。

「取引は成立した。陰いんの歌は、

『罪つみは妖あやしき艶えんを求める

　艶は虚むなしき奪うばいを強しいる

　奪は逃のがれえぬ祟たたりを誘さそい』

　陽ようの詩が、

『あらゆるものが死であり

　失うしないは死ならざる全てである』

　だ」

「ああ……なるほど」

　やはり、三つ目の詩によってさらなるヒントが得えられた。

　順番だ。鍵かぎであると思われた、一文字の言葉──それらはやはり、連続している。文の中にある二つの言葉が、一文字ずつずれていくということだ。つまり並べれば、

『死は不ふ可か視しの失を生み

　失は無む為いの業ごうを欲する

　業は消えざる罪を刻きざみ
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　罪つみは妖あやしき艶えんを求める

　艶は虚むなしき奪うばいを強しいる

　奪は逃のがれえぬ祟たたりを誘さそい

　祟は無形の谺こだまに変ずる

　谺は深しん遠えんなる旭あさひを導みちびき

　旭は謎なぞめく真まことを見せる』

　となるのだろう。

　そして陽ようの詩からも、問題となっているのが死や失うしないなどの一文字だということは明らかだ。

　やはり鍵かぎはその一文字だろうか。

　疑問は変わらない。

　ここで示されている概がい念ねんは何だ？　これらの文字は何を現している？

　この文字の意味を考えればいいのか。文字が次々と現れることの意味を考えればいいのか。

　概念。この文、この文字が示す概念とは……。

「うーん……」

「何かわかったか？　私のほうはさっぱりなのだが」

「なんとなく形にはなってきたような気がする。でも、肝かん心じんなところはまだ」

「そうか。四し皇おうはあと一人いるのだ。全部揃そろわねば、やはり答えは得えられないのかもしれん。焦あせることはない──君のことは頼たよりにしている」

　頼り。

　自分に出で来きること。

　自分に唯ゆい一いつ、出来ること。

「行こう。火か界かい皇おうは好こう戦せん的てきな者だが、それゆえに単たん純じゆんだ。力勝負になるだろう」

　力。力がないのならば、せめて頭を使わなければ──。

（死、失、業ごう、罪……くそ、何なんだ？　いや、まだ、まだ──）

　刹せつ奈なの背中を追って歩きながらも、倫りん太た郎ろうは必ひつ死しで謎なぞについて考え続けていた。




　花もいいが、たまにはこういうものも素す晴ばらしい。

　子供じみた覚かく悟ごの証あかしと言えばそうであったが、確かに、これは手に入れて嬉うれしいものだ。

　刹奈の切きれ端はし。これがあれば、いつでもあの美しい刹奈の姿すがたを思い起こすことが出来る。

　変化の術じゆつが解とけて黒い狐きつねの体毛に変わった刹奈の髪に、森しん皇おうは鼻先を埋うずめていた。

　綿のように柔やわらかいし、心地ここち良よい匂においがする。彼女が言った通り、これは決して意い地じ汚きたい情欲などではない。花と同じ、ただそこにあるモノを愛めでているだけだ。

「懐なつかしいのう……あれの母親も美しい女おな子ごであった。血は争えんということか」

　刹奈の母親を見たときも綺き麗れいだとは思ったが、別段その上に乗りたいなどとは思わなかった。とっくの昔に、そのような劣れつ情じようは枯かれ果はてていたのだ。しかし、彼女の匂においがひどく甘く温あたたかかったのだけは、今でも覚おぼえている……。

「ふむ。ふむふむ……」

　懐なつかしい匂いに全身を支し配はいされ、穏おだやかな眠ねむりにつこうとしていたそのとき。

　森しん皇おうは、ひたひたと幹みきを登ってくる足音に気付いた。その足音の主達──二匹だった──は、すぐにここに辿たどり着つく。

「楽しげなことをしているな」

「おお、おぬしか。珍めずらしいではないか、こんなところに来るなど。いいのか？　守しゆ護ご方位を離はなれれば、地ち凌りよう大たい皇こうが──がはっ！」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかった。

　全身が熱くなる。全身が冷たくなる。その二つが同時に起こった。

　自分の身体の下から流れ出す赤黒い血を視し界かいに捉とらえて初めて、自分の胸むねに穴あなが開あいていることに気付く。

（馬ば鹿かな。ゆ、油ゆ断だん……した、か……）

　一匹。見覚えのある、自分に似にた、茶色の体たい軀くの狐きつね……それは自分の子。長く森皇となっている自分をどこか憎にくんでいるような、森皇の力がいつまで経たっても得えられないことに不満の気け配はいを見せていた、古い子だった──。

（しかしな。儂わしがまだ生きておるのだから、仕し様ようがなかろう……それでか？　馬鹿者が）

　彼は遠くから、無表情で、こちらを眺ながめている。

　そしてもう一匹。

　自分の胸を貫つらぬいたのは何か。わかっている。

　その、青い体毛の狐が操あやつる、水の槍やりだ──。

「水すい……皇おう……」

「さっさと死ね。クソジジイ」

　水の槍が自分の脳のう髄ずいを抉えぐる感かん覚かくを最後に、森皇は全てを失った。
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「ふぅ……」

　何度目かの挑ちよう戦せんも、無む駄だに終わった。壁かべが破れないのならば、他にすることはない──再ふたたび、信のぶ孝たかの前に座すわる。

「お疲つかれ様。こう言うのも何だけど……そんなに気を張らずに、もっと気長にやったらどうだい。あ、そう言えばリュックの中にお茶があったと思うけど。飲むかい？」

　申し出はありがたかったが。

　天あま宮みやはゆっくりと閉へい塞そく世界を見回してから、いずれ訪おとずれる危き機きについて思いを馳はせた。

「結けつ構こうです。慣なれていますので」

　吸収すれば、必ひつ然ぜん的てきに出さなくてはならないではないか。どうするのだ？　いよいよというときになれば、何か手を考えないわけにはいかないだろうが……。

　そのとき気付いた。小さな一いつ対ついの瞳ひとみが、じっと自分を見つめている。

　天宮は僅わずかに前ぜん傾けい姿し勢せいになって姫ひめ孝たかを覗のぞきこんだ。

「……起きましたか」

「うん、さっきね」

　そのままじっと見ていると、姫孝は口をちんまりと開け、あふぇ、などという声を発した。目は線のように細まり、ミニチュアのような拳こぶしがびしびしと信のぶ孝たかの手を打っている。

「……可か愛わいいです」

「ふふふ、そーでしょ？」

「あの、一つ気になったのですが」

「何かな？」

「姫孝さん……や、光ひか流るさん。何か、他の子と違っていたりは？」

「え？　うーん、そうだね。刹せつ奈なの話によると、どうも半はん人じん半はん狐こは産うんだときの親の状じよう態たいで性質が決まるらしいんだ。刹奈は人間の姿すがたで姫孝達を産んだから、基本は人間なんだよ。それに、半はん妖よう怪かいとしての成長は後こう天てん的てきに起こるらしくてね……今はまだ、ほとんど全部人間と一いつ緒しよだよ」

「なるほど」

「あ、そう言えば光流の帽子の下、見た？　見てないか。光流さ、ちょっと狐きつねの耳が生はえてきてるんだ。あれはあれで可愛いよ～。そのうちに刹奈がちゃんとした隠かくし方かたというか化け方を教えるとか言ってたけど、実は僕はあのままでもいいかなーなんて。あ、でもやっぱりプールの授業とかあったら困るんだよねー今も体育とかちょっと微び妙みようなんだけど可愛いから先生も見み逃のがしてくれてるらしくて……」

　信孝の親バカ子供自じ慢まんを聞き流しながら、天宮はじっと姫孝を見つめていた。

　そうか、やはり、一緒なのだ。

　子供は可愛い。

　世界真実普ふ遍へん的てきに、普ふ通つうの子供は可愛いのだ。自分の感性は正しかった。

　ふ、と姫孝が真ま顔がおに戻る。天宮がそのまま視し線せんを逸そらさないでいると、何かの拍ひよう子しにまた姫孝が笑った。天宮の頰ほおも緩ゆるむ。そうしていると姫孝がこくりと首を傾かしげた。天宮も釣つられて首を傾かしげた。鏡に映ったように向かい合って、こくり。逆ぎやく方向に、こくり。こくり。

　そうしているうちに、信孝が言ってきた。

「……抱だいてみるかい？」

「え？　いやしかし、私は子供など抱だいたことはなくて、危あぶないというかいえ勿もち論ろん危なくするつもりはないのですけど何と言いますか」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、落としたりしなければ。それにアレだ、メイドさんだったら子供の扱あつかいも出で来きないといけないんじゃないかい？」

「それはそうかもしれませんが……」

　僅わずかに、口くち籠ごもる。

「今までそのような役割を求められたことはあまりなかったので、扱いはまったく」

「だったら丁ちよう度どいいじゃないか。いつか必ひつ要ようになるかもしれないだろう？　ほら、習うより慣なれろさ。姫ひめ孝たかも、そろそろ家族以外の人に慣れていって欲しいし」

　人の職しよく業ぎよう的てき矜きよう持じを刺し激げきするようなことを言ってくれる。それに、興きよう味みがあるのは事実だ。

　すすす、と天あま宮みやは手を顔の前に上げ、親指の先に人差し指を近づけて言った。

「では……その、ちょっとだけ」

「うん、はい」

　姫孝は父親の腕うでから、天宮の腕へ。

　何よりもまず、想そう像ぞうよりも重いことに驚おどろく。ずっしりとした手て応ごたえ。

（ああ、とても──柔やわらかい。温あたたかい）

　天宮の手の中で、姫孝はきょろきょろと首を回していた。天宮の瞳ひとみを見つめてみたり、後ろにいる信のぶ孝たかを振り返ってみたり。その行動の一つ一つが確かな重みを持っており、天宮の腕に反動として返ってくる。それはまるで、自分という存そん在ざいがここにいることを、身体の全てを使って表現しているかのようだった。

　います。自分は、ここにいます──。

（ええ。ええ……わかっていますよ）

　これから育っていく、生まれたばかりのいのちがここにある。

　それはとても不ふ思し議ぎで、素す晴ばらしい──奇き跡せきのように、思えた。

　そのうちに、姫孝は短い手を伸ばして、天宮の胸むねをぺたぺたと触さわってきた。

　信孝がぶっと吹き出す。

「あ、あの……」

　姫孝はいやいやをするように頭を振りながら、一心に顔を天宮の胸に押し付けてきた。

「そ、それはちょっと。あの、多分、出ないと思うのですけども……!?」

「ご、ごめんね。代わろうか」

「いえ、謝あやまられるほどの問題はありませんが、その」

　先せん刻こく思った通り、真しん摯しな欲求に満みち溢あふれた姫孝の力はそれなりに強い。

「た、多少くすぐったくはありまして……ひ、姫孝さん？」

　その声を聞いたわけでもなかろうが、姫孝が顔を上げた。じっと天宮を見つめる。そのまま待つ。そして数秒後、状じよう況きように何も変化がないことを悟さとったのか……。

　姫ひめ孝たかは大声で泣き始めた。

「ああっ!?」

　天あま宮みやは顔を引ひき攣つらせた。心臓が跳はねる。自分が混こん乱らんしていることを自じ覚かくする。恐おそろしい。今までの人生の中でも、これは最大級の危き機きだと思えた。自じ制せいが利きかない。すべきことがわからない。まったくわからない。

「どうすれば……どうしたら……!?」

　姫孝を抱かかえ上あげ、右へ左へとオロオロする天宮に、信のぶ孝たかが笑って言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、おなかがすいただけさ。こんなこともあろうかと、ミルクと離り乳にゆう食しよくを持ってきてよかった。まずはミルクからかな」

　と、信孝は姫孝を受け取り、哺ほ乳にゆう瓶びんを口の前に差し出した。ぴたりと泣き声が止まり、小さな手が瓶を支え持つ。

「現金なもんだよ。やっぱり可か愛わいいなぁ」

　こくこくとミルクを飲み始めた姫孝を覗のぞきこむ。もう泣き出す様よう子すは欠片かけらも見られない。なんとなく指を伸ばし、その柔やわらかな頰ほおをつついてみた。反はん応のうなし。気付いてすらいない様子だ。

（ああ──）

　天宮の胸に、奇き妙みような感かん慨がいが生まれた。それは今まで一度も心に浮かんだことのない疑問。
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　自分も、このようなときがあったのだろうか。

「ねぇ」

「あ、はい。何でしょう」

「余よ計けいなことを言うよ。君は、なんだか──子供だけじゃなくて、『家族』ってものに、あまり実感が湧わいていないんじゃないのかい？」

　信のぶ孝たかは姫ひめ孝たかにミルクを与えている。視し線せんはこちらを向いてはいない。天あま宮みやにとってはありがたいことだった。自分が浮かべているのは、多た分ぶんあまりよくない表情だろうから。

「はい」

「君の家族は？」

「父は、私が生まれる前に」

「……ごめん」

「いいのです。母はいましたから」

「逆さか貫ぬきさんの家ではお会い出で来きなかったよね。今は別のところに？」

「ある意味では。母も、私が子供の頃ころに──他た界かいしましたので」

「……そう」

　今度は信孝の口から謝しや罪ざいの言葉は出なかった。

　その代わりに、しばらく間をおいた後、聞いてきた。

「しっかりと、覚おぼえている？」

　ああ、覚えている。母の姿すがた。

　村の支し配はい者しやに仕つかえ、従じゆう順じゆんな使用人としての役目を完かん璧ぺきにこなしていた。だが、それだけではなかった。彼女は確かに自分の母だった。いろいろなことを教えてもらった。いろいろなことを話した。喧けん嘩かもしたし怒おこられもした。自分が無意味を崇すう拝はいし、心を閉じるようになったのは、母がいなくなってからのことだ。

　思い出せる。全ての事こと柄がらを思い出せる。

　母は確かに、自分の最も近くにいた。生まれてからずっと。いなくなるまでずっと。

　──しかし。

　自分は最後まで、一番大事なことには気付かないままだった。

　気付けば、知っていれば、変わっていたのだろうか。

　母の反はん抗こうに。

　従順だった母が全てを裏うら切ぎり、そしてただ一つの命を救すくった、あの崩ほう壊かい原げん因いんに。

「──覚えています」

「幸せだったかい？」

　そんなものは。

　決まっている。

　天あま宮みやは顔を上げ、信のぶ孝たかを見た。彼はこちらを見てはいなかった。だが、それでもよかった。




「はい」




「じゃあいいじゃないか。君は知っている。家族がどういうものなのか、その意義と意味を知っている。実じつ感かんが湧わいていないのは、ただ、それを見つめ直していないだけだよ。怖こわがらずに、ゆっくりと思い出していけばいい。思い出して、自分のものにして、そしてまたどこかにしまいこめばいい。それだけのことさ」

　それだけのこと。

　それだけの、こと──。

　天宮は頰ほおの力を完全に抜いて、ただミルクを飲む姫ひめ孝たかの顔だけを眺ながめていた。

　なんとなく、母親の気持ちがわかったような気がする。

　たとえ、主あるじの命令に背そむくことになるのだとしても。全てを裏うら切ぎることになるのだとしても。

　この温あたたかい『いのち』が失われるのを──見み過すごすわけには、いかなかったのだろう。

　それはあるいは、かつて自分が行ったあの無意味への抵てい抗こうと同じ理由なのかもしれなかった。

　単たん純じゆんに、他の何よりも失いたくないものがあったというだけの話。

　静かな世界。閉へい塞そくした、小さな空間だけが自分を包んでいる。

　信孝がふと顔を上げて、思い出したように呟つぶやいた。

「外はどうなってるのかなぁ……刹せつ奈な達、何をしてるんだと思う？」

「刹奈様のことはわかりませんが、絵え馬ま様は、多た分ぶん」

　と、天宮は首を回して頭上の灰はい色いろを見上げた。微かすかな嘆たん息そくとともに、続ける。

「また、不ふ必ひつ要ようで理り不ふ尽じんな苦労をしていることだと思います」
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　天高くから落ちてくる、その爪つめと牙きばに紅ぐ蓮れんの火か炎えんを纏まとった炎えん狐この攻こう撃げきを避さけるため、素す早ばやく後ろに飛ぶ。仕上げは出で来きている──小こ瓶びんから撒まき散ちらした聖せい水すいは、既すでに炎狐の着地点で真しん円えんを描えがいていた。

「其そは至し高こう聖せい者じやの命めいなり。父なる神の命なり。子なる神の命なり。聖せい霊れいなる神の命なり。十じゆう字じ架か秘ひ儀ぎの命なり。殉じゆん教きよう者しや悼いたむ血の命なり──Amenエイメン!!」

　早口で聖せい文もんを唱となえ、発動のタイミングはやはり右指が鳴なる音。発動合図は、やはりこれが一番慣なれている。

　それは悪あく意いの量に応おうじて調ちよう伏ぶくの威い力りよくを増ます、浄じよう化かと祝しゆく福ふくと水の属ぞく性せいを持った神しん聖せいの結けつ界かいだ。殺さつ意い溢あふれる火の狐きつねに有ゆう効こうでないはずがない。

　円形の結けつ界かいの中に光こう輝きが溢あふれ、それは回転しながら逆ぎやく向むきの滝たきのように上じよう昇しようする。天てん空くうに光が吸いこまれるのを合図にして結界が弾はじけた後、中に倒たおれていた炎えん狐こはぴくりとも動かなくなった。が、その成せい果かを確認する暇ひまはない。

　前方、右後方、そして左後方から、それぞれの力を放ほう出しゆつしながら青と赤と茶色の狐きつねが突とつ進しんしてきた。

　水は鋭するどい牙きばを具そなえた蛇へびへと変じ、斬ざん殺さつの意い志しを飛沫しぶきにして咆ほう哮こうする。

　割れた大地からは炎えん獄ごくの火ひ柱ばしらが吹き上がり、焼しよう殺さつの意志を歪いびつな波は形けいで奔ほとばしらせる。

　禍まが々まがしい色の実が無数に破は裂れつし、腐ふ殺さつの意志を毒どく汁じるに込めて撒まき散ちらす。

　絵え馬まは身を低くすると、懐ふところから取り出した三枚の呪じゆ符ふをそれぞれの方向に投げた。狙ねらい通りの場所に狙い通りのタイミングでその紙が舞まい降おりたときには、既すでに詠えい唱しようは完成している。

「前門に《輝かがやける審しん秘ぴ》！　右門に《喪そう失しつ満たす稀き蹟せき》！　左門に《背はい徳とくの葬そう造ぞう》！」

　そして現れたのは、記号とも文字とも判はん別べつのつかない無数の文もん様ようが壁かべとなって形成された黄金の結界。神しん秘ぴと奇き跡せきと創造の遷せん移い概がい念ねんが描えがかれた符ふによって作り出された三角錐領域ピラミツドは、概念図形によって空間に意志と意味を張り巡らせる。

『堅けん固ご』、そして『反はん射しや』。

　その意味の通りに結界は三匹の攻こう撃げきを防ふせぎ、同時に狐達の突とつ進しんベクトルをマイナス方向に転てん換かんさせた。突進の勢いきおいそのままに、いやさらに倍ばい加かした速そく度どで、狐達が後方に吹っ飛んでいく。

　役目を終えた結界が消え去り、絵馬が再ふたたび身を起こした次の瞬しゆん間かん、今までその頭があった場所を地面から筍たけのこのように生はえてきた鋭するどい土の柱が通過していた。遅おくれて飛びかかってくる土どつ狐この顎あごを蹴けり上あげ、逆にその筍の上に弾はじき飛とばす。結けつ果かは知らない。

　横手から叩たたきつけられる殺さつ気き、そして形を持った熱気に反はん応のうして横に転ころがると、その炎狐は隠かくる夜やが振り下ろした棍こんによって地面に叩きつけられていた。

　全身をどこかみすぼらしい様よう子すへと変えた烏からす天てん狗ぐが、楽しそうに──あるいはヤケクソのように肩を震ふるわせる。

「はっは。なんだか気分がいいではないか。ん？　クソ人間、礼はどうした？」

「後でな」

　絵馬と隠夜は背せ中なか合わせに、未いまだその半数を残している狐達を油ゆ断だんなく睥へい睨げいした。

（こいつと肩を並べて、かぁ……やれやれ、想そう像ぞうもしなかったな）

　絵馬が小さく嘆たん息そくしたとき、隠夜が言った。

「何か知らんが……呪じゆ言ごんを唱となえるなど、珍めずらしいではないか。いつもは硬こう貨かを投げ、単に指を鳴ならすだけだろう。どういう心境の変化だ？」

「はは……普ふ段だんは忘れてるんだよ。使う必ひつ要ようもないことが多かったし。だがね、やはりちゃんとした手順に則のつとったほうが威い力りよくは上がる。使っちまうといろんなしがらみとかを思い出しちまうから、基本的に使わないことにしてたんだが」

　話している間にも、狐きつね達の攻こう撃げきは続いた。

　金きん狐こと水すい狐こが二人の横手から、同時に術じゆつを放はなってくる。鋭するどく尖とがった無数の金きん属ぞくの飛礫つぶてが、荒あれ狂くるう水流に吞のみこまれ同化し、二人の肉体を抉えぐり取とろうと近付いてくる。

　絵え馬まは銀ぎん貨かを足元にばらまき、続く動作でねじくれた短剣を狐達に向けて投げつけた。それは刺ささらなくてもよい。相手の向こうに到とう達たつさえすればそれでいい。そして、今では失われた言語、記号としての意味しか持たない言語を口走る。

「《銀の巨人、立ちて胎動すネヴイム・エデイア・フ・ナブラ》！　《魔女は断頭台の夢を見ないエステルミルエ・ヰゾルト・カンツイー》！」

　その結けつ界かいは、純じゆん然ぜんたる技術としての『魔ま術じゆつ』。人間という矮わい小しような存そん在ざいが血と汗あせで洗せん練れんした、真しん理りという名の異い常じよう法則を扱あつかう技術だった。それは特別な効こう果かは生まない。技術は楽をするためにある。システマティックに行うことで意い志しの伝達力が高まり、そして結界形成の疲ひ労ろうが抑おさえられ──結けつ果か的てきに結界の威い力りよくが上じよう昇しようするだけだ。することはいつもと同じ。

　月光の如ごとき薄うすい銀色の結けつ界かい壁へきで敵てきの攻撃を遮しや断だんし、それを流用して敵本体を囲む。

　その行こう為いは基本中の基本。今まで飽あきるほど繰くり返かえしてきた作さ業ぎよう。飽きるほど、繰り返させられていた作業──。

　戦いは終わらない。

　狐がいる。どこにいる？　どこにでもいる。攻撃される。止とどまることなく攻撃される。右手で殴なぐった。倒たおれたところを足で踏ふみ潰つぶした。水すい刃じんが腹を掠かすめた。左腕うでが痛いたんだ。肘ひじで額ひたいを割った。膝ひざで骨ほねを破は壊かいした。右手で殴った。左腕が痛んだ。結界を張った。指で眼がん球きゆうを抉えぐった。肩に乗せて投げ飛ばした。炎ほのおでジャケットが焦こげた。左腕が、左腕が、今はもう存そん在ざいしない左腕が、引ひき攣つれるように痛んだ。

　この痛みが幻げん覚かくなのか真実なのか、そこに肉があるのかないのかすらもわからなくなる。左側から襲おそわれる。反射的に左腕で弾はじき飛とばそうとする。ない。動くはずはない。結けつ局きよく、靴くつの爪つま先さきをそいつの口に捻ねじこんでやった。

　絵馬は胸きよう中ちゆうで苦く笑しようした。

　幻げん肢し痛つうが止まらない。精せい神しんは肉体を誤ご解かいしている。

　それは、戻った、ということだった。今よりもある意味で弱く、今よりもある意味で強かった、あの頃ころの逆さか貫ぬき絵馬に。

　あのときと同じような舞ぶ台たい。状じよう況きようは違うが、似にてはいる。そして失われるものは、あのときよりもさらに多い──。

　その舞台がここに用意されている意味。それは。

（わかってる。ああ、わかってる。やり直せ、ということだろう──!!）

　望むところだ。

　見えた。視みえた。

　眼がん前ぜんにいる敵は狐ではなかった。冗じよう談だんのような身体能のう力りよくと幻覚術を操あやつる、数百の猫ねこ又まただった。

　背はい後ごにいるのは隠かくる夜やではなかった。ごく普ふ通つうの、優しすぎる人間の父親と、明るく楽しく陽よう気きで不ぶ器き用ようで、ほんの少し話しただけでも好こう感かんが持てた、若い猫ねこ又またの母親と──。

　事じ態たいが理り解かい出で来きない様よう子すで、ぼんやりと立たち尽つくしている、




　高こう難むず倫りん太た郎ろうという少年だった。




　幻げん影えいと戦う。手て加か減げんはしない。

　自分の痛いたみなども、どうでもいい。

　遥はるか過去、物心つく前に刺しこまれた棘の痛みで、あの少年と自分とに刺さしこまれた棘とげの痛みを消すことが出来るのなら。見えない棘を抜くことが出来るのなら。棘の存そん在ざいを忘れることが出来るのなら。

（忘れるなよ、倫太郎。私は逃にがし屋やだ）

　胸きよう中ちゆうで呟つぶやく。ああ、そうだ。

　だから囮おとりになる。全員が逃げるために、全員を揃そろって逃がすためにベストな方法だけを、自分は全力でやりとげる。

　繰くり返かえしはしない。絶ぜつ対たいに逃がしてやる。

　不ふ条じよう理りに翻ほん弄ろうされる家族、その全員を。

　そして、もう一人。

（勿もち論ろん、あんたも──その棘の痛みから、逃がしてやるぞ！）
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　森の中に忽こつ然ぜんと姿すがたを現した、赤せき褐かつ色しよくの土と角ばった岩が無む造ぞう作さにその姿すがたを晒さらしているだけの荒あれ地ち。ひどく退たい廃はい的てきなその光こう景けいは、赤土の海に大きさも疎まばらな灰はい色いろの船が幾いくつも浮いているようでもあった。その例たとえで言うと……岩の隙すき間まに点てん在ざいする、葉の一枚もつけていない不健康な木は、うら寂さびれた灯とう台だいか、あるいは──マストを海上に突き出した難なん破ぱ船せんか。少なくともあまり幸福感とか安心感を与えてくれるような絵ではない。今までの森で感じていた草と木の芳ほう香こうはなりを潜ひそめ、ここには原始的で男性的な赤土の匂においだけが満ちている。

「やっと来たか。待ちくたびれたぜぇ」

　そこで一同を待ち受けていた、右目が潰つぶれ、灼しやく熱ねつ色いろの全身を無数の傷で覆おおった巨きよ大だいな炎えん狐こが嬉うれしそうに言った。

「刹せつ奈なよぉ……前から、思ってたんだぜ。単たん純じゆんな話だ。俺とお前、どっちが強いのかってな」

「火か界かい皇おう……」

「ああ、部ぶ下か達は全員、派は手でに暴あばれてる奴やつ等らのほうに回した。変に邪じや魔まされたら戦いが楽しめなくなっちまうだろう？　あっちが囮おとりだってことは百も承しよう知ちだ……わざわざ逃にげずに戦ってる意味がねぇもんなぁ」

「相変わらず、争いごとにかけてはよく頭が回る」

　呟つぶやいて、刹せつ奈なは倫りん太た郎ろうと光ひか流るを背はい後ごに押しやって前に出た。

　火か界かい皇おうは太い四し肢しを歓かん喜きで震ふるわせ、待ちきれない様よう子すで立ち上がった。赤い頭を上下にぶんぶんと振りながら、涎よだれと本ほん音ねを同時に口から零こぼす。

「くっく……一いち応おう、お前は地ち凌りよう大たい皇こうの娘だったからなぁ。戦うことは出で来きなかったが──今は別だ。地凌大皇に歯向かってるんだろう？　敵てき対たいする奴やつと戦うなとは、さすがの地凌大皇も言わんはずだ。捕とらえろみたいなことを言っているが、知ったことか。お前はそんな生なま易やさしい女じゃねぇ」

「私のことを買ってくれるのはそちらの勝手だが。いいのか？」

「地凌大皇の命令など知らん。お前の事情も知らん。俺はな、ただ、お前と全力で戦えればそれでいいのよ！」

「ふむ」

　と、刹奈は肩越ごしにちらりと光流達を見やった。

「あのきつねさん、怖こわい……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ……大丈夫」

「そうだ光流、怖がることはない。私のことを信じて、待っているといい」

　優しく笑って刹奈が言うと、前方の火界皇が不満げに鼻を鳴ならした。

「おいおい、なんだその顔は……まさかガキ産うんで腑ふ抜ぬけたってわけじゃねぇだろう、ああ？」

「舐なめてもらっては困こまるな、火界皇」

　刹奈は一いつ瞬しゆんにして、その手に持った刀と同じ冷たさをその瞳ひとみに取り戻した。

　それを確認し、火界皇は顔がん面めんに喜き悦えつの色を浮かべて自らの牙きばを舐めた。

「じゃあ問題はねぇな。やろうぜ。手て加か減げんなしだ」

「よかろう。私が勝てば、聞きたいことに全て答えると約やく束そくしろ」

「勝てればな」

　刹奈は腰こしを落とし、刀の柄つかに手をかけた。火界皇は顎あごを地面に擦こすりつけるように頭を低くし、喉のどの奥から重苦しい唸うなり声ごえを発する。ぼんやりと、その身体全体に、四し皇おうの力の顕けん現げんたる──銀色の文もん様ようが浮かび上がってきた。

　二人の距きよ離りは約十メートル。それは二人の人じん外がいにとって、ただの一瞬で致ち命めい的てきな事じ象しようを引き起こすことが可か能のうな距離だった。

「……本ほん性しようは出さねえのか？」

「ああ。これが、今の私だ」

「人の姿すがたに、人の技わざに、人の武ぶ器き──それで何が出で来きるか、確かめてやろうじゃねぇか！」

　陽炎かげろうで、火か界かい皇おうの身体が揺ゆらめき。

　そして音もなく、刹せつ奈なは鞘さやから銀ぎん光こうを解とき放はなった。
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　当たり前のことだが──頭ず上じようには空がある。

　突つき抜ぬけるように、青い。

　あのとき見た空と同じ。懐なつかしい空だ。

「おい……五分間だけ休きゆう憩けいだと言ったな。とっくに過ぎたぞ」

「ロスタイム」

「なんのことだ」

　隠かくる夜やと背中合わせになって座すわりこみながら、絵え馬まは空に向けて煙草たばこの煙けむりを吐き出した。隠夜は嫌いやがったが、それ以外に座り方はない。周しゆう囲いには結けつ界かいがあるのだ──今も十数匹の狐きつね達が、この防ぼう壁へきを破は壊かいしようとありとあらゆる攻こう撃げきを繰くり返かえしていた。

「ふー。結けつ構こうなんとかなるもんだ。三回くらい、マジで死ぬかもとは思ったがね」

「勝ったな。俺は二回だ」

「その倍くらい、気付かずに死んでるんだよ」

「言っていろ」

「しかし、さっきはマジで運がよかった……よくあることは本当によくあるんだな」

「悪運だけで生きている女だな、貴き様さまは。しかし、くそ……なんとなく嫌いやな予よ感かんはしていたが、こんなことになるとは」

　背はい後ごで隠夜がぼやいている。絵馬は空に向けて唇くちびるを歪ゆがめた。

「でも、いろいろ勉強になってるだろう？」

「ふん。さらにわからなくなったぞ──貴様という人間が。西洋の魔ま術じゆつらしき結界を張ったと思えば、仏ぶつ法ぽう僧そうのような結界を張る。いかに結界師とはいえ、節せつ操そうがなさすぎるだろう。あれだけの術じゆつ、どこで学んだのだ」

「はっはー。女にはナゾが多いのだ。ま……あれ全部、一つのところで覚おぼえたとだけは言っておこう」

「ふざけるな、そんな場所があるものか。ああ、わからん。わからんことだらけだ。いい機会だから聞いておいてやる。このようなことをして、何が楽しいのだ？　誰だれかを逃にがすなど、職業にするようなことでもあるまい。感かん謝しやと同どう程てい度どには遺い恨こんも生もう……俺のように」

「まぁねー」

「しかも、今回の貴様は妙みようだ。何故なぜだか、あの家族に──いや、そうだ。家族と言えば、貴様の家族はどうした。いるのか？」

「おおっと。まさか襲おそって人ひと質じちとか!?　いやー、隠かくる夜や君、卑ひ怯きようだな～」

「戯たわけ！　誰だれがそんなことをするか！　これは単なる興きよう味みだ……貴き様さまの家族も貴様と同じような、最低に苛いら立だたしい人間なのかと。ならば貴様のも血ち筋すじだと納なつ得とく出で来きるからな」

　ひどい言いようだ。絵え馬まは喉のどの奥で苦く笑しようした。

　ああ、しかし。

　今回はいろいろと思い出す。

　忘れたいこと、忘れたくはないこと、忘れてはいけないこと。忘れようとしていたこと。

　隠夜君、やってくれますな。

　絵馬はひとしきり煙けむりを吐いた後、微かすかに片目を細めた。

　こいつは無関係で、ただおバカな烏からす天てん狗ぐだ。自分の過去にも倫りん太た郎ろうの過去にも関かかわることのない、一番の部外者だ。だからいいのかもしれない、と思った。

　自分の気を紛まぎらわせるだけの、独ひとり言ごとの相手。相あい槌づちを打ってくる壁かべの役割としては。

　今までさんざ利用してきた、せめてもの詫わびにもなるし。

「例たとえ話ばなしをしよう」

「ん？」

　煙を吐き、帽子を目ま深ぶかに被かぶり、隠夜の背中にもたれかかり、絵馬は口を開いた。

「二人の姉妹がいた。そりゃもう美しく、将来は国を揺ゆるがす美人になるのは確実だった。あと巨きよ乳にゆうな」

「……」

「そんな二人だったが、物心ついたときには、二人の前には敵てきがいた。絶ぜつ対たいに勝てない、強大で強大すぎる敵しかいなかった。全てはその敵に支し配はいされていた。二人はある場所にぶち込まれていて、親の顔も知らずにそこで育ったのさ。つまりその場所自体が、敵」

「どんな場所だ？」

「そうだなぁ……古い古い、まだ公く家げとかがいた時代から続いてるような──狂くるったところさ。目的はただ一つ。妖よう怪かいを滅めつ殺さつする、最高で最強の術じゆつ師し達を作り出すこと。『それ』だけに特化した、特別の術師を作り出すこと。最高の符ふ術じゆつ師し、最高の祈き禱とう師し、最高の退たい魔ま師し、最高の陰おん陽みよう師し、最高の──結けつ界かい師し」

「……」

「そのためだけに。そのためだけに、全ては動いてた。生活の全て。生きるということの全て。人間の意い志しなんか関係なく、ただ最高の機械を作り出そうとするように。訓くん練れん、鍛たん錬れん、訓練。その繰くり返かえし。歯向かうことなんか出来なかった。反はん乱らん分子、役立たずはすぐに処しよ分ぶんされることが決まっていた」

　絵馬はふと、背はい後ごの隠夜に向かって聞いた。

「なぁ。絶ぜつ対たいに勝てない敵てきが目の前にいたとき。選せん択たく肢しは何があると思う？」

「知るか。選択肢というだけなら、無む限げんにあるだろう」

「──その姉は、三つだと思った。機械になることを強きよう要ようされ、心を半分以上壊こわしながら、思った。戦う。逃にげる。諦あきらめる──その三つだと。そしてそこで、姉妹二人はそれぞれ違う選択をした」

　こほ、と絵え馬まは僅わずかに咳せきこむ。煙けむりを吸いこみすぎた。

　続ける。

「妹は、『諦める』を選んだ。考えることを止めた。抵てい抗こうすることを止めた。人間として生きることを止めた。戦うことも逃げることもなく、そこで停てい滞たいし、機械としてただ在あり続つづけることを選んだ。そうやって一足先に『完成』した妹は、どこかに連つれて行かれて」

「……どうなったのだ」

「さぁね。とにかく、それきり姉が妹の顔を見ることはなかった。姉はただ悟さとっていたよ。妹は、そこで終わったんだ、とね」

「ふん」

「で、姉は妹とは違う答えを選んだ。意い地じ汚きたなくとも、噓うそ吐つきでも、醜みにくくても、卑ひ怯きようでも、諦めが悪くとも、それを選んで生きようと思った。最後に『人間』でいられるように。そして姉は無ぶ様ざまに心を壊し、プライドを捨てて、くだらない機械の真似まねをしながら、ただひたすらチャンスを待って──ついに、全部をぶっ壊して、逃げた」

　はは、と絵馬は笑う。煙草たばこが短くなっていた。足あし下もとに投げ、踏ふみ消けす。

　もう一度、空を見上げる。

「姉が久しぶりに見た空。自由を手に入れて、見上げた空。それを、それだけを生きる目的にしてもいいと思えるくらいに、綺き麗れいで清すが々すがしい……普ふ通つうの青空。姉は、たぶんそのとき思ったんだろうよ。ああ、私は、こう生きるしかないんだ、と。私は──」

　右手。

　望まずに教えこまれた、ありとあらゆる技術──それを発現する右手を、握にぎり締しめる。

「閉とじこめるものを壊すために、何かを閉じこめる方法を学んだんだ、と」

　隠かくる夜やの声は静かだった。

「……それが、逃がし屋をやっている理由か？」

「あん？　何言ってんだ、例たとえ話ばなしだって言っただろ？　私が逃がし屋をやってる理由は、すげぇ単たん純じゆんだよ」

　絵馬はズボンの尻をはたきながら立ち上がった。隠夜を見下ろし、不ふ敵てきに笑う。

「単に気持ちいいから。くだんない理由で誰だれかを閉じこめてる何かを、心ゆくまでぶっ壊すのがね。ま、ひょっとしたら、それは──その姉貴と同じ理由なのかもしれないが」

　遅おくれて、隠夜も腰こしを上げる。汚よごれた棍こんで地面をこつこつと叩たたきながら、ぶっきらぼうに彼は言った。視し線せんはその棍こんの先。

「貴き様さまが快かい楽らく主義者だということは初めからわかっている。つまらん話だった。例たとえ話ばなしの姉妹などにも興きよう味みはない。そう、そんな話、俺はすぐに忘れるだろうな」

「そうかい」

　絵え馬まは軽く肩を竦すくめ、そして何かに感かん謝しやするように笑ってから、結けつ界かいの外を見やった。絶たえ間まない狐きつね達の攻こう撃げきで、休きゆう憩けい用ように張った結界はもう壊こわれる寸すん前ぜんだった。

「結けつ構こうな時間戦ってたし、陽よう動どうの役目は果はたせただろ。もう二、三匹倒たおしたら、そろそろ脱だつ出しゆつするか」

「ふん」

「そう言えば、あんた結構頑がん張ばってるな。もっとフォローする必ひつ要ようがあるかと思ったが……ふむ、なかなか強いじゃないか」

「クソ人間、ほざくな。俺は元から強い！」

　結界を解かい除じよ。

　隠かくる夜やが黒い風と化して駆かけ、そして絵馬は、一時的に──。

　戻る。結界を張って戦うだけの機械へと。
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　火か界かい皇おうが腕うでを振ると、ビームのような真しん紅くの熱線が空を裂さいた。

　刹せつ奈なは身体を折おり畳たたむようにして身体を斜ななめに回転させ、その熱線の軌き道どう上じようから外はずれる。その回転動作によって生まれたエネルギーは、一いつ瞬しゆん後のちには彼女の身体を前方へ疾しつ駆くさせる力へと変わっていた。強きよう靱じんな足あし腰こしと緻ち密みつな体重移動により、そこには僅わずかのロスも生まれない。

　白はく刃じんを摑つかんだ右手は、既すでに左肩の前へ。それは『斬きる』という行こう為いに到とう達たつするまでの時間が、最も少ない準じゆん備び体たい。黒くろ塗ぬりの鞘さやを持った左手とその右手を交差させるようにしながら、刹奈は空間を縮ちぢめる。肩までのざんばら髪は跳はねもせず、ただ彼女の疾しつ走そうに引ひき摺ずられて靡なびいた。短くはなってしまったが、その美しさに何も衰おとろえはない。

　美しい。硬かたく鋭するどく冷たい瞳ひとみも。獣けもののように無む駄だのない疾しつ走そうの姿し勢せいも。

「正しよう面めんからか！　ならば！」

　火界皇は眼がん前ぜんに炎ほのおの渦うずを巻まき起おこした。火界皇の身体がすっぽりと隠かくれてしまうほどの、巨きよ大だいな赤の螺ら旋せんだ。それは火界皇の一ひと息いきで、生命を持ったように動き出した。

　刹奈は迷まよわなかった。最も有ゆう効こうな選せん択たく肢しは一つ。

　さらに、速そく度どを上げる。避さけていては始まらない。

　前へ。前へ。

　火か界かい皇おうの炎ほのおに吞のみこまれれば、当然、全てが燃える。ならば吞みこまれなければいい。

　単たん純じゆんな話だった。飛ひ来らいする銃じゆう弾だんを燃やせる篝かがり火びはない。

　炎が肉体に、服に燃え移るよりも前に、彼女はそれを凌りよう駕がする速度で炎を突とつ破ぱする。

　息を止め、刹せつ奈なは真しん紅くの中に飛びこんだ。肌はだが悲ひ鳴めいを上げるように一いつ瞬しゆんだけ引ひき攣つれ、視し界かいが真紅に染そまる。

　そして再ふたたび、彼女が冷ややかな風の感かん触しよくを取り戻したとき──火界皇の姿すがたは、そこにはなかった。

　火界皇は刹奈が炎に飛びこんだ一瞬で、大きく後ろに飛びのいていたのだ。

　刹奈が真ま正しよう面めんを抜けてくるのは予よ想そう出で来きていた。予想出来たのならば、そこには『罠わな』を張ることが出来る──。

　今まで火界皇がいた場所。

　そして今まさに、刹奈が飛びこもうとしている場所。

　そこは既すでに、大地ではない──土が溶とけ岩が溶け、目が痛いたくなるほど鮮あざやかな赤色が広がる、死の沼。マグマ蠢く火口と化している。

　灼しやく熱ねつの液体が空気を含ふくんで弾はじける。哀あわれな難なん破ぱ船せんたる木が斜ななめに傾かしぎ、一瞬で炎に包つつまれて炭たん化かする。青い蒼あおい空の下で、緑の森の横で、柔やわらかな風がそよぐ中で──突然に現げん出しゆつした、地じ獄ごく。そこに足を踏ふみ入いれて生きていられる生物はない。炎えん熱ねつそのものは沼の縁ふちで暴あばれるように踊おどり、地じ獄ごくと平へい穏おんな外との境きよう界かいで震ふるえていた草や虫や石を吞みこんでじりじりとその勢せい力りよく図ずを広げていった。

　後ろ足でその力をずっと地中に送り続けていた火界皇が、勝かち誇ほこったように叫ぶ。

「はっははぁ！　軽けい率そつだぜぇ、終わったかよ!?　油ゆ断だんしたな！」

　最さい高こう速そくで炎を突とつ破ぱした全身の勢いきおいは、容よう易いには止まらない──が、刹奈は慌あわてなかった。

　そのマグマの沼に飛びこむ寸すん前ぜん、かろうじて後ろに残っていた左足を僅わずかに地面に擦こすらせる。

「油断したのはどちらか、確かめてみればいい」

　変化は唐とう突とつだった。

　刹奈の左足が接せつ地ちしたその場所で、大地が蠢うごめく。そして空中に、斜ななめに伸び上がった。長く平たく、弧こを描えがくように。

　地中から生まれた蛇へびのように伸び上がるその土の平面は、一いつ瞬しゆんで刹奈の身体を追い抜き──彼女の身体の下に、マグマを渡わたるための架かけ橋はしを形成した。

　刹奈はその土の橋を踏ふみしめ、勢いそのままに疾しつ走そうを続ける。

「私は土どつ狐こ。このような造ぞう形けいは容易たやすいことだ」

「うお!?　人の力で戦うんじゃなかったのか、刹奈！」

「残念ながら、そんなことは言っていない。私は私だ。ただの刹奈であり、御み厨くりや刹奈であり、土どつ狐こであり、地ち凌りよう大たい皇こうの娘であり、そして──二人の子の母だ。それら全てが、私。自分の本質までも偽いつわろうとは思わん」

　滑すべるように、神しん速そくで間ま合あいを詰つめる。マグマ地ち帯たいはもう飛び越えている。

　火か界かい皇おうが咆ほう哮こうし、その爪つめに炎ほのおを纏まとわりつかせるが、遅おそかった。

　刹せつ奈なは無む言ごんで、手にした白はく刃じんを一いつ閃せんさせた。斬きるという行こう為いが確定されていた構かまえから生み出される、至し極ごく自然な結けつ果か。余よ分ぶんなものは何もない。

　刀は斬るために在あり、そして斬る。

　火界皇の片腕うでが飛んだ。

「おごぁあああああっ！」

　返かえす刀かたなで、刹奈は身を仰のけ反ぞらせる火界皇の腹を薙ないだ。鮮せん血けつが薄うすくしぶき、その赤き大たい狐こをさらに赤く彩いろどる。

　火界皇はもんどりうって地面に倒たおれた。

　その様よう子すを確認し、刹奈が刀を鞘さやに収おさめる。彼女は大きく深しん呼こ吸きゆうしてから、火界皇を見下ろした。

「加か減げんはした。死ぬような傷きずではないが、もう戦えはすまい。やったところで結けつ果かは見えている。さぁ、喋しやべってもらうぞ」

　空気の抜ける風船のような呼吸を繰くり返かえしていた火界皇が、その言葉に薄うすく目を開けた。

　地面に倒れたまま、呟つぶやく。

「結果は見えている、とはよく言ってくれる……が、納なつ得とくだ。負けた、は、負けた。畜ちく生しよう、やっぱり俺の見立ては正しかったぞ。お前は強ぇ──は、はは。楽しいじゃねぇか、おい」

　ひどく疲ひ労ろうした様よう子すで、ぜいぜいと息を吐きながら、それでもどこか満足したように火界皇は言った。

「──で？　何が聞きたいって？」

「話が早くて助かる。輪りん廻ね乖かい離りの絶ぜつ対たい陣じん、あの概がい念ねん詩しだ」

「……何のために？」

　刹奈は即そく答とうした。

「決まっている。あれを解かい除じよするためだ。私の夫と子が中に閉じこめられている」

　火界皇は嘆たん息そくするように深く長く息を吐いた。

「羨うらやましいぜ、まったく──まぁいい。確かに勝負には負けたし、約やく束そくは約束だ。

　陰いんの詩が、

『真まことは無む慈じ悲ひの裁さばきを選び

　裁は最後の望のぞみを叶かなえる

　望は始まりの死である』

　陽ようの詩が、

『全ての移うつろい示すもの

　形無き壁かべを形ある空くう虚きよへ変える

　輪りん廻ねの停てい滞たいは空虚の消しよう失しつ』

　だ……ほら、もう喋しやべらせんな。ちったぁ休ませろ……」

「止し血けつしておくか？」

「やった本人に治ち療りようされてどうする。俺は四し皇おうだぞ、血は放ほうっといても止まるし、二、三日寝てりゃ傷きずも治なおる。ほれ、もう行け──」




　詩が全て揃そろった。

　倫りん太た郎ろうは頭ず脳のうをフル回転させる。

（やっぱり、一文字の言葉だ）

（繫つながって、一文ずつ、ずれて──最後に、死に戻る？）

（全ての移ろい示すもの……）

　何だ。何だ？　この詩に何が隠かくされている？　何が示されている？

　さあ、材料は全て揃ったぞ。もう言いい訳わけは聞かない。

　これで見つけられなければ、もう自分は終わりだ。自分の意味は終わりだ。

　だから絶ぜつ対たいに、この二つの詩を解かい読どくしなければならない。

（考えろ、考えろ──）

　考えろと考える暇ひまがあれば謎なぞのことを考えろ。馬ば鹿かか自分は。

　苛いら立だちが収おさまらず、衝しよう動どう的てきに自分の頭を殴なぐりつけたくなる。実じつ際さいに殴って漫まん画がのように閃ひらめきが浮かぶのならば、もう何十回となくやっていることだろう。

　ままつよーい、とその腕うでに飛びこむ光ひか流るを抱だきとめながら、刹せつ奈なは倫太郎に向けて言った。

「倫太郎君。考えるのはいいが、ここはいささか危き険けんだ。いつ火か界かい皇おうの部ぶ下かが戻ってくるかしれん。逃にがし屋やと決めた時間もそろそろだし、先に待ち合わせ場所に移い動どうしておかんか」

「……そうだね」

　倫太郎は上うわの空そらで答えた。考えろ。

「心配するな、もう材料は揃ったのだろう？　あとはそこから何かを見み出いだすだけだ。無む論ろん、私も手伝う。君も何か気付いたことがあれば教えてくれ」

「うん……」

「では、行こうか。あそこは私が見つけたお気に入りの場所だ。目立たない土地で、他の者がいるのは見たことがない。ゆっくり考えられるだろう。とは言え、あまりのんびりしてもいられないが」

　絵馬達が合流して、すぐに信のぶ孝たか達を助けに行ければベストだ。それまでにあの絶ぜつ対たい陣じんの解かい除じよ方法を見つけておきたいが──。

（おきたい、んじゃ駄だ目めだ。見つけるんだ。それが、僕の、役割なんだから──）

　倫りん太た郎ろうは決意を強くし、そして再ふたたび、思し考こうに埋まい没ぼつする哲てつ学がく者しやのように俯うつむいて歩き始めた。
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　広場にいた狐きつねの残りが十匹を切ったところで、絵え馬まと隠かくる夜やは逃とう走そうを開始した。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのはどちらも同じだろうと思ったが、狐達の足取りは絵馬が考えていたよりも遥はるかに重かった。もともと数十匹の軍ぐん勢ぜい、『勝てないはずはない』という当然の予よ想そうを覆くつがえされたショックは大きいのだろう。

　追ってくる狐達の姿すがたはすぐに見えなくなった。

「どうするのだ？」

「確か、最後は南の四し皇おうのところに行くって言ってたよな。途と中ちゆうで合ごう流りゆう出で来きれば面めん倒どうがない。一いち応おう行ってみよう。警けい備びとかが厳きびしそうだったら待ち合わせ場所に行ってみればいいし」

　足を南へと向ける。申もうし訳わけ程てい度どに身を隠かくしつつ、どんどん進む。

「厳しいどころか」

「全然いないな……」

　気け配はいすらない。火か界かい皇おうが守しゆ護ごしている方位だというからここにいるのは炎えん狐こが中心なのだろうが、一匹もその姿すがたは見えない。いや、思い出せば、先せん刻こくの広場で一番多かったのは赤い体毛の狐──炎狐だったように思う。拠きよ点てんの警けい護ごを放ほうり出だして、侵しん入にゆう者しやの殲せん滅めつに重点を置いていたのだろうか。

「おいおい、最後まで行っちまうぞ」

　誰だれもいない。狐達も、そして一足先にここに向かったはずの刹せつ奈なや倫りん太た郎ろう達の姿もない。

　そして絵馬達は森の中にぽっかりと空いた、土が剝むき出だしで岩がごろごろと転ころがっている荒あれ地ちに辿たどり着ついた。そこには──。

「むう」

「おやおや」

　刹奈がやったのだろうか。

　自分の娘、光ひか流るの前で。

　それは考えられないことのように思えた。第一、そんなことをする意味がないではないか。

　では、誰だれがこれをやったというのだろう──？




　絵馬と隠夜の前では。

　傷きずだらけの毛皮を纏まとった、隻せき眼がんの炎狐が眠ねむっていた。

　──その頭と胴どう体たいを、鋭するどい刃は物もので切きり離はなされて。







[image: 第四章　棘は二つの歌に包まれる。]
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　陰いんの詩。結けつ界かいを形成する概がい念ねんの詩。四つの節せつに分けられたそれぞれの詩には法ほう則そくがある。『死』や『失うしない』などの一文字──それが順々に表されているのだ。文字がきちんと繫つながるように並べれば、次のようになるだろう……。




　陰の詩




　死は不ふ可か視しの失を生み

　失は無む為いの業ごうを欲する

　業は消えざる罪つみを刻ぎざみ

　罪は妖あやしき艶えんを求める

　艶は虚むなしき奪うばいを強しいる

　奪は逃のがれえぬ祟たたりを誘さそい

　祟は無形の谺こだまに変ずる

　谺は深しん遠えんなる旭あさひを導みちびき

　旭は謎なぞめく真まことを見せる

　真は無む慈じ悲ひの裁さばきを選び

　裁は最後の望のぞみを叶かなえる

　望は始まりの死である




　そして、陽ようの詩。結界を解かい除じよするために必ひつ要ような概念──つまり結界を解除するためのヒントのようなものが示されていると思われる詩。これも基本的に登場するのは、あの一文字の言葉である。つまり鍵かぎはそれらにあると思われるのだが──。

　ともあれ、陽の詩をまとめてみる。陰の詩になるべく対たい応おうするように並べると、




　陽の詩




　あらゆるものが死であり

　失は死ならざる全てである

　艶を受じゆ諾だくするものはなく

　あるいは艶こそが罪である

　谺は真の祟であり

　旭あさひは孤こ高こうに輝かがやく

　全ての移うつろい示すもの

　形無き壁かべを形ある空くう虚きよへ変える

　輪りん廻ねの停てい滞たいは空虚の消しよう失しつ




　ここで注目すべきなのは、最後の部分──一文字の言葉を使っていない部分だろう。抽ちゆう象しよう的てきで意味がわからない他の部分に比べ、ここだけには具ぐ体たい的てきなものが示されているように思われる。『全ての移ろい示すもの』が、形のない壁を形ある空虚へと変える。そして輪廻が停滞することにより、空虚が消失する──これが、あの結けつ界かいを解かい除じよする、ということを言っているのではないか。

　意味していることはまったくわからないが。




「はぁ……」

　倫りん太た郎ろうが息を吐くと、額ひたいに眉まゆを寄せて瞼まぶたを閉じていた刹せつ奈なが、ちらりと片目だけを開いた。あぐらをかき、組んだ腕うでの間で刀を保ほ持じしているので、余よ計けいに武士のように見える。

「わからんな」

「うん。あの一文字の部分が、とにかく一番重要なんじゃないかと思うけど……」

　刹奈が選んだ待ち合わせ場所は、背の高く葉先が尖とがった草に囲まれた、一いつ軒けん屋やの庭程てい度どの広さを持った場所だった。確かにこれならば周しゆう囲いから発見されることはないだろう。足元では芝しば生ふのような短い草と柔やわらかな土がほどよいバランスで共存していた。この空間の端はしに転ころがる岩の横には細い清せい流りゆうがあり、喉のどを潤うるおすことも出で来きる。そのせせらぎは耳に優しく、ともすれば今の状じよう況きようを忘れてまどろみの中に落ちてしまいそうなほどだった。眠ねむるわけにはいかないが、落ち着いて思し考こうに埋まい没ぼつ出来るのはありがたいことだ。

　光ひか流るは横に並んで座すわっている刹奈と倫太郎の前で、小石を使って地面に絵を描かいている。彼女をちらりと見やってから、刹奈は言った。

「一文字以外の部分は？」

「考えてみると、陽ようの詩にヒントみたいな形で出てるのはさ。結けつ局きよく、その一文字の部分だけなんだよね。『不ふ可か視しの』失うしないを『生み』とか『無む為いの』とかは全然意味のないことなのかもしれない。けど……何か、捨てきれないっていうか」

「なあ、倫太郎君。私は正直、あまり頭を使うことは得とく意いではない。だから上手うまいことは言えないのだが」

「うん」

　刹奈は顔を前に向ける。視し線せんの先にはやはり、楽しげに遊ぶ光流。

「私が一番知っているものになぞらえて言うと──例たとえば戦いでは、集中を切らした者が負ける。『集中すべきことを見み誤あやまった者が』と言いい換かえてもいい。あれもこれもと欲張ることは、確実に死を招まねく。敵てきに攻こう撃げきを加えているその最中に、次の防ぼう御ぎよをどうしよう、などと考えている者はいない。いればそいつは既すでに敗はい者しやだ。ああ、いや、例たとえが悪いか。つまり、その──」

　彼女は確かに口が上手うまくはなかったが、真しん摯しに何かを伝えようとしてくれているのは倫りん太た郎ろうにもわかった。指で頰ほおを搔かいている刹せつ奈なの横顔を見ながら、待つ。

　やがて考えがまとまったのか、刹奈は目を細めながら、真しん剣けんな顔で言った。

「つまりな。どんなことでも『本当に大事なもの』というのは、そう多くはないと思うのだ。何をしていいかわからない場合は特に。切り捨てるべき部分は勇気を持って切り捨てる、その決けつ断だんが必ひつ要ようなのではないかと──そう、思う」

「うん。そう……かもね。間ま違ちがってるって思えば、また初めからやり直せばいいんだし」

　その通りだ。何をするかわからない状じよう況きようで、あれもある、この可か能のう性せいもある、と全てに手を伸ばしていては何も進まない。まず進んでみて、間違っていたら戻る。その行こう為いこそが重要なのだと思った。

　重要だと思われる一文字の部分だけを切り取り、頭の中に並べてみる。

　死。失うしない。業ごう。罪つみ。艶えん。奪うばい。祟たたり。谺こだま。旭あさひ。真まこと。裁さばき。望のぞみ。

　さあ、この十二個の文字の中に、一体どのような意味が隠かくされているのだろうか──？

（ややこしいなぁ）

　倫りん太た郎ろうはすぐに頭の中での作さ業ぎようを諦あきらめた。

　足元に転ころがっていた小石を取り、地面にそれらを書くことにする。これならばいちいち思い出す必要もない。

「えっと。死で、失で……」

「そう、それだ」

　刹奈が上半身を折って倫太郎の手元を覗のぞきこみ、黒髪を揺ゆらして頷うなずいた。

「何が？」

「引っかかっていたのだよ。金きん奏そう皇おうは確かに、その情報が頭の中に『視し覚かく的てきに浮かぶ』と言っていた。わざわざそうなっているということは、音だけを覚おぼえられていては意味がない、ということだったのではないかと──」

「文に、文字にしてみないとわからない謎なぞだってこと？」

「思いつきだがね。判はん断だんは任まかせるよ」

　とにかく、倫太郎は全ての文字を書き終えた。そしてじっと、その文字達を睨にらむ。

　死。死ぬということ。失。失われるということ。死ねば失われる。その繫つながり？　いや、そんな当然な繫がりばかりではない。少なくともこの文字だけでは、意味的な繫がりを追うのは難むずかしいだろう。途と中ちゆうの言葉を捨てると決めた以上、意味の繫がりも捨てなければならない。では、何を考えればいいというのだ？　ここから、何の移うつろいを見み出いだせばいいというのだ？

「三人寄ればなんとやら、という格かく言げんもある。私は頼たよりにならんが、彼女らが合流してくれれば何かがわかるかもしれん。だから──」

「解とくよ」

　倫りん太た郎ろうは呟つぶやいていた。反はん射しや的てきに、口を開いていた。

「解く。絵え馬まさん達が来る前に、解いてみせるから。絶ぜつ対たいに」

「……そうか」

　何かを感じたのか、それきり、刹せつ奈なはそのことを口にしなかった。代わりに地面の文字を倫太郎と一いつ緒しよになって眺ながめ、思いつくままに口に出す。

「全部、悪い意味を持った言葉ばかり……ということかもしれん」

「旭あさひとか谺こだまとかは、そんな悪い意味でもないでしょう？」

「そうだな……」

「陽ようの詩のほうも、見み逃のがしちゃいけない……あらゆるものが死とか、何のことだか。確かに裁さばきとか祟たたりとかは、死を連れん想そうさせるけど」

「望のぞみはむしろ生を連想させるな」

「そっか、逆ぎやくの意味？　いや、そんなことしても余よ計けいにわかんなくなる。ああもう」

　それからも二人で頭をつき合わせて唸うなっていたが、天てん啓けいのような閃ひらめきは手に入らない。

（やっぱり、最後に求められてるのが『全ての移うつろいを示す』ってことは、文字が順番に出てきてるってことが重要なのかも。死んで失われて業ごうになって──みたいな流れを示す『何か』？　つまり、それが概がい念ねんで）

　死。失。業。罪。艶。奪。祟。谺。旭。真。裁。望。死……。

　この流れの意味。

（輪りん廻ね。輪廻乖かい離りの絶ぜつ対たい陣じん。人生の移ろい……じゃないし。何かの伝でん説せつ？　いや、こんなのは知らない）

　ここの狐きつね達だけに伝わる伝説だったとしても、とうの昔に刹奈が気付いているはずだし。

　考え直せ。概念、概念だ。

　死などとあるが、ヒトとは限かぎらない。

　モノかもしれない。モノですらない何かかもしれない。

　何だ？　何だ？

　まずい。気が焦あせるだけで、全く進まない。

　倫太郎はとりあえず大きく深しん呼こ吸きゆうをして、自分を落ち着かせるために空を見上げた。

　すると眼がん前ぜんに光ひか流るが立っているのに気付く。彼女はこくんと首を傾かしげて、不ふ思し議ぎそうな目で倫太郎を見ていた。

「おにいちゃん、何してるの？　おにいちゃんもお絵かき？」

「え、いや。ええと」

「……漢字の勉強だよ。邪じや魔ましてはいけないよ、光ひか流る」

　微笑ほほえんで刹せつ奈なが言うと、光流は素直に頷うなずいた。それでも気にはなるのだろう、倫りん太た郎ろうの横に並び、背伸びをするようにして彼女は地面の文字を覗のぞきこんだ。

「ふぇえ。やっぱりおにいちゃん、難むずかしい漢字のおべんきょうしてるんだねー。わたし、全然よめないー」

「はは、そうだろう。おにいちゃんは光流よりもお兄さんだからね」

　と、刹奈が当然のことを言う。

　ああ、本当にこの親子は仲がいい、と倫太郎が思ったところで──。

　光流はぱっと顔を輝かがやかせて、文字の一つを指差した。

「あ、それは読めるよー！　くにち、だよね？　えと、違ったかな？　きゅうにち？」

　何のことか、と思って少し考えると、その指の先には『旭あさひ』の文字があった。

「はは、確かにそうだね。でもこれは──」

　言いかけて、倫太郎は止まった。




　……何だって？




　倫太郎は顔色を変えて、地面の文字にずいと目を近づけた。

　そうか。そうか。そうか──。

「そう、そうだよ。陽ようの詩は正しい。なるほど、『確認』の意味だったのかな……これだけじゃないけど、確かに、陽の詩は正しい。うん。そう考えると、陰いんの詩はちゃんと法ほう則そくとして成り立ってる。望のぞみは確かに、死に戻る」

「おにいちゃん？」

「わ、わかったのか？　倫太郎君？」

　二人の言葉は無む視しし、倫太郎はさらに思し考こうに埋まい没ぼつした。

「その移うつろい。アレか。多た分ぶん、アレだよ……ラッキーと言うかなんと言うか──そう、悪運だね、やっぱり。後は実じつ際さいにやってみれば──」

　よし、と倫太郎は確信した。

　いける。これでいけるはずだ。

「やったよ、刹奈さ……」

　顔を上げて。言いかけて、倫太郎は止まった。

　異い常じよう事じ態たい。

　霧きりだ。いつのまにか、周しゆう囲いに霧が立ちこめている。

　はっと表情を険けわしくした刹奈の顔は、すぐ隣となりにいるにも関かかわらずとても見にくかった。それほどの、濃こい霧。

　彼女の視し線せんは倫りん太た郎ろうではなく、その向こうにいる、いや、いたはずの、

「光ひか流る！」

　刹せつ奈なが飛びこんで手を伸ばすが、届かない。

「ままー!?」

　自分達の姿すがたを覆おおい隠かくしてくれる味み方かただった周しゆう囲いの草は、今は完全なる敵てきだった。

　草がうねり、意い思しあるかのように光流の腕うでに腰こしに巻まきつき、バケツリレーのようにどんどん遠くに運んでいく。草がない場所では、地中から緑の蔓つるが生えてきて光流の運うん搬ぱんを受うけ継ついだ。

　刀を抜いて走り出しながら、刹奈は顔がん面めん蒼そう白はくで叫さけんだ。

「霧きりは水すい皇おうの力……そして、あれだけの植物を操あやつれるのは、森しん皇おうか？　ご老ろう体たい、中ちゆう立りつだったはずでは！」

　倫太郎も追う。走る。

　そして霧が薄うすれ、草による不ぶ気き味みなバケツリレーが終しゆう端たんに到とう達たつしたとき──。

　眼がん前ぜんには、二匹の狐きつねがいた。銀の文もん様ようを身体に浮かび上がらせた、巨きよ大だいな狐達。

「お前は確か、ご老体の息子──まさか、ご老体が、森皇が死んだのか!?　だから血族に受うけ継つがれたのか！」

「いかにも」

　茶色の狐が言い、そして。

　刹奈がぎりりと奥歯を嚙かみ締しめる。霧きりが晴れて、その光こう景けいはよく見えた。

　光流は何かをされたのか、意い識しきを失ってぐったりと四し肢しを伸ばしている。その身体を、青い背中の上に乗せているのは──。

「水皇！　なんのつもりだ！」

「ひひひ、決まってるだろう……ああ、右手が痛いたいなぁ。誰だれかさんのせいで！」

「光流を──返せ」

　刹奈が一歩を踏ふみ出だすと、水皇は素す早ばやく距きよ離りを取った。

「おっと、動くな。お前が刀を振る前にこのガキを殺す方法、両手の指じゃあ数えられないくらい思いついてるぜ──と、右の指はもうなかったか！　誰かさんのせいで！　ひははは！」

　水皇は狂きよう人じんのような甲かん高だかい笑しよう声せいを発し、全身をぶるぶると震ふるわせていた。

「馬ば鹿かだなぁ、お前のことは何でも知ってるんだぜ！　こんな場所、バレバレだっつうの！　夫は、妻のことを何でも知ってなくちゃな！　な！」

「……かえせ」

　刹奈の全身から立たち昇のぼる鬼き気き。

　新森皇はびくりと身体を弾はじけさせた。さすがに水皇もそれに無む関かん心しんではいられない。再ふたたび刹奈から距離を取りながら、彼は早口で言った。

「刹奈よ、地ち凌りよう大たい皇こうのところに来い！　ひひ、婚こん姻いんには親の見届けが必ひつ要ようだろう？　来なければ、このガキがどうなるかは知らんぞ！」

　そして水すい皇おうは空中に鋭するどい水すい柱ちゆうのようなものを生み出し、刹せつ奈なに見せつけるように背中の上を漂ただよわせた。いつでも──光ひか流るを殺せるぞ、と。

　刹奈は足を止めざるを得えない。

　それを見て、水皇は満足げに身体を翻ひるがえした。

「じゃあな！　あまり待たせるなよ！」

　水皇と森しん皇おうが、森の奥へと消える。それは確かに、里の中央──地ち凌りよう大たい皇こうの居い場ば所しよへ向かっていた。

　荒あらい呼こ気きが、一回、二回、三回。

　それが限げん界かいだった。

　刹奈は後ろも見ずに、彼らを追って森に飛びこんだ。

「刹奈さん！」

　倫りん太た郎ろうも追う。謎なぞを解とくどころではなくなった。

（隣となりにいたのに。僕のすぐ隣に、いたのに！　どうしてもっとちゃんと見てなかったんだ！）

　浮かれた気分は一いつ瞬しゆんで霧む散さんしていた。

　重苦しい。重苦しい想そう像ぞうだけが、眼がん前ぜんに広がっていく。

（どうすればいい。どうすればいい──）

　助けを求められるのは一人だけだった。

　結けつ局きよく、自分ひとりだけでは何も出で来きなかった。それももう、どうでもよかった。

　倫太郎は胸きよう中ちゆうで絶ぜつ叫きようした。

（──絵え馬まさん！）




　　　　　２




　広場の中心に立つ巨きよ木ぼく。その前にいる黒い大たい狐こ。彼を護まもる数匹の土どつ狐こ。虹にじ色いろの半球。風に揺ゆれる短い草の絨じゆう毯たん。

　それはつい数時間前に見た光こう景けいとほとんど同じではあったが、変わっているものもあった。それこそが、刹奈と倫太郎がこの場に立っている理由。

　地凌大皇の横には、新しい森皇。そして、光流をその背に乗せたままの、水皇がいた。彼は刹奈達がここに現れたのを見ると、満足そうに横の大狐に話しかけた。

「地凌大皇。仰おおせの通り、刹奈をここへ連つれてきましたが」

「ご苦労」

　地凌大皇は慇いん懃ぎんに頷うなずいた。ちらりと水皇に目をやる。

「水皇。約やく束そくだ。刹奈とのことを認みとめる。人間などと契ちぎって血けつ筋ぞくを絶たやすよりは……お前に与あたえたほうがまだマシだ」

「……はい」

　まだマシだ、という物言いに何か引っかかっているのか、僅わずかに不満げに水すい皇おうが頷うなずく。

　そんな彼の様よう子すには頓とん着ちやくすることなく、地ち凌りよう大たい皇こうは立たち尽つくす刹せつ奈なに対して顎あごの下した側がわを見せた。彼女を見下ろすようにして吐き捨てる。

「刹奈よ。我が子を取り戻すためとは言え、森しん皇おうを殺すとはな。見み損そこなったぞ」

「違う！　私は老ろう体たいを殺してなどいない！」

　強い語ご調ちようで刹奈が叫ぶが、地凌大皇は冷ややかだった。

「実じつ際さい、この者が新たな森皇となっているではないか。言いい逃のがれはよせ」

　刹奈は凄すさまじい瞳ひとみで水皇を睨にらんでいた。

　倫りん太た郎ろうもその視し線せんを追い、その事件の真しん犯はん人にんの正しよう体たいを悟さとる。地凌大皇の後ろで、あの水皇が──嫌いやらしく歯を剝むき出だして、にやにやと笑っていた。

「従じゆう順じゆんな味み方かたを作るために、というわけか……借りを作り、協力させる。なるほど、貴き様さまらしい下げ卑びた発はつ想そうだ」

　吐き捨てるように、刹奈は低く呟つぶやいた。その言葉は倫太郎にしか聞こえなかったらしい。

「刹奈よ。刀を捨て、投とう降こうせよ」

　地凌大皇の言葉を合図に、水皇がこれ見よがしに身体を回転させ、背中で眠ねむる光ひか流るを刹奈に見せつける。

「刹奈さん……」

　彼女は悲しげな視線を地面に落とした。

　そしてゆっくりと、左手を身体の横にまで持ち上げ──。

　その手に持っていた、刀を離はなす。

　草と鞘さやが擦こすれる、柔やわらかい音。前を向いたまま放はなたれた小さな声は、それとは対たい照しよう的てきに硬かたかった。

「……すまない、倫太郎君。もういい。君は逃にげてくれ」

　刹奈は虹にじ色いろの半球の横を通り過ぎ、無む防ぼう備びに、ただ歩いていく。微かすかな風に、短くなった黒髪を躍おどらせながら。足取りは静かに、決けつ然ぜんと前を向き、ゆっくりと、ゆっくりと、進む。

（すまない？）

（もういい？）

（逃げてくれ？）

　何を言っているんだろう。そんなこと、出で来きるはずがないではないか。

　倫太郎は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　では、他に何が出来るのか、と誰だれかが囁ささやいた。倫太郎は愕がく然ぜんとその事実を認みとめた。出来ない。何も出来ない。自分には、何も、出来ない──。

　地ち凌りよう大たい皇こうから三メートルほど離はなれた場所で、刹せつ奈なは足を止める。

「来たぞ。私はどうなってもいい。とにかく、光ひか流るを……そして絶ぜつ対たい陣じんの中にいる者達を解かい放ほうして欲しい。頼たのむ」

「投とう降こうすれば返す、などと言った覚おぼえはない。お前を誑たぶらかした人間。その間に出で来きた子。全て、不ふ必ひつ要ようなものだ」

　地凌大皇は、自分の娘の目を真まっ直すぐに見み据すえて言った。

「！　そんな──」

　刹奈は狼ろう狽ばいしたように身を乗り出す。

　地凌大皇は動かない。勘かん違ちがいしたそちらが悪いのだ、とでも言うように。

　そして、黒い大たい狐こが決定的な何かを告つげるために顔を上げたとき──。

　能のう天てん気きなほどに明るい声が、周しゆう囲いに響ひびいた。

「やぁやぁ、お久しぶりさんー。お、取りこみ中やなぁ」

　豊ほう満まんな胸むねの谷間に扇せん子すで風を送りながら、一人の女性がのんびりと歩いてくる。長い金きん髪ぱつと派は手でな着物の裾すそを揺ゆらす彼女の横には、見み覚おぼえのない一匹の炎えん狐こがいた。

「金きん奏そう皇おう。何をしに来た。刹奈の手助けをするためか？　随ずい分ぶんとお前は刹奈に肩かた入いれしているようだが、それはさせんぞ」

「そんなことはせぇへんよー」

「ならば何のために。貴き様さままで守しゆ護ご方ほう位いを離はなれては、陣の効こう果かが薄うすれよう」

「破れやせんからええやんか。ま、声くらいは通るかもしらんがねー」

　金奏皇の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけこちらを向いたように、倫りん太た郎ろうは思った。

　すべきこと。自分に出来ること。

　倫太郎は他の狐きつね達の動きに注意しながら、ゆっくりとあの虹にじ色いろの半球に近付いた。囁ささやきかける。

「天あま宮みやさん、信のぶ孝たかさん。聞こえる？」

　その外がい壁へきには変化はない。不ふ可か思し議ぎな虹色がうねり、奇き妙みように硬かたく柔やわらかい感かん触しよくで存そん在ざいを続けているだけだ。が、その声には反はん応のうがあった。

「……倫太郎さん？　一いつ体たい？」

「ああ、聞こえるんだ、やっぱり」

「すみません、声だけで何もわからないのですが……外はどんな状じよう況きようになっているのですか？」

「ごめん、結けつ構こう、まずい状況。詳くわしく言ってる暇ひまもないかも……天宮さん達は大だい丈じよう夫ぶなの？　えと、姫ひめ孝たか君も」

「ええ、こちらは何も問題はありません。姫孝さんも今は眠ねむってらっしゃいます。倫太郎さん、この結けつ界かいの破り方はどうでしょうか？」

「うん。わかった。わかったけど」

　倫りん太た郎ろうはそっと顔を上げる。狐きつね達は、今は突とつ然ぜんに現れた金きん奏そう皇おうに全ての注意を向けているようだった。好こう都つ合ごうだ。やるなら今がチャンス。だが──。

「駄だ目めだ。僕には出で来きないんだ。持っていないから。絵え馬まさんが来ないと」

「よくわかりませんが、とりあえずこちらは大だい丈じよう夫ぶですので。倫太郎さんは外のことに集中してください」

　集中しろと言われても──出来ることが何かあるのだろうか。

　狐達は未いまだ会話を続けている。

「用事を済すませたらすぐに帰るつもりやで。そう、すぐ、ね……にしても、森しん皇おうは代だい替がわりしたんやな」

「そうだ。前森皇は死んだらしい」

「ほほう、それは奇き遇ぐうやな」

　ぱしり、と金奏皇は扇おうぎを閉じた。地ち凌りよう大たい皇こうに向け、大きな笑え顔がおを向ける。明るく、朗ほがらかに、楽しそうに、気持ち良さそうに──彼女は言った。

「火界皇も死んだで」

　瞬しゆん間かん、事じ態たいが急きゆう変へんした。

　彼女の背はい後ごにいた一匹の炎えん狐こが、銀の文もん様ようを身体に浮かび上がらせる。その光こう景けいと金奏皇の言葉の意味に気付き、地凌大皇達が目を見開く。

　金奏皇は踊おどるように身体を一回転させた。

「水すい皇おうよ、考えることは同じやったか！　することは違うがな！」

　彼女が回転しながら振り回す扇せん子すから、螺ら旋せん形けいの小さな金きん属ぞく弾だんが無数に生み出された。

　同時に、新しい火か界かい皇おうは巨大な炎えん塊かいを眼がん前ぜんに生み出す。

　不ふ意い打うちだった。

　螺旋形の弾だん丸がんは狙ねらい違たがわず、地凌大皇の周しゆう囲いにいた護ご衛えいの土どつ狐こ達の身体に打ちこまれる。さらに余あまった弾たまと、火界皇の炎ほのおが地凌大皇に迫せまった。地凌大皇は前足で大地を叩たたき、土の壁かべをそこから生み出そうとするが──間に合わない。

　礫つぶてに肩を打ちぬかれ、炎に全身を包まれる地凌大皇。彼は短い苦く悶もんの声をあげ、その場に倒たおれ伏ふした。ぴくりとも動かない。

「金奏皇！　貴き様さま！」

　素す早ばやく間ま合あいを空けた水皇とは対たい照しよう的てきに、森皇は戦いを選せん択たくした。咆ほう哮こうと同時、地面から毒どく々どくしい色の蔓つるが無数に生えてくる。それらは奇き怪かいに蠢うごめきながら走り、金奏皇に肉にく薄はくした。

　金奏皇はその蔓に向けて、声高らかに叫ぶ。

「は！　金きん気き放はなちて木もつ気きを克こくす！　……枯かれい！」

　扇を一振り。すると、紫むらさきと赤の混まじった謎なぞの蔓はしなしなと地面に崩くずれ落おちた。

「な……」

「にゃはー。まだまだ甘いなぁ。森しん皇おうになったばかりやから仕方ないんやろうけど……この程てい度ど、じっさんには効きかへんかったでー」

　からからと笑う金きん奏そう皇おうに、刹せつ奈なが啞あ然ぜんとした表情で聞いた。

「金奏皇！　これは、一いつ体たい──」

「はは。うちはこう思うとるんよ。自由にしたらええ、てな。一番簡かん単たんなんはこれやろう。地ち凌りよう大たい皇こうを殺して、嬢じようちゃんが新しい地凌大皇になればええ。そうすれば誰だれもあんたに文もん句く言う奴やつはおらへんで。旦だん那なさんと一いつ緒しよにここで暮くらすなり、うちらをほっぽって下で暮らすなり。好きに出で来きるやろー。うちもこんな《役割》に縛しばられるのは飽あき飽あきしとったところでな。そろそろ里も改変の時期かなと思うとったんや」

　そこで小さな呻うめき声ごえが聞こえた。地凌大皇だ。礫つぶてに肩を貫つらぬかれ、火か炎えんに全身を包まれていながらも、まだ死んでいなかったらしい。

「まだ生きとるんか」

　金奏皇は何なに気げなく足を進め、地凌大皇に近付こうとした。光ひか流るを乗せたままの水すい皇おうも、そこでようやく足を前に進めようとする。

　狐きつね達の争いを呆ぼう然ぜんと見ていた倫りん太た郎ろうは、そこで刹奈の瞳ひとみが自分のほうを向くのを感じた。

　強い瞳。すべきことをわかっている瞳。

　彼女の意い志しが伝わる。

　倫太郎は地面に転ころがっていた刀に飛びついた。が、さすがにその動きは狐も見み逃のがさない。

「させん！」

　森皇が倫太郎に向かう。蔓つるが生まれる。背せ筋すじに悪お寒かんが走る中、倫太郎は決けつ断だんした。

　真実の自分。猫の姿すがたへと、変わる。

　縦じゆう横おう無む尽じんに空間を裂さく蔓の隙すき間まを通り抜け、倫太郎は刀の鞘さやを口に咥くわえた。全身を捻ひねり、全ての物理力を総動員して刀を投げる。

「刹奈さん！」

　放ほう物ぶつ線せんを描えがく刀。刹奈は高く跳ちよう躍やくした。左手でそれを摑つかむと同時、白はく刃じんが鞘を脱ぬぎ捨すてる。

　着地したときには既すでに、刹奈はその刀を金奏皇に突きつけていた。役目を終えた鞘が軽い音をたて、地面に落ちる。

　金奏皇は眼がん前ぜんの刃を見やり、眉まゆを顰ひそめた。

「なんやねん。あんたにとってもこれがベストやろ」

「そう思う。それが最も楽な方法だ」

　刹奈が追つい随ずいする。姿し勢せいは崩くずれない。意志の溢あふれる瞳は揺ゆるがない。

「やったら……」

「しかし」

　金奏皇の言葉を強ごう引いんに遮さえぎる。

「それでも、私は地ち凌りよう大たい皇こうの娘だ。今の私は、家族のために生きている。ならば、地凌大皇も私の家族であることに変わりはない」

　力強く、自らに言い聞かせるように、刹せつ奈なは続けた。

「家族を切り捨てて……父を殺してまで、自分だけ幸せになろうとは思わん！」

　金きん奏そう皇おうは笑えみを収おさめ、真ま顔がおで刹奈の顔を見つめていた。

　倫りん太た郎ろうは見た。金奏皇に刃を突きつける刹奈に、反対方向から、水すい皇おうがそろりそろりと間ま合あいを詰つめてきている──。

　まずい。

　倫太郎は自分のリュックに飛びつく。また邪じや魔まされるかと思ったが、森しん皇おうは火か界かい皇おうと睨にらみ合あっていた。

　自分の持っているただ一つの武ぶ器きを取り出し、先せん刻こくと同じように全身を使って投げる。

「柄つかは持たないで！　呪のろいがかかってる！」

「承しよう知ち！」

　刹奈は空あいていた右手でナイフの鞘さやを摑つかむと、飛んできた勢いきおいを利用し、手の中でナイフを回転させた。その動きは見えないほどに速い。鞘だけが後ろに飛び、一いつ瞬しゆん後のちには抜ぬき身みの刀とう身しんを指に挟はさんでいる。

　左手に持った刀を、自分の右側にいる金奏皇に。
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　右手に挟はさんだナイフを、左側から飛びかかろうとしていた水すい皇おうに。

　両腕うでを交差させ、僅わずかに腰こしを下ろした前ぜん傾けい姿し勢せいで、刹せつ奈なは動きを止めた。

　二つの刃はそれぞれの獲え物ものを狙っている。刹奈の顔は前。どちらも見てはいない。両の目は薄うすく細められ、焦しよう点てんの合っていない、どこかぼんやりとした様よう子すで前方の地面に向けられていた。どちらも見てはおらず、それでいてどちらをも見ている。彼女はそれで全てを掌しよう握あくしている。

　水皇が搾しぼり出だすような声を発した。

「せ、刹奈……忘れるな、俺の背には、貴き様さまの娘が」

　刹奈は視し線せんを動かすことなく、その姿勢を崩くずすことなく、ただ口だけで静かに答えた。

「やってみろ。動いた瞬しゆん間かんが貴様の生の最後だ。この間ま合あいならば、たとえ万回投げたところで狙ねらいを外はずさん自信がある」

　続ける。

「金きん奏そう皇おうもだ。貴女には世せ話わになったが、こうなれば手て加か減げんをするつもりは微み塵じんもない」

「冷たいなぁ……」

　金奏皇は呟つぶやいた。呟いただけだった。動くことは出で来きない。

　刹奈。水皇。金奏皇。誰だれも、動かない。

　睨にらみ合あっている新しい森しん皇おうと火か界かい皇おうも動かない。

　倫りん太た郎ろうも動かない。

　だが、聞いてはいた。

　背はい後ごで、誰かがのんびりと歩いてくる音。聞きき慣なれた歩ほ調ちよう。

　足音は倫太郎のすぐ後ろで、止まった。倫太郎は振り向かない。

　声だけが聞こえた。

「やれやれ。置いてけぼりは勘かん弁べんしてくれ……私だって関係者なんだぜぃ」

　風に乗って運ばれてくる声と、煙草たばこの匂におい。

　それらは奇き妙みように、懐なつかしいと思えた。
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「さて……少し、昔話でもしようかね」

　絵え馬まは黒くろ猫ねこの姿すがたになった倫太郎の後こう頭とう部ぶを眺ながめながら、ぼんやりと煙けむりを吐いた。

　一同は止まっている。それぞれがそれぞれの事情で、止まっている。背後には隠かくる夜やもいるはずだったが、彼も止まっている。襲おそわれなければ積極的に戦う気はないのだろう……それに強がってはいるが、彼は既すでに満まん身しん創そう痍いだ。

「そう、始まりは単たん純じゆん。閉へい鎖さ的てきな妖よう怪かい種しゆ──その長おさが、閉へい塞そくを頑かたくなに守ろうとした。ただそれだけのこと。人間と駆かけ落おちをしていた一人を許ゆるさず、恥はじだと感じて、そいつと関かかわりを持った人間もろともこの世から消し去ろうとした──つまり、そいつの、家族を」

　倫りん太た郎ろうは動かない。こちらを振り向かない。

　絵え馬まは帽子の角度を調ちよう節せつしながら、ゆっくりと足を前へ。

「で、日本全土に散らばってた一族の全員がそのために動き出したんだが……馬ば鹿かな奴やつってのはどこにでもいるもんでね。一族全員を巻まきこんだその混こん乱らんを、好こう機きだ、と思った奴がいた。混乱しているから、誰だれが何をしてもばれはしない。何をしようと、誤ご魔ま化かすことが出で来きるんじゃないか、てね……その長の地ち位いを狙ねらう奴。一族の宝を狙う奴。日ひ頃ごろの恨うらみを晴らそうとする奴。いろいろさ。話し合いで解決しようにも、そんな混乱の中でまともな会話なんか行われるはずはない。あったのはただ、暴ぼう力りよく。純じゆん粋すいな争い。命令で戦う奴、信しん念ねんで戦う奴、打だ算さんで戦う奴、状じよう況きように流されて戦う奴。ああ、ひどかったよ」

　靴くつ底ぞこで土と草を擦こすりながら、絵馬は歩く。

　倫太郎の横を通り過ぎ、さらに、一歩。

「戦いは終わらない。巻きこまれた家族に、為なす術すべはなかった。結けつ局きよく、敵てきの本ほん拠きよ地ちに追いこまれるようになりながら、戦って、逃にげて、また追いこまれて、戦って。誰と何の理由で戦ってるのかもわからなくなるまで戦って。気付いたら、たくさん死んでいた。妖よう怪かい達も、家族の父親も母親も、子供を庇かばって死んだ。しかし残った子供はまだ、狙ねらわれていた」

　煙草たばこを吐き出す。踏ふみにじると、魂たましいのように煙けむりがどこかに昇のぼっていった。

「そこで初めて──家族を手伝ってた人間は、気付いたのさ。わけもわからない戦いで、わけもわからない相手と戦って、わけもわからないままに多くの者が死んだ。こんな馬鹿げたことはない、てね。何をしてでも、何と引ひき換かえにしてでも、こんな馬鹿げたことは止めさせて、残った子供を逃がさなくてはならないと思った」

　左の袖そでが風に揺ゆれている。これは、そう──。

　自分の過あやまちの、証あかし。

「その人間は、自分が教えられた技術の中で、最高の威い力りよくと効こう果かを持った──んで最高にクソッタレな結けつ界かいを張って、数百の妖怪全てを一度に閉じこめて、その戦いを終わらせることにした。結界は自分の意い志しをある範はん囲いに展てん開かいし、世界意志を凌りよう駕がする技わざ。数百の妖よう怪かいが入る広大な領りよう域いきの世界意志を屈くつ服ぷくさせられるほどの、自分の意志を最も効こう率りつ的てきに反はん映えい出来る力を備そなえた結界材は一つだけだった。切り離し分割し、ただのモノになった自分の肉体を結界材にした結界──それがクソッタレな結界の正しよう体たい」

　後こう悔かいはない。

　あのときに出来た最さい善ぜんの方法は、それだけだった。だから選んだ。それだけの話。

　そう、最善だった。しかし。

　もしも、と考えてしまう。

　もしも、初めから危き機き的てき状じよう況きようだったのだと、そうしなくては絶対に成功させられないほどの難しい依頼を自分は受けてしまったのだと、もっと前に気付いていたならば。

　あの父親と母親は、死なずに済すんでいたのかもしれない──。

「で、戦いは終わった。残ったのは、死体。地に落ちた誇ほこり。内ない紛ふんの火ひ種だね。血。絶ぜつ望ぼう感かん。疲ひ労ろう感かん。やるせない気持ち。家族から取り残された少年。約やく束そく……結けつ局きよく、実のあるものは、何も、残らなかった。誰だれも、幸せには、なれなかった」

　もう一歩、前へ。

　たくさんの瞳ひとみが、自分を見ていた。

　絵え馬まはその視し線せんをどこか心地ここち良よく感じながら、真ま正しよう面めんの狐きつね達を見つめて、言った。

「もう、気付いているかい？　あんたらと同じだ、と言ってるんだ。どうして気付かない？　どうして、誰も幸せになれない結けつ末まつを望む？　気付いて止めるんならそれでよし。だが止めないのなら──私の意志は一つだ。繰くり返かえさせはしない。絶ぜつ対たいに、あんたらを止める。巻まきこまれて幸せを失おうとしている奴やつ等らを、完全に完かん璧ぺきに、逃がしてやる。そう──なんとしても。たとえもう一度、同じことをしなければならないのだとしても」

　ああ、言いたいことは終わった。宣せん言げんは終わった。

　たくさんの瞳。困こん惑わく、共感、無感情──それぞれの色を返してくる瞳。

　しかしその中で一つだけ、見えない瞳があった。見なければならない。そして言わなければならない。その言葉を向けるべき相手は、この場に一人しかいないのだから。

　振り返る。

　目を見開き、小さな身体をぶるぶると震ふるわせながら──。

　黒くろ猫ねこと化した少年は、無む言ごんで、こちらを見つめていた。




　絵馬はふっと鼻から息を漏もらし、

　ただ優しく、

　笑った。

「あのときのやり直しが出で来きるんなら。残った腕うで一本くらい、安いもんだよ」
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　隻せき腕わんの結けつ界かい師しが囁ささやくように続けた話が終わる。

　誰もが、彼女の奇き妙みような迫はく力りよくに呆ぼう然ぜんと耳を傾かたむけていた中──ただ一人、『呆然と』ではなく、『隙すきを窺うかがいながら』それを行っていた男がいた。

　何故なぜ『それ』をしようと思ったのかはわからない。結界師の話のせいかもしれないし、その前に既すでに決めていたのかもしれなかった。

　ただ少なくとも、このように──部ぶ下かに裏うら切ぎられ、地面に倒たおれ伏ふす前からでないことは、確かだろうが。

　地ち凌りよう大たい皇こうは痛いたむ足に力を込めて起き上がり、未いまだ刹せつ奈なの持つナイフの脅きよう威いに硬こう直ちよくしたままの水すい皇おうに向かって跳ちよう躍やくした。

「な──!?」

　攻こう撃げきではない。この状じよう況きようで彼に許ゆるされるのは、全ての事じ態たいが動き出す前に先んじて起こす、反則にも等しい一手だけ。そして負ふ傷しようした身体では、まがりなりにも四し皇おうの一人である水皇を一いち撃げきで打ち倒すことは不ふ可か能のうだった。必ひつ要ようなのは力ではなく、瞬しゆん間かん的てきな速そく度ど。

　水皇の背中に乗っていた少女の服に爪と牙を引っ掛け、そして水皇が反応する前に彼女を引き剝がすことが出来るだけの速度──。

　地凌大皇は疾しつ風ぷうの如ごとき速度で光ひか流るを奪うばい取とる。ある程てい度どの距きよ離りを飛びのいたところで、身体の奥から無む理りに搔かき集あつめた活力が当然のように霧む散さんしていくのを地凌大皇は感じた。だが彼は神しん速そくが失われてしまったことにも構かまわず、少女の襟えり首くびを咥くわえたままで必ひつ死しに足を動かす。

　それは水皇のように彼女を人ひと質じちにしようとしているのではない。意い識しきを失っている彼女を、ただ混こん迷めいの場所から引ひき剝はがそうとするかのように、地凌大皇はよろけながらも必ひつ死しに水皇との間ま合あいを広げた。

「地凌大皇！」

「お、おのれっ！」

　彼のその行動を合図に、停てい滞たいしていた世界が急きゆう速そくに動きを取り戻した。




　人質を失った水皇が大きく後こう退たいし、再ふたたび森しん皇おうと火か界かい皇おうが睨にらみ合あいを始める。金きん奏そう皇おうは、

「どうすりゃええんやろうな……こらひとまず様よう子す見みや」

　どこか面おも白しろそうに呟つぶやいてバックステップする。

　刹奈はそんな彼女を眺ながめ、不ふ可か解かいな行動を取った地凌大皇を眺ながめ、結けつ局きよくは彼を信しん頼らいした。

　地凌大皇──光ひか流るの前に立ち、水皇に対して刀を構かまえる。

　そして高こう難むず倫りん太た郎ろうは。

　苛いら立だっていた。

（なんだよ。なんだよ。なんだよ──!!）

　絵え馬まが喋しやべっていた話。覚おぼえていたことも覚えていなかったこともあった。知っていたことも知らなかったこともあった。それを胸むねの内で咀そ嚼しやくしている時間はなかった。ただ、納なつ得とく出で来きない感情だけが、脳のう裏りで暴あばれまわっていた。

　それを無む理り矢や理りに抑おさえつける。

　今は、自分の感情は後回しだ。今しか出来ないことがある。本ほん格かく的てきな戦せん闘とうが始まってしまう前に、やっておかなくてはならないことがある──。

　全ての感情を切り捨て、倫りん太た郎ろうは前方にいる女に向けて叫んだ。

「絵え馬まさん！　結けつ界かいを！」

「解かい除じよ方法がわかったのか？　あの結界の意味が？」

「わかった、わかったよ！　絵馬さん、時計を投げてみて！　あれは……」




「一から十二が輪転する──『時を刻む』概念の結界なんだよ！」




　結界を形成する、陰いんの詩に示されていた言葉。

　死。失うしない。業ごう。罪つみ。艶えん。奪うばい。祟たたり。谺こだま。旭あさひ。真まこと。裁さばき。望のぞみ。

　それらがこの順番で並んでいた意味は、ただ一つだった──。

　漢字の中に、順番通りの数字を含んでいる。

　文字が先に浮かぶ、という金きん奏そう皇おうの言葉──当然だ。文字こそが肝かん要ようだったのだ。ひどく単たん純じゆんに、意味に囚とらわれず、字じ面づらだけを見ることが出で来きた光ひか流るの言葉によって、それは明らかになった。

　そう考えれば、陽ようの詩の意味もわかる。あれは、『数字の共有』に関するヒントだ。




【あらゆるものが死であり】……『一』の横線は、全ての文字に含ふくまれている。

【失は死ならざる全てである】……『二』の二本線は、死以外の文字には全て含まれている。

【艶を受諾するものはなく】……艶に含まれる『五』を含む文字は、他にない。

【あるいは艶こそが罪である】……罪の冠かんむりの部分は確かに『四』だとも思われるが、より正確に言えば『艶』の中にこそ『四』が存そん在ざいする。

【谺は真の祟であり】……『八』はその三つの文字の中にも存在し、

【旭は孤こ高こうに輝かがやく】……気付きのきっかけとなった『九』は、五と同様に旭の中にしかない。




　一から十二までの移うつろいを示すものが、形を与える。

　さらに【輪りん廻ねの停てい滞たいは空くう虚きよの消しよう失しつ】という最後の一文。

　それらを考えると、結けつ局きよくのところ結界の解除方法は──。

　全てが刻きざまれた『時計』を結界に与え、それを止める、ということに他ならなかった。




　倫太郎の声を聞き、絵馬はひどくゆっくりとジャケットの内ポケットに手を入れた。

　止まる。

　表情はない。彼女は目を瞑つむり、懺ざん悔げするように胸むねに手を当てて動きを止める。

「何やってるの、早く……」

「倫太郎。あんたはよくやったよ。あんたに謎なぞ解ときを任まかせて、よかった。本当に」

「そんなことはいいから！」

「だからこれは、私の問題だ。純じゆん粋すいに──悪運が尽つきた、私の責任だ」

　絵え馬まは静かに呟つぶやいていた。

　その様よう子すに、倫りん太た郎ろうはとてつもなく嫌いやな予よ感かんが頭に浮かぶのを感じる。

　目を閉じたまま、絵馬は内ポケットから手を引ひっ張ぱり出だし──。

　その手にあるものを、掲かかげる。

「さっき、三回ほど……ピンチがあってね。最後の一回は本当に死にかけた。至し近きん距きよ離りから礫れき弾だんを撃うたれて、まったくの運だけで助かった」




　それは、

　全ての手しゆ段だんが、

　失われてしまった証あかし。




　絵馬はその証を強く握にぎりしめながら、吐き捨てるように、呟いた。

「ご都つ合ごう主義が許ゆるされるのは一回きり、か」

　鎖くさりの先で。

　全体的に歪ゆがみ、蓋ふたを失い、文も字じ盤ばんが剝はく落らくし、さらには金きん属ぞく片へんが中心に突つき刺ささっている──完全に壊れた懐中時計が、揺ゆれていた。

　無力感が嘲ちよう笑しようする。喪そう失しつ感かんが胸むねを支し配はいする。

　倫太郎は、目の前に暗い闇やみが降おりてくる錯さつ覚かくを覚おぼえた。

　出で来きることは全てやった。

　それでも、それでも──駄だ目めだというのか？

　繰り返すのではなく。

　繰り返すことにすらならず。

　誰も逃げられないという最悪の結けつ末まつが……待っていると？




　ふざけるな。
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　空くう白はくだった。

　世界には空白が満ちていた。




　隻せき腕わんの結けつ界かい師しは目を閉じたまま、時計が手の先で嘲あざ笑わらうように揺れるのを感じていた。

　虚うつろな風の音が聞こえる。

　何もない。進むべき道を失った、虚きよ無むの空間。空白。

　それは失われてしまったものを悼いたみ、未来に訪おとずれるかもしれない過去に恐おそれを抱いだく。

　逆さか貫ぬき絵え馬まは、空白の名前を思い出すことを拒きよ否ひした。

　が、それは黙だまっていても脳のう裏りに浮かび上がってくる。

　その、行き場のない空白の名は──。




　絶ぜつ望ぼう、といった。




　それは俯うつむく黒くろ猫ねこの肩に乗っていた。

　それは刀を構かまえる母親の前を舞まっていた。

　空白に魅み入いられた彼等は動かない。動けない。その前に、あらゆる存そん在ざいは無力。

　世界が止まっている。

　誰だれも口を開かない。開く必ひつ要ようがない。口を開いても、運命は動かないのだから。虚無は埋うめられないのだから。

　頭ず上じようには静せい謐ひつな空がある。

　虚ろな静けさを持った風だけが、やはり虚ろに彼等の肌はだを撫なでていた。寒々しい空気の流れはそれ以外の停てい滞たいを浮うき彫ぼりにし、囁ささやく。自じ慢まんげに囁く。

　終わったのだと。

　終わりかけていたものが、ここで、終わってしまったのだと──。

　その囁き、風の音だけが、空白の仲間。絶望を喚かん起きさせる同どう盟めい者しや。

　希望を失った者達は、ただ無む言ごんでその音を聞く。

　雲が流れた。流れた。流れた。




　──やがて。

　空白に支し配はいされた、止まった世界で。

　不ふ意いに、新たな音が生まれた。

　その音は止まった彼等を動かすほどの力を持たない。か細い、小さい、声。

　だがしかし、それは。この世界において、それだけは──。

　空白では、なかった。
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　泣いている。誰かが泣いている。

　地ち凌りよう大たい皇こうの意い識しきは、その声に引き戻された。薄うすく目を見開く。

　いつのまに倒たおれていたのだろう。全身の痛いたみに耐たえながら瞳ひとみの焦しよう点てんを合わせると、自分の前では刹せつ奈なが背中を向けて立っていた。水すい皇おうと対たい峙じしている。では、この首にまとわりつく重みは一いつ体たい、何だというのだろう──。

　考えるまでもなく、答えは一つだった。

　刹奈の、子。

　いつ目め覚ざめたのか、彼女はこの自分の首にすがりつき、泣き続けている。人目も憚はばからず、子供らしく、一心に涙なみだを流している。

「……何故なぜ泣くのだ」

　気付くと、口を開いていた。返事はない。もう一度繰くり返かえすと、途と切ぎれ途切れに答えが返ってきた。

「だって……きつねさん、血が……それで、いたそうで」

　血？　痛いたそう？

　今さらながら、地凌大皇は自分の肉体の状じよう態たいを確かく認にんした。

　金きん奏そう皇おうの礫つぶてに肩が射い抜ぬかれている。四し肢しが火か界かい皇おうの炎ほのおで焦こげている。黒い毛皮は流れ出る鮮せん血けつで醜みにくい色に染そまっており、全身は痛つう苦くという名の魔ま物ものに蝕むしばまれている。

　だが、死ぬほどではない。最も力ある存そん在ざいである地凌大皇として、自分は一族の誰だれをも凌りよう駕がする生命力、回復力を具そなえている。確かに深ふか手でだが、一月もすれば元通りに回復するだろう。
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　だのに何故なぜ──この娘は、こうも哀かなしそうに泣きながら抱だきついてくるのか。

　小さな手。白い頰ほお。柔やわらかい服。それら全てを、醜みにくい朱色に汚よごしながら。

「泣くほどではない。離はなれろ」

「……やだぁ」

　ふぅ、と地ち凌りよう大たい皇こうは嘆たん息そくする。

「怖こわくはないのか。我はかつて、お前までも絶ぜつ対たい陣じんに閉じこめようとしたのだぞ」

　そう。

　刹なつ奈なの子であれ、人間の血が入っている娘などどうでもいいと。

　いやむしろ、刹奈をこの里に呼び戻すには、邪じや魔までしかないと思っていた──。

「わかん、ない、けど……こわくない」

「何故」




　思っていた……はずだった。




「ままと同じにおいがするから」




　何か。何かが、地凌大皇の脳のう髄ずいで疼うずいた。

　それは溶とけ出だすような暖あたたかさを持っていた。

　それは身を縛しばる冷感を持っていた。

　それは鋭するどい針の不安感を持っていた。

　それは布に包まれるような安あん堵ど感かんを持っていた。

　どれが正解なのか。それは何なのか。わからない。わからないのであれば、その正しよう体たいは一つしかない──。

　すなわち、異い常じよう。

　慄おののきにも似にたその異常は、地凌大皇に一つの決意を強しいる。

　しなくてはならないことだった。自分にしか、出で来きないことだった。

　理由は単たん純じゆん。

　気付きたくなかったものに気付いてしまった。触ふれたくなかったものに触れてしまった。触れてしまえば気付かざるを得えないものだったというのに。

　地凌大皇は身体を震ふるわせ、精せい神しんを集中させた。血の力を呼び起こす。

　気が遠くなるほどに痛いたみが強まるが、それしきの痛つう苦くに集中を乱みだされる自分ではない。

　この森しん羅らの里を護まもる役割を与えられた存そん在ざい。遥はるか太たい古こより受うけ継つがれる秘ひ義ぎを、唯ゆい一いつ扱あつかう資し格かくを持った存在。その矜きよう持じは、未いまだ失われてはいない。

　──顔を上げる。

「地ち凌りよう大たい皇こう命ず、輪りん廻ね着ちやく続ぞく。絶ぜつ対たいは絶対に非あらず、乖かい離りは乖離に非ず……」

　眼まな差ざしは爛らん々らんと。

　声は朗ろう々ろうと。

　誰だれも幸せにはなれない結けつ末まつを回かい避ひするために。

　唯ゆい一いつ出で来きる、最善の方法を、呟つぶやく。

「──解けよ！」




　かつて見たのと同じ。

　消える。

　虹にじ色いろの半球が、音もなく、搔かき消きえる。

「……っ、と」

「うわっ!?　びっくりしたっ!?」

「あふぁ」

　中からも壁かべに対して何かをしていたのか、天あま宮みやがつんのめるようにして姿すがたを現す。寝ねぼけ眼まなこの姫ひめ孝たかを抱かかえた信のぶ孝たかも、地面にあぐらをかいて座すわっていた。表情に疲ひ労ろうの色はない。

　それを呆ぼう然ぜんと見ていた絵え馬まの胸きよう中ちゆうに、ふと笑いの衝しよう動どうが巻まき起おこる。

「ふふ……はは」

　悪運はまだ尽つきていなかった。

　それにしても、なんと皮ひ肉にくな結末だろう。

　必ひつ死しになってもがいているうちは手が届かず、絶ぜつ望ぼうしたときになって初めて救すくいが舞まい降おりる。それも、自分とは全く関係のないところから。

　それは神からの贈おくり物ものじみた幸運なのか。

　確かつ固こたる理由を持った、正当な因いん果がの末まつ路ろなのか。

　ただの偶ぐう然ぜんなのか。

　わからない。どうでもいい。

「ははは、はは……」

　何を不満に思うことがある？　望んでいた願いが叶かなえられた。文もん句くをつける余よ地ちはない。過か程ていなど関係ない。理由も貢こう献けんも必ひつ要ようない。

　しかし、そうだ。

　自分は知っていたのではなかったか。

　この結末を、予よ想そう出来ていたのではなかったか。

　自分は信じていたのだから。だからこそ、自分は自分なのだから。

（閉じこめる技術を持っている者こそが、その閉塞を解放する方法を最もよく知っている）

　だからこれは、あるいは必ひつ然ぜん。

　その真しん理りが、自分ではない誰だれかに適てき用ようされただけの話。

　それでもいい。

　逃にげたい誰かを逃がすためならば。

　自分は全てを利用する。必然も偶ぐう然ぜんも利用する。

　とにかく『逃がすことが出で来きた』のならば──自分の、勝ちなのだ。

「おっけー。じゃあ、事じ後ご処しよ理りと……いきましょうかね！」

　懸け念ねん事ごとの一つは片付いた。

　だが、まだ仕事が終わったわけではない。

　この場にはまだ、愚おろかな奴やつがいて。

　愚かな奴は、愚かなことをしでかすものなのだから。

　絵え馬まは壊こわれた懐かい中ちゆう時ど計けいから手を離はなし、代わりにコインを取り出した。
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（くそ。くそ──どうすればいい？）

　水すい皇おうは歯は嚙がみしていた。人ひと質じちであった娘は地ち凌りよう大たい皇こうに奪うばわれた。取り返そうにも、その間には氷ひよう獄ごくを瞳ひとみに宿した刹せつ奈なが立たち塞ふさがっている。戦う──？　馬ば鹿かな、自殺行こう為いだ。

　目玉を動かすと、視し界かいの端はしではまだ森しん皇おうと火か界かい皇おうが対たい峙じしていた。それは見ようによっては、対峙という停てい滞たいした状じよう況きようを用いることで、この事じ態たいに関かん与よするのを避さけようとしているようにも見える。

（あの馬ば鹿かめ！　何のためにジジイを殺してやったと思ってるんだ！）

　やはりあいつは力を求めるだけのただの馬鹿だったのか。前の森皇を殺せばいいという単たん純じゆんな解かい決けつ策さくにも気付かず悶もん々もんとしていた男だから、それも当然かもしれなかったが。

（とにかく、どうする、どうする──？）

　恐おそろしい。正直、恐ろしい。

　いつ、刹奈が踏ふみこんでくるか。いつ、その刃を振り下ろしてくるか。

　右手の指が切せつ断だんされたときの痛いたみを思い出す。恐きよう怖ふを思い出す。気が狂くるいそうになる。

　そのとき水皇は、輪りん廻ね乖かい離りの絶ぜつ対たい陣じんが解かい除じよされる光こう景けいを視し界かいの端はしに捉とらえた。

　青い服を着た女と、男と、その手の中にいる赤子が、虹にじ色いろの残ざん滓しからその姿すがたを現す。

（そ、そうだ、そうだ！）

　水皇の目には、もうその赤ん坊しか映っていなかった。最後に残された希望を手に入れるため、水皇は一いつ心しん不ふ乱らんに走り出した。




　既すでに。

　自らの命運が決まっていることなど、考えもせず。




「わぁぁぁっ!?」

　物もの凄すごい形ぎよう相そうで突とつ進しんしてくる青い狐きつねを見、男が赤ん坊を抱かかえこんで地面に蹲うずくまる。水すい皇おうは止まらない。さらにスピードが上がる。

「邪じや魔まだ、殺す、殺す殺す殺！　す！　ガキをよこせ！」

　水皇がその爪つめを信のぶ孝たかの身体に伸ばしたとき──信孝の周しゆう囲いを、青白い電光が覆おおった。水皇は悲ひ鳴めいをあげ、手を引き戻す。

　それは、コインによって形作られた、結けつ界かい。

　白いスーツの女は指を鳴ならした姿し勢せいのまま、つまらなさそうに呟つぶやいた。

「ま、どーせそんなこったろうと思ったよ」

　その声が水皇の耳に届くのと同時、彼は頭ず上じようから何かが降ふってくるのにも気付いた。

　青い服の女が高く跳ちよう躍やくし、長く伸びた両の爪を振りかぶっている。

「お、おおおおっ!?」

　咄とつ嗟さに大気中の水分を集め、細長い水の刃を作り出す。左右に二枚。それが精せい一いつ杯ぱいだ。

　女が繰くり出だす右の爪を、左の刃で受け止める。続けざまの左の爪を、右側の刃で受け止める。右。左。右。左。速はやすぎる！

　嵐あらしのようなその攻こう撃げきを、水皇は必ひつ死しに防ふせぐ。とても反はん撃げき出で来きるような余よ裕ゆうはない。女の瞳ひとみは無む機き物ぶつのように冷たく、その攻撃も機械のように正確無む比ひに急きゆう所しよを狙ねらってくる。手て加か減げんはおろか、いかなる油ゆ断だんも隙すきも見られない。

「ど、退どけぃっ!!」

「拒きよ否ひします。退くべきは貴方のほう」

　女は冷れい徹てつに答えた。攻撃は止まらない。右。左。右──右。

　水皇は戦せん慄りつする。簡かん単たんなフェイントだが、完全に釣つられてしまった。攻撃を防いでいた水の刃が、自分の身体を無む防ぼう備びにする位置に動いてしまう。

　女は叩たたきつけるように叫び、致ち死しの一いち撃げきを繰り出してきた。

「無力な赤あか子ごを狙おうなどと──恥はじを知りなさい！」

　無む理りだ。避さけられない。

　水皇は強ごう引いんに二本の水すい刃じんを衝しよう突とつさせ、眼がん前ぜんで弾はじけさせる。飛ひ散さんする水の幕まくで一いつ瞬しゆんだけ視し界かいが遮さえぎられた。その目くらましに頼たより、水皇はただ命を永ながらえるためだけに無む我が夢む中ちゆうで後こう退たいする。

　するとそこで、彼は目の前が真っ暗になるような殺さつ気きを背中に感じた。

　振り返ると。

　ひどく冷たい瞳で、ひどく冷たく光る刃で、ひどく冷たい声こわ音ねの──。

　刹せつ奈なが、すぐそこに。

「悪いが、お前はやりすぎだ……それにしても、やはり」

　無む我が夢む中ちゆうで、真横に飛ぶ。

　なんという体術か、真まっ直すぐ突とつ進しんしていた刹奈も、その勢いきおいそのままに直角に飛んだ。

　水すい皇おうのすぐ目の前で、不ふ揃ぞろいな黒髪が踊おどる。

　かつてないほどの至し近きん距きよ離りで刹奈と視し線せんを合わせながら、水皇はその言葉を聞いた。

「つまらん男だったな」

（ち、ちくしょぉぉォォォォォォォォ!!）

　銀ぎん光こうが奔はしり、そして水皇の頭が体から飛んだ。
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　協力者を失った森しん皇おうはすぐに逃にげ去さった。行く場所はわかっているが、明確な理由があって敵てき対たいしていたわけではない。追う必ひつ要ようもなかった。

　地ち凌りよう大たい皇こうに目を向けるが、あの様よう子すでは命に別状はないだろう。力に慣なれていなかったのは新しい火か界かい皇おうも同じだったということか。ともあれ、今は刹奈達が彼の周まわりにいて、もはや攻こう撃げきをしかけることは出で来きない。

　あっちゃー、と金きん奏そう皇おうは額ひたいに手を当てた。作戦失敗だ。

「金奏皇……」

　火界皇が近付いてきた。こんなこともあろうかと親しくしておいた、前火界皇の弟だ。力を求める理由はあの森皇と一いつ緒しよだった。力を受うけ継つがせる手伝いをする代わりに、何でも言うことを一つ聞く。そういう契けい約やくを交かわしただけの関係。

（力がそんなにええもんかねぇ）

　金奏皇は胸きよう中ちゆうで嘆たん息そくしてから、扇せん子すをぱたぱたと振った。

「ああ、ええてええて。悪いな、つき合わせて。お咎とがめはうちが被かぶるから、あんたはまぁ……新しい火界皇として、炎えん狐こ達の制せい御ぎよでもしときや」

「……はい」

「あ、これはただのオネガイやけども、あんたに役目が引ひき継つがれた──てか前の火界皇が死んだ理由は、上手うまく誤ご魔ま化かしといてほしーな。水皇を悪役にするとええかもよん」

「わかりました。では」

　一つ頷うなずき、火界皇はあっさりとその場から立ち去った。

　やれやれ、ともう一度嘆たん息そくして、金奏皇は刹奈達を見やる。

　それは悪い光こう景けいではなかったが──なんだか、背せ筋すじが痒かゆくなる光景だった。




　地ち凌りよう大たい皇こう──そして光ひか流るの元に、刹せつ奈な達が集まっている。天あま宮みやは家族に気を遣つかってか、少し離はなれたところでぽつんとその光こう景けいを眺ながめていた。さらに遠くでは、ボロボロになった隠かくる夜やが自分の役目は終わったとばかりに地面に座すわりこんでいる。

「まま、ぱぱ……」

「ああ、パパだよ。ほら、姫ひめ孝たかも一いつ緒しよだ。心配させちゃったかな……もう安心だよ、光流」

「うん！　でも、きつねさんが、また……」

「気き絶ぜつしているだけだ。このくらいで死ぬほどやわではない。大だい丈じよう夫ぶだ、私が保ほ証しようしよう」

「ほんと？　まま、うそじゃないよね!?」

「ああ。信じろ。噓うそを吐つくのはいけないことだと教えているだろう？　私がそれを破ると思うか？」

「思わないー！　そっか、だいじょぶなんだ。えへへ、よかったー」

　刹奈の言葉に、ようやく光流は安心したようだった。泣なき縋すがっていた地凌大皇の身体から身を起こし、満まん面めんの笑えみを浮かべる。信孝が光流の頰ほおと手についた血をハンカチで拭ぬぐうと、くすぐったそうに彼女は目を細めた。

　そのうちに、光流は一団から離れようとする黒くろ猫ねこの姿すがたに気付く。

「あ、ねこさんー。おにいちゃん？」

「……」

「えと、だっこしても……」

「光流」

「まま……うん。やめとく」

「代わりにと言っては何だが、姫孝はどうだい？　姫孝は光流に抱っこしてもらいたがってるぞ～」

「うん。ひめたか～。おいで～」

「だぁ」

「そう言えば刹奈、髪切ったんだね？」

「う……おかしい、だろうか」

「いいや！　いいよ、凄すごく可か愛わいいよ！　惚ほれ直なおした」

「そ、そうか……それはよかった。本当に、よかった」

「ひめたか～」




　きゃっきゃという楽しげな声を聞きながら、倫りん太た郎ろうは一人、傍かたわらにあった自分の服を引き寄せた。刹奈が置いたのか、あのナイフも横に落ちている。

　人間に戻る。服をのろのろと身に着けていくが、その途と中ちゆうにも何回か溜ため息いきが出た。

　結けつ局きよく。

　自分は何をしたのだろう。何が出で来きたのだろう。

　それは考える必ひつ要ようのないことなのかもしれない。事実、護まもりたいと思っていた家族は、あそこで幸せそうに笑っている。あの家族に関しての問題は解決した。仕事は上手うまくいったのだ。

　……それなのに。

　服を着終えると、倫りん太た郎ろうはゆっくりと顔を上げた。

　持ち帰って直そうとでもいうのか、壊こわれた時計を未み練れんがましく拾い上げている白いスーツの女の背中が見える。

　さあ、考えなくてはならない。

　自分が、どうしてこんなに、苛いら立だっているのか。




　まだ、戦せん慄りつの事じ態たいは終わらない。

　水すい皇おうは生きていた。死にかけながらも、生きていた。

　液体を操あやつる力でもって、なんとか脳のうに血液を集めていく。しかしそれも、首からとめどなく命が魂たましいが思し考こうが零こぼれ落おちていくのを止めることは出来ない。

　意い地じ。狂くるった男の意地だけが、その首を生かしていた。

（く、そ……何故なぜだ。つまらんと、また──言いやがった！　俺は、そんなに──つまらん男なのか、くそっ！）

　一いつ矢しを報むくいてやらねば気がすまない。

　彼は最後の力を振ふり絞しぼって、口を開けた。大気から水分を集め、あらゆるものを貫つらぬく水の槍やりを形成する。最後の最後になって──それは、今まで作ったものの中で最大威い力りよくを持ったものに制せい御ぎよ出来た。

　ひひ。見ろ。やれば出来る。やれば出来るのだ！

「死ね！　ガキ、ガキくらいは、殺してやるぞぉぉっっっ!!」

　まったく無む防ぼう備びな隙すきを見せていた一団、その中でも特に無力な子供二人に向けて。

　死、が、射しや出しゆつされた。




　絵え馬まがそれに気付いたとき、全ては手て遅おくれだった。

　絶ぜつ叫きように振り向く。太く長く鋭するどい水の槍が撃うち出だされる。

　反はん射しや的てきにポケットからコインを摘つまみ出だしたが、わかってしまった。

　間に合わない、と。

　世界の動きが遅おそくなる。全てはスローモーションになる。自分の身体も、もはや素す早ばやく動いてはくれない。思し考こうだけが先走る。

　未来を勝手に想そう像ぞうする。過去として知っている未来を創そう造ぞうする。

　結けつ論ろん予よ測そく。

　幸せな家族に。

　それらを永遠に分かつ、死が訪おとずれる。

（ああ）

（同じなのか）

（同じだ）

　わかっていた。次に見える光こう景けいはわかっていた。必かならず、必ず──親は子を庇かばうだろう。そして、そして……。

（また、繰り返してしまう──!!）

　ひゅう、と喉のどの奥が引ひき攣つれる。それは忌いまわしく忌まわしい絶ぜつ望ぼうがもぞりもぞりと肺の中に滑すべりこんできた音。

　頭が重くなる。鉛なまりでも詰つめられたかのように重くなる。それは最悪で最悪な悪お寒かんが脳のう味み噌その中でぞわりぞわりと増ぞう殖しよくしている証しよう拠こ。

　ひどい吐はき気けがする。それは恐おそろしく恐ろしい恐きよう怖ふという名の蛆うじ虫むしがずるりずるりと胃を這はい回まわった結けつ果か。

　左腕うでが痛いたむ。

　痛む。

　今はもうない、左腕が痛む──。




　繰り返される。




　予よ想そうしていた光こう景けい。予想したくはなかった光景。

　案あんの定じよう。

　刹せつ奈なは最も自分の近くにいた信のぶ孝たかを突き飛ばした。水すい槍そうが到とう達たつするまでに許ゆるされた行動は、ただそれだけ。光ひか流ると姫ひめ孝たかに手を伸ばしたときには、既すでに死は間ま近ぢかに迫せまっていた。彼女は僅わずかの躊ちゆう躇ちよもなく、光流と姫孝を胸むねに抱かかえこみ、水槍に背中を向け、その場に蹲うずくまり──。




　……ああ。

　ああ──。




　繰り返されない。




「う、わぁぁぁぁああ！」

　倫りん太た郎ろうが、飛ひ来らいする水槍の前に、立たち塞ふさがっていた。

　その手には、風の精せいが閉とじこめられたナイフがある。

　柄つかを握にぎり締しめている。その行こう為いは、とある仙せん人にんがかけた呪のろいを呼よび起おこした。

　風ふう精せいが暴ぼう走そうする。それらは悪あく夢むのように現実に干かん渉しようした。

　柄の周しゆう囲いの空間が薄うす青あおの色しき彩さいを獲かく得とくし、震ふるえる。

　舞まう風は竜たつ巻まき。踊おどる風は刃やいば。固こ化かした風は肉を押おし潰つぶす。ありとあらゆる『害がい意いを持った風』の具ぐ現げん──それが、呪いだった。

　柄を握る彼の掌てのひらに無数の裂れつ傷しようが走り、鮮せん血けつがしぶいた。握り続けている限り、暴走は止まらない。が、彼はその手を離はなさなかった。肉が切きり裂さかれようとも骨ほねを削けずられようとも、倫りん太た郎ろうはその手を離さなかった。

　手の内側だけではない。暴あばれまわる呪いは手の甲こう部分までも標ひよう的てきにする。風が皮を裂さく。肉を千切る。骨を押し潰す。柄の周囲の空間だけが、意い思しを持った風を暴ぼう君くんとする地じ獄ごくへと変わっていた。地獄に響ひびくのは忌いまわしく耳みみ障ざわりな音。硬かたい何かが折れる音。柔やわらかい何かが裂ける音。閉じこめられていた液体が噴ふき出だす音。

　その鮮血は一いつ体たい、小さな手のどこに入っていたのか。

　見るものにそんな場違いな感かん想そうを抱いだかせるほど多量の血を流しながら。想そう像ぞうを絶ぜつする苦く痛つうに耐たえながら、彼は両手で握ったナイフを突き出す。

　そして狂くるった狐きつねの口から長く長く伸びる、鋭するどすぎる槍の穂ほ先さきを、受け止める。穂先は刃に宿る風精の力によって切り裂かれた──が、水で出で来きた槍は、たとえ穂先を散らしたところでそれに続く柄が次なる穂先となる。射しや出しゆつされ続ける限り、その水流の先せん端たんは常つねに穂先の鋭するどさを保たもったままでいるのだ。

　とめどなく流れくる水流の槍を、彼は、自らをも傷つけるナイフで押おし止とどめ続ける──。




　あってはならない。

　これは、あってはならない。

　水すい皇おうの口から伸びる『死』を目にしたとき、天あま宮みや灰はい理りが考えていたのはそれだけだった。

　思い出す。姫ひめ孝たかの笑え顔がお。重み。いのち。証しよう明めい。

　護まもらなくてはならないもの。

　……無意味ではないもの。

　全身の筋きん肉にくに指令を伝える一いつ瞬しゆん前まえ、先んじて動く少年の影かげを、天宮は見た。

　自らの全てを盾たてと化し、彼は死の前に立たち塞ふさがった。

　流れる鮮血を犠ぎ牲せいに、聞いたこともないような絶ぜつ叫きようを糧かてに、彼は立っている。

　その横顔。苦痛に顔を歪ゆがめながら、それでも眼がん前ぜんの死を見つめている倫太郎の横顔。

　彼の過去に関かん与よすることは出来ない。

　彼と彼女が共通して抱いだいている、自分と出会う前の出で来き事ごとは知らない。

　わかるのは『今』だけだ。

　あの村で出会ってから今まで見ていた、彼等の姿すがただけ。

　気弱で、とても優しい少年。料理が上手うまい少年。どこか儚はかなく微笑ほほえむ少年。

　そんな彼をからかい、子供のように楽しげに笑う隻せき腕わんの女性。どこか遠まわしな温あたたかさを持った瞳ひとみで彼を見つめる女性。

　天あま宮みやは走りながら、思う。

　二人。逃にがし屋やという仕事を続けてきた二人。

（間ま違ちがっていない、とは言えない。それはあるいは、間違いを手て伝つだうこと）

（罪つみを犯おかしていない、とは言えない。それはあるいは、罪を助じよ長ちようすること）

（それでも。それでも）

　開き直りのように、胸きよう中ちゆうで強く呟つぶやく。

（彼等も護りたいと思うのは、私の勝手です──！）

　ああ、護まもる。

　自分は護る。

　無意味ではないものを。

　幸せになるべき、いのちの可か能のう性せいを。

　その彼を護ろうとする、自分を無意味から救すくい出だしてくれた恩おん人じん達を。

　そして天宮は、すべきことを唐とう突とつに理り解かいした。

　水の槍やりを受け止めた倫りん太た郎ろうの元へ走り寄り、彼女は背はい後ごからその身体を包む。

　出で来きる。自分にならば出来る。自分は元々、そういう存在だ。

　彼の手の周しゆう囲いに形成された、風という名の悪あく魔まが暴あばれる地じ獄ごく──その只ただ中なかに、天宮は僅わずかの逡しゆん巡じゆんもなく自らの腕うでを差し入れた。ぷつ、と軽い音をたてて甲こうの血けつ管かんが弾はじけ、肉が裂さかれる鋭するどい痛いたみが背せ筋すじを走る。

「天宮……さん？」

　声だけが聞こえる。天宮はそのまま手を伸ばし、ナイフの柄つかを握にぎる倫太郎の手を包みこんだ。

「そのままでは、倫太郎さんの手が千切れてしまうかもしれません──だから、お手伝いを。その呪のろいの力が、私に対しても流れるようにします」

　返事は聞かない。そんな暇ひまはない。

　スイッチは入っている。思い出している。自分は元々『通路』としての役割を与えられた存そん在ざい。呪じゆ的てきなものを流すという性質を、おそらく本質的に自分は獲かく得とくしている。ひどく感かん覚かく的てきだが、その方法も理解出来ている。出来ないはずはない。出来ないはずはない──。

　倫太郎の手ごと、ナイフの柄を握る。痛み。肉が抉えぐれる感かん触しよくに、自分が軽くなると感じる。血が流れる感触に、自分が薄うすくなると感じる。

　だが自分は消えない。

　ここにいる。

　天あま宮みやは手の力をさらに増ました。

　呪のろいによる傷きずに物理的な保ほ護ごは関係ないのか、倫りん太た郎ろうの手の甲こうにも、天宮の掌てのひらにも、傷は増ふえていく。

　呪いの全てを自分に流すことは出で来きなかった。あくまでも直接にナイフを握にぎっているのは倫太郎なのだ。彼に危き害がいが及ぶのを避さけることは出来ない。

　だが二人で呪いを分ぶん担たんすることにより、それぞれが負おう傷は確かに少なく、浅あさくなっていた。

　手から流れる鮮せん血けつを重ね合わせながら、二人は必ひつ死しに死の水流を受け止める。

　それらの行こう為いは、時間にすればほんの一いつ瞬しゆんのことだった。

　天宮と倫太郎が顔を上げ、見る。

　二人が最も信しん頼らいする『彼女』と、視し線せんを合わせる。




　絵え馬まは二人の視線を受け止めるよりも早く動いていた。が、その視線は決して無む駄だではなかった。それぞれの意い志しが完全に繫つながる。

　自分の正しさがわかる。自分にしか出来ないことがわかる。自分がすべきことがわかる。

　絵馬は思う。

（ああ）

（そうだ）
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（昔と同じなんかじゃ、なかった）

　どうして忘れていたのだろう。同じなはずがないではないか。

　苦く笑しようにも似にた自じ嘲ちようが脳のう裏りに浮かぶ。

　私は馬ば鹿かだ。本当の意味で『やり直せる』わけがなかった。

　過去は今ではない。

　今は過去ではない。

　積み重なった過去の証あかしがあった。今が現在である証があった。

（今は、こいつらがいる──!!）

　コインを投げる。あるいは、そう意い識しきするより前に投げている。

　水の槍やりを挟はさんだ向こう側がわにコインが落ちるのと合わせ、足元にもコインを投げ、疾しつ駆く。

　その最初の一歩と、指が鳴なるのは同時。

　世界意い志しを凌りよう駕がする『自分の意志』が込められたコインにより、世界そのものを変へん質しつさせる範はん囲いが規き定ていされた。その範囲においてのみ、世界は暫ざん定てい的てきに、単一の命令だけが空間を支し配はいする異い世せ界かいと化す。

　ここで絵え馬まが与えた命令は、至し極ごく単たん純じゆん──。

『あらゆるものを遮しや断だんせよ』。

　異い常じよう法ほう則そくを体たい現げんする光が。

　生まれた。

　それは二点だけを結んで形成される、最もシンプルな結けつ界かいだ。

　絵馬は足を止めず、呟つぶやく。

「あそこはもう、私の領りよう域いき。私の世界。そして」

　水すい皇おうの頭部に向けて、唇くちびるを歪ゆがめた。




「私が護りたいものの全てだ──あんた如ごときに破られるわけにはいかないな」




　蒼あお白じろく輝かがやく電らい光こうの障しよう壁へき。

　絶ぜつ対たい不ふ通つうのオーロラに、水皇の頭部から放はなたれる水流が遮さえぎられる。

　それを確認したのか、それとも丁ちよう度ど限げん界かいが訪おとずれたのか、倫りん太た郎ろうの手からナイフが滑すべり落おちた。ぐらりと傾かたむく彼の身体を、天あま宮みやが支ささえる。

　そして絵馬は目的地に辿たどり着ついた。

　もはや全ての生せい気きを失った白しろ目めで、惰だ性せいのままに水流を吐き出し続ける水皇の頭部。その傍かたわらに立ち、絵馬は疲つかれたように呆あきれたように、肩を揺ゆらした。続いて、ゆっくりと片足を持ち上げ──。

　下ろす。それだけで、全ては終わった。

　何かが潰つぶれる嫌いやな音に、絵え馬まは注意を向けない。興きよう味みも関かん心しんもない。

　ただ、感じていた。




　左腕うではもう、痛いたくはない。
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「やれやれ、だ……」

　絵馬は帽子をぐしぐしと押さえつけながら、煙草たばこの煙けむりを肺はい一いつ杯ぱいに溜ためこんだ。嘆たん息そくに紛まぎれこませるようにして、吐き出す。

　視し線せんの先には背中がある。小さな、背中。彼は俯うつむいたまま、そこに座すわっている。

　ゆっくり、ゆっくりと、絵馬は歩いていく。

　その途と中ちゆう、横手から、刹せつ奈なが声をかけてきた。

「逃にがし屋や。世せ話わになった」

　深々と頭を下げてくる。

　そうだ。片付けられるものは先に片付けておくとしよう。

　絵馬は首だけを横に向け、彼女と顔を合わせた。

「一いち応おう、聞いておくぞ。あんた達が閉じこめられてた結けつ界かいは解かい除じよされた。結界からは逃げられた、てことだなぁ。で、さらにもう一つだ。それ以外の何かから──」

　いつもの台詞せりふを、口にする。

「逃げたいと、思っているかい？」

　聞くと、刹奈は薄うすく笑った。答えは簡かん単たん。




「いいや」




「もう、逃げる必ひつ要ようはない──だろう？」

　刹奈は優しい表情のまま、自分の背はい後ごを振り返った。

　その視し線せんを追おい、絵馬も納なつ得とくする。

「……ああ。かも、しれないね」




　……暑さにぐったりしている犬のように、地ち凌りよう大たい皇こうは地面に顎あごをつけてうつ伏ぶせていた。

　そんな彼のところに、姫ひめ孝たかがハイハイで近付いていった。地凌大皇は半分閉じた瞼まぶたの下でその姿すがたを確認するが、身体は動かさない。

　姫孝はそのまま地凌大皇の鼻はな頭がしらに手を掛かけ、危あぶなっかしい仕し草ぐさで立ち上がった。こくんと小こ首くびを傾かしげ、ぺしぺしと地ち凌りよう大たい皇こうの鼻先を叩たたく。好こう奇き心しんが旺おう盛せいなのだろう。

　思い出す。

　子供の頃ころの刹せつ奈なも、落ち着きのない子供だった。

　何にでも興きよう味みを示し、危き険けんなものにも臆おくすることなく近付いていった。何度、その首を咥くわえて危険から遠ざけたかわからない。

　とにかく、元気すぎるほどに元気な子だったのだ。

　刹奈は飽あきることなく、母親の乳ち房ぶさにむしゃぶりついていた。飽きることなく、この自分の尻尾しつぽにじゃれついていた。飽きることなく、風に揺ゆれる草の穂ほを追いかけていた。飽きることなく、宙ちゆうに舞まう綿わた毛げの種を捕とらえようとしていた……。

　そして、自分がまだ小さかった頃に母から聞いた事実も脳のう裏りに浮かぶ。

　自分も、同じだったということ。

（やはり、血ち筋すじ……か？）

　ふと浮かんだ苦く笑しように合わせるようにして、声に出しても呟つぶやいてみる。

「人間との合いの子でも、孫まご……ということか」

「そういうことだ、父上」

　ふと気付くと、姫ひめ孝たかの後ろで、刹奈が優しく我が子を見守っていた。

「よければ……抱だいてやってはくれないだろうか。その手で」

　瞼まぶたを閉じてしばらく。

　地凌大皇は久方ぶりに、人間への変化を行った。

　彫ほりの深い、初老の男の姿すがたへ。

　起き上がって、壊こわれ物ものを扱うような手つきで姫孝を抱き上げる。

　見覚えのない男に抱かれながらも、姫孝は嬉うれしそうに笑っていた。

「おお。この子、結けつ構こう人見知りするんだけどなぁ。やっぱり血筋ってわかるのかなぁ」

　信のぶ孝たかが感かん心しんしたように呟いた。

　地凌大皇は安心しきったように笑う姫孝と視し線せんを合わせ、その言葉をもう一度胸きよう中ちゆうで反はん芻すうした。血筋……すなわち、家族。

　家族は家族でしかない。情がわかないはずがない。

　触ふれてしまったからには、それに気付くのは必ひつ然ぜんだった。いや、絶ぜつ対たいに気付くという確信があったからこそ──触れようとしなかったのか。

　だが、触れてしまった。誰だれも幸せになれない結けつ末まつなど、自分は望んではいない。結けつ界かい師しの話に上手うまく乗せられただけなのかもしれなかったが、気付けば水すい皇おうの背中から孫を奪うばい取とっていた。

　また、触れられてしまった。傷きずついた我が身に、血を流す我が身に、その孫娘は臆おくすることなく抱きつき、涙なみだを流していた──母親と同じにおいがするという、その程てい度どの理由だけで。

　そのときにはもう、絶ぜつ対たい陣じんを維い持じする気はなくなっていた。

　心のどこかに、結けつ局きよくこうなるような予よ感かんがあったのかもしれない。当とう初しよの目もく論ろ見みとはまったく異ことなる結けつ末まつではあるが、諦てい念ねんにも似にた感かん覚かくで自分はこれを受け入れている。

　困こまったことだ。これからどうなるのか、これからどうすべきなのかまったくわからないが……自分でこの結末を選んだのならば、他の誰だれにも文もん句くは言えないではないか。

　地ち凌りよう大たい皇こうは胸むねの中だけで力ない苦く笑しようを浮かべ、姫ひめ孝たかの顔を眺ながめていた。

　その光こう景けいを見ながら、光ひか流るが刹せつ奈なに聞いた。

「まま……ちちうえって、なにー？」

「お父さん、ということだよ。光流」

　その言葉を耳にして、光流はぱっと顔を輝かがやかせた。

「ままのおとーさんってことは、おじーちゃん！　おじーちゃんだよね!?　そっか、だからままと同じにおいがするきつねさんだったんだ！　わたしもだっこしてもらうーっ！」

　地凌大皇に突とつ進しんし、その胸に飛びこむ。

「えへへへ」

「お、お……」

　腕うでの中の温あたたかみ。確かな重み。

　それは、久しく忘れていた、『いのち』の感かん触しよく──。

　二つの温かさに目を細めていると、穏おだやかに刹奈が言うのが聞こえた。

「父上。問もん答どう無む用ようで絶対陣に閉じこめるなど、早まりすぎだ。何も私はこの里を捨てようと思っているわけではない。貴方の後こう継けい者しや、地凌大皇の役目も、当然ながらいずれ継つぐ。この里も護まもってみせる」

「では……ここに来たのは、逃にげ切きれないと悟さとって戻ってきたのではなく……」

「ばれたのならば正せい々せい堂どう々どうと話し合おう、と思っただけのこと。外──信のぶ孝たかの家とこの里をたびたび往おう復ふくすることへの許きよ可かをもらえれば、私はそれでよかった。そして、光流のときにはまだ臆おく病びようにも決心がついていなかったが……こうなれば、無ぶ事じに生まれた二人目の孫まごの姿すがたを見てもらおうと」

「……そうか」

　地凌大皇は、ただ。

　嬉うれしそうに笑う二人の孫の顔だけを眺め、頰ほおを歪ゆがめていた。




　金きん奏そう皇おうは、それを遠くから見ていた。

「やーれやれ。ま、これでもええか。この里も、これで少しは変わるかなー」

　肩を竦すくめて言う。視し線せんの先にいる者達は、誰もこちらに注目していない。なんとなく無む視しされているような寂さびしさを感じながら、金奏皇はさらに独どく白はくを続けた。

「しっかし、うちが地ち凌りよう大たい皇こうを殺そうとしたことには変わりがないよなぁ。お咎とがめはどうなるんかいな……？　まぁ、今はそれどころやないみたいやし。とりあえず帰ってまうか。なるようにしかならんわな」

　扇せん子すで自分の胸むねを扇あおぎながら踵きびすを返す。

　背せ中なかにはいつまでも、幸せそうな家族の声が。

　金きん奏そう皇おうは空を見上げて、不ふ意いににんまりと笑った。

「にしても、家族ねぇ……ん、それもアリかもなあ。よし、決めた。久しぶりにおねいちゃんは頑がん張ばるでー。と、まずはイイ男めっけなあかんのか。うはー、それが一番大たい変へんや」

　軽い口く調ちようで独ひとりごちながら、彼女はひどく楽しそうに、自分の住処すみかへと帰っていった。
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　ともあれ。

　絵え馬まが最終的に辿たどり着つく場所は、ひとつしかない。

「倫りん太た郎ろう」

　呼びかけると、彼の背中が震ふるえた。ゆっくりと、立ち上がる──が、こちらを振り向いてはこなかった。

　絵馬がちらと横を見ると、メイド服のポケットから包ほう帯たいやら何やらを取り出した天あま宮みやの姿すがたがあった。彼女は倫太郎を見、絵馬を見、そして自分の手の包帯を見て──ふう、と嘆たん息そくした。それからこちらに向かって軽く一礼し、足音もなく踵を返す。自分の手に包帯をくるくると巻まきつけながら、天宮はぼんやりとした無表情でどこかに歩いていった。

　絵馬は視し線せんと微び笑しようだけで、ありがとう、と彼女に伝えた。

　倫太郎はこちらに背中を見せたまま、俯うつむいている。ややあって──くぐもった小さな声が、そこから聞こえてきた。

「絵馬さん……」

「うん」

「絵馬さん、バカじゃないの？　腕うで一本が安いなんてさ。そんなわけ、ないじゃないか。そんな、わけ……」

「うん」

　倫太郎の肩は震えていた。その原げん因いんは、何だろうか。

　二つ答えがあるように思われた。丸が貰もらえる正解と、三角で部分点が貰える正解。

　絵馬は意い図と的てきに、三角の答えを追った。

　真に正しい答えは、いつでも出せた。だから出で来きるだけ、後回しにしたかった。

「怒おこってるのか？」

「……怒おこってるよ。絵え馬まさんは、間ま違ちがってる。誰だれも幸せになれなかったなんて、そんなこと、絶ぜつ対たいに、ない」

　倫りん太た郎ろうは俯うつむいたまま、肩を震ふるわせたまま、一語一語を切るようにして言った。

「僕は、ちゃんと、ここにいる。いるんだよ。僕が、ちゃんと、逃にげられたんだよ──」

「そう、だな」

　倫太郎はここにいる。

　あのとき助けた、唯ゆい一いつ逃がすことの出で来きた少年が、今ここにいる。

　当然のことながら、変化して──そして、成長して。

　絵馬は後ろから、倫太郎の両手を眺ながめた。傷きずだらけの掌てのひら。あのときは何も護まもれなかったこの少年は、今は自らの身体を傷つけてまで、誰かを護ろうと、逃がそうとするようになっていたのだ。変化していないはずはない。成長していないはずはない。

　そうなのかもしれない、と改めて思った。

　倫太郎が今、ここにいること。

　あのとき逃げて、終わらず、変化を続け、成長を続け、今ここにいること──。

　そのことだけは、よかったと思う。

　幸せかどうかはともかくとして、幸せと感じていいのかどうかはともかくとして。

　思う。

　倫太郎がここにいてくれて。

　よかった、と。

「忘れようって思ったこともあったけど。忘れたいって思ったこともあったけど。それは、僕が背せ負おうことで。絵馬さんのせいじゃなくて、絵馬さんが悪いわけじゃなくて、絵馬さんが、いつまでも、僕のことで、苦しんで──」

　次し第だいに言葉の繫つながりがおかしくなってくる。感情が高ぶっている。

　珍めずらしいことに……倫太郎も、自分も。

　言葉がおかしくなりそうなときは、まず態たい度どで示すのがいいと思った。

　絵馬は後ろから、倫太郎の頭を抱だきしめた。いつもしている行こう為いなのに、どこか奇き妙みように新しん鮮せんな感かん覚かくを覚える。自分の胸むねを彼の後こう頭とう部ぶに押しつけながら、残った右腕うでだけで倫太郎の頭を抱かかえこみ、ぽんぽんと柔やわらかな髪を叩たたく。




　ああ。

　そうだな、安くはなかったな。

　右腕まで失くしてしまったら……もう、こんな簡かん単たんなことも出来なかったんだ。




　身体の下から、倫太郎の声が聞こえた。今までよりさらに小さく、さらに……強く。

「僕は、そんなに……弱くない。足手まといなんかじゃない」

「うん。わかった。悪かったよ」

　絵え馬まは囁ささやくようにして答える。調ちよう子しを取り戻したのか、倫りん太た郎ろうはぼそぼそと続けた。

「僕は……絵馬さんにとっての、何？　どうして絵馬さんは僕と一いつ緒しよに暮くらしてるの？　ただ、傍そばに置いとかないと、父さん達との約やく束そくが守れないから？　僕は、そのために絵馬さんと一緒にいるの？　あのときのことを思い出させるためだけに、僕は絵馬さんと一緒にいるの？　じゃあ、僕は、僕こそが、絵馬さんにとっての棘なんだ。そんなの、嫌いやだ。僕は──」

　ああ。なんだ。

　絵馬は目を細めた。

　そうか。こいつが気にしていたのは、そういうことだったんだ。

　声をたてずに笑う。倫太郎の表情は見えない。だから自分の表情も倫太郎には見えないだろう。それでもいいと思った。

「もう、とっくの昔に言ったんだけどな。当たり前のことだったから、忘れてたよ」

「……え？」

「『覚おぼえてるか忘れてるか』を確認するのを忘れてた、てことさ……てっきり、覚えてるもんだとばかり思ってたから」

　困こん惑わくした気け配はいの倫太郎。その後ろ頭に向けて、囁く。

　棘とげを抜ぬくのは、簡かん単たんだ。

「思い出せないのかい？　思い出して欲しいな……言ったはずだよ。私とあんたが、初めてまともに言葉を交かわしたときにね」

　倫太郎の肩の震ふるえが止まる。

　周しゆう囲いには、穏おだやかに緑が擦こすれ合あう音しかない。

　さわさわ、さわさわと──緑の楽器が。

　歌う。

　その中に、姫ひめ孝たかが小さく発する笑い声が混まじる。

　楽しそうに、幸せそうに──いのちの証しよう明めいを。

　歌う。

　止まった世界に、二つの歌が、響ひびいていた。




「……思い……出した」




　その呟つぶやきと同時、倫太郎の肩はさらに激はげしく震え始めた。

「思い出したよ……うん。わかった。全部、思い出した、から──」

「じゃあいいじゃん。何も問題はないだろ。さ、帰ろう。今までと同じ、そういう生活に戻ろうぜ。あ、その前に掌てのひらの手当てだな。正直、あんな根こん性じようがあるとは思わなかった。よくやったな、倫りん太た郎ろう」

「ちょっと──待って。いろいろあってさ……その、震ふるえが、止まんなくて」

　絵え馬まは、は、と息を吐いた。

「我が慢まんしてるからだよ」

「……」

「いろいろ、思い出したんだろう？　それは弱さ強さとは無む関かん係けいだよ。だからさ、我慢すんな」

　震えの原げん因いん。

　その正解を、絵馬は促うながした。

「泣いちまえ」




　大声で泣きじゃくる少年がいた。

　その少年を、背はい後ごからそっと抱だきしめている、ひどく柔やわらかな笑えみで見下ろしている、隻せき腕わんの女がいた。

　彼女達を少し離はなれたところから見つめる、優しげな眼まな差ざしの家族がいた。

　そして、それらをさらに遠くから見つめる者達が、いた。

　慈じ母ぼのような笑えみを浮かべていたメイド服の少女が、背後であぐらをかいて座すわりこんでいた烏からす天てん狗ぐを振り返る。

　烏天狗は慌あわてて身体の向きを変えた。何故なぜかそこからは、不ふ規き則そくな呼こ吸きゆう音おんと、空気が鼻で擦こすれる音が聞こえる。顔は見えない。

　メイドは僅わずかに苦く笑しようするように目を細めた後、言った。

「……風邪かぜでも引かれましたか？」

「そ、そうだ……」




　噓うそ吐つきの烏天狗は、くぐもった声で続ける。




「ここは寒いからな」




　さらに、さらに遠くからは──

　ひどく暖あたたかな夕日が、世界全てを赤く照らし出していた。













　　　　　エピローグ







　父が優しい人だったことを覚おぼえている。母が厳きびしい人だったことを覚えている。

　父が背の高い人だったことを覚えている。母の目が細かったことを覚えている。

　父の手が大きかったことを覚えている。母の胸むねが温あたたかかったことを覚えている。

　父が几き帳ちよう面めんな性格だったことを覚えている。母が大おお雑ざつ把ぱな性格だったことを覚えている。

　父が笑うと笑え窪くぼが出で来きていたのを覚えている。母が怒おこると声が高くなったのを覚えている。

　数え上げればきりがない。それは全ての記き憶おく。




　優しい、記憶。




　父は日曜大工が趣しゆ味みだったことを覚えている。母は園芸が趣味だったことを覚えている。

　いつもの光こう景けいを覚えている。

　とんかんとんかん、リズミカルに金かな槌づちで釘くぎを叩たたいている父の背中が庭にあった。釘を打ち付ける場所を間ま違ちがえたのか、金槌の音が止まって、うーん、と父は首を傾かしげる。

　その向こうの家庭菜さい園えんで、母がぞんざいな手つきで植物に水を与えているのが見えた。大おお雑ざつ把ぱな性格の母は、あまり水の分量を気にしないのを知っていた。それでもちゃんと育てられる植物だけがそこに植えられていることも知っていた。それにしてもたまに度を越した水量を如じよ雨う露ろから零こぼしてしまい、あう、と母は口を開けて動きを止めていた。父の背中はそのとき愉ゆ快かいそうに揺ゆれていた。

　とんかんとんかん。うーん。じゃばじゃば。とんかん。じゃば。あう。

　そのうちに雨が降ふってきて、父は慌あわてた様よう子すでペンキを塗ぬった木材を片かた付づけ始はじめた。母はラッキーとばかりに如雨露を放ほうり出だし、猫ねこのように素す早ばやく家の中に避ひ難なんしてきた。

　母が笑っていた。父が笑っていた。自分も笑っていた。




　それだけは、忘れないようにしようと思った。




　顔を覚おぼえている。匂においを覚えている。声を覚えている。

　嬉うれしかったことを覚えている。楽しかったことを覚えている。怖こわかったことを覚えている。

　悲しかったことを、覚えている。




　父はいない。母もいない。自分だけが、ただ、この暗い世界に立っている。

　事情はよくはわからなかった。

　理由はよくはわからなかった。

　わからなかった。

　何もかもがわからなかった。

　ふと気付けば、全てが終わっていた。

　耳みみ障ざわりに続いていた、様々な音。自分と、自分ではない誰だれかの息切れ。走れという命令。心臓が跳はねる爆ばく発はつ。血。哀かなしい笑え顔がお。逃にげろという叫び。裏うら切ぎり。汚お点てんという言葉。

　それら全てが、今はもう失われている。

　どうして失われたのかはわからない。忘れてしまったのか。知ろうとしなかったのか。それとも──自みずから、捨ててしまったのか。

　覚えているのは、始まりだけだ。

　彼女。彼女が現れてから全てが始まり、そして終わった今は──彼女しか、ここにはいない。

　暗い世界で。暗いとしか思えない世界で。

　彼女だけが、白い服と帽子を身に付けた彼女だけが、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

　彼女はそのとき、どんな顔をしていたのだったか。

　思い出そう。

　彼女と自分のために、思い出そう。




　穴あなの開あいた帽子を頭に乗せ。

　長かった茶色の髪を焦こげ付つかせ。

　綺き麗れいな純じゆん白ぱくだった服を、ボロ布のようにはためかせ。

　左腕うでを根元から失い。

　そこから冗じよう談だんのような血を垂たれ流ながし。

　腹も真っ赤にして、残った右手でそこを押さえながら。

　彼女は、近付いてくる。




　ああ。

　彼女は。

　彼女は、それでも、やはり──。




　笑っていた。
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「あんたは今日から、私の家族になるんだよ。倫りん太た郎ろう」










　あとがき




　お久しぶりです、水瀬葉月です。

　二巻からこの三巻を書き上げるまでの間、いろいろありました。

　思いつくままにつらつらと羅ら列れつ。




【①真まっ当とうな社会人生活からドロップアウト～もう、力メイドは見ない～】

　奨しよう励れい賞しよう頂いただく前に内ない定ていを貰もらっていた某ぼうゲームメーカーに二〇〇四年春から勤つとめていたのですが、もろもろの事じ情じようで七月に退たい社しや。三カ月間研けん修しゆうだけ受けて配はい属ぞく寸すん前ぜんに消えるというかなり最悪なことをしでかしました。関係者の皆様に深くお詫わび申し上げます……これはもう、ホントに（汗）！

「やっぱり全力で小説書いていきたいんで辞やめます」と勝手なことを言った私を温あたたかく送り出してくださった上じよう司しの方、同期の皆に感かん謝しや。専業作家となった私がモリモリと面おも白しろい小説を書くことが一番の償つぐないだと思っています。いや勿もち論ろん、ゲームも買いますよ!?




【②稲いね刈かり～半ひきこもり人間には辛つらい一日～】

　山口の実家の田んぼでね。稲刈りの手て伝つだいをしたのです。毎年やっていることなのに、今までまともに手伝いをした記き憶おくがなかったという不ふ思し議ぎ。

　大学の頃ころから大都会のジャングルで暮くらしていたせいか、妙みように田舎いなかの景け色しきが懐なつかしかったです。稲刈り機の音に驚おどろいてカエルは跳とぶわネズミは逃にげるわ。さらにはオレオレではないサギがお零こぼれに与あずろうと近くで傍ぼう観かんしていました。見てるなら手伝え。

　籾もみが入った袋ふくろを持ち上げたら底そこが抜ぬけてギャワーとかいうお約やく束そくなトラブルも発生しましたが、まぁ長雨の隙すき間まに無ぶ事じ刈り取れて何より。自由業だからこのくらい手伝わんとなー。




【③ボツ原稿生産～迷まよいの数カ月～】

　というわけなのですよ。二巻からちょっと間が空あいてしまったのは。正直なところ兼けん業ぎようだったときは肉体的精せい神しん的てきにわりと追おい詰つめられていて、何か義ぎ務む感かんとか使し命めい感かんのようなものだけで筆ふでを進めていたような気がします。それだけじゃ駄だ目めだと。自分が書きたいことを、楽しく書く。そして楽しんでもらえるように書く。そうじゃないと。などという至し極ごく当たり前（たぶん）な理り屈くつに気付いたのはごく最近です。

　ということで今まで書いていたプロットだとか設せつ定ていだとかを全部破は棄きし、全くのゼロから新しく書き上げたのがこの三巻。自分でも楽しみながら、書きたいことをぶちこみました。本巻では、あまり語かたられていなかったあの二人の過去がちょびっとだけわかったりわからなかったりします。ネタバレするんでこれ以上は書けませんが、立ち読みであとがきから読まれている方はそのままレジに……ね？




【④エンタマ潜せん入にゆう～成田さん、目立ちすぎっスよ!?　たぶんバレバレです!!～】

　十月の東京国際エンタテイメントマーケット（コミック、アニメ、ゲームの展てん示じショーみたいなもの）にこっそり行ってきました。数人の作家さんと合流後、必ひつ死しで働くメディアワークスの人々を温あたたかな眼まな差ざしで眺ながめ（冷ひやかしとも言う）、サイン会の高橋弥七郎さんと時雨沢恵一さんを遠くから応おう援えん。個人的主目的は自分のサイン本が売れ残ってたらどうしようドキドキ確かく認にんせねばもしものときは自ら買い取りしてやるぜ！　ということだったのですが、かなり早い段階で全部の作家さんのサイン本が売り切れていたようで何より。私の本をゲットされた方はサインのヨレ具ぐ合あいに驚おどろいたかもしれませんが、勘かん弁べんしてください。決して手て抜ぬきをしたわけではなく……字が物もの凄すごいヘタなだけなのです！　流れるような美しいサインなんてできねぇー。




　さて、この本が店てん頭とうに並んでいる頃ころにはもう年が明けていることだと思います。二〇〇四年はデビューという幸運な事じ態たいに舞まい上あがり右も左もわからないまま物語を作っていたのですが……今年はちょっと成長できるといいなぁ。

　面おも白しろい物語とは何か。

　面白い物語を書くにはどうしたらいいのか。

　この単純で難むずかしい命めい題だいの解かいに、少しでも近付きたいものです。たとえ誰だれにも辿たどり着つくことのできない解だとしても、『近付く』という行こう為い自じ体たいは不ふ可か能のうではないと信じて、私はこれからも物語を書き続けます。

　無む論ろん、私の本を読んでくださる皆様に少しでも『面白い』と思ってもらうために。




　今回も様々な方にお世せ話わになりました。この本を作るにあたって尽じん力りよくしていただいた皆様に大だい感かん謝しやを。

　そしてこの本を手にとってくださったあなたへ、さらなる感謝を。

　それでは、また次の物語でお会いしましょう。





平成十六年十月末日　　　　　水瀬葉月　　
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水みな瀬せ葉は月づき

起爆装置、誰が何と言おうとも起爆装置です。「押せ！」「嫌です隊長あそこにはまだマイケルがっ！」「ええい貸せ貴様がやらんなら俺が押す！」「止めてください隊長ォォォ！」などの人情ドラマが生まれます。マイケルって誰だよ。
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イラスト／鳴なる瀬せひろふみ

親おや不知しらずの激痛に苦しむイラストレーター。あああ、二本も一緒にっ！　生え方が縦方向でなく横方向。しかも歯茎の中で健康な歯にぶつかるように……。仕事明けに病院で抜いてきます。それまで痛みに耐えねば。
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結けっ界かい師しのフーガ3




見みえない棘とげの家か族ぞく








水みな瀬せ葉は月づき
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